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　久保田章市市長は、平成27年３月浜田市議会定例会の開会にあたり、諸議案の説明
に先立ち所信の一端を述べ、市民の皆さんの理解と協力を呼び掛けました。
　その内容を抜粋してお知らせします。

　日本経済は、国の経済対策により好循環が生まれ始めましたが、地
方においては、依然として厳しい経済情勢、雇用状況が続いています。
　昨年５月、有識者でつくられる「日本創成会議人口減少問題検討分
科会」により、「2040年までに全国896自治体が消滅する可能性がある」
とするショッキングな報告が公表され、この「消滅可能性自治体」に
は、当浜田市も含まれていました。
　私は、一昨年の市長就任時に、まさに、この「人口減少とそれに伴
う産業経済の縮小」を、最大の課題として捉え、こうした状況を打破
し、「浜田を元気にする」ことを掲げ、様々な事業に着手してきました。
　国においても、地域創生の推進の取組が始められ、本市においても
待ったなしの状況の中、今、最大限の力を注がなければなりません。
　平成27年度は、元気な浜田づくりの「本格実行の年」として、引き
続き、３つの重点政策、「産業振興、企業誘致などによる雇用の場の
確保」、「子育て支援、教育の充実」、「高齢者が安心して暮らせるまち
づくり」を中心に、着手した各種事業を本格的に実行します。

⑴
水
産
業
の
振
興

　

産
業
振
興
で
は
、
基
幹
産
業
で

あ
る
水
産
業
の
活
性
化
に
、
最
優

先
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
26
年
は
、
水
揚
量
１
万
９

千
ト
ン
、
水
揚
高
は
56
億
８
千
万

円
と
な
り
、
前
年
を
上
回
り
ま
し

た
。
市
長
就
任
時
の
所
信
表
明
で

掲
げ
た
「
10
年
後
に
水
揚
高
１
０

０
億
円
」
の
目
標
に
向
け
て
、
引

き
続
き
、
次
の
６
つ
の
観
点
で
取

組
を
進
め
ま
す
。

①
地
元
漁
船
の
存
続

　

沖
合
底
曳
網
漁
船
は
、
平
成
26

年
度
に
２
ヶ
統
が
リ
シ
ッ
プ
事
業

を
開
始
し
、
修
繕
費
の
削
減
や
稼

働
率
の
向
上
な
ど
が
図
ら
れ
、
さ

ら
に
、
海
水
冷
却
装
置
の
導
入
に

よ
り
、
高
鮮
度
ミ
ズ
ガ
レ
イ
の
出

荷
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
リ
シ
ッ
プ
事
業
の

推
進
と
、
ほ
か
の
魚
介
類
の
高
鮮

度
化
に
よ
る
出
荷
を
進
め
ま
す
。

　

ま
き
網
漁
船
は
、
老
朽
化
対
策

を
含
め
た
漁
業
構
造
改
革
計
画
の

策
定
を
目
指
し
、
地
元
沖
合
底
曳

網
漁
業
５
ヶ
統
と
、
ま
き
網
漁
業

２
ヶ
統
の
全
船
存
続
に
取
り
組
み

ま
す
。

②
県
外
船
の
誘
致

　

昨
年
、
境
港
の
ま
き
網
事
業
者

へ
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
大

中
型
ま
き
網
の
水
揚
量
を
増
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
実
施
し
、
沖
合
底
曳
網
船
や
い

か
釣
り
船
な
ど
の
誘
致
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

③
市
場
な
ど
の
施
設
整
備

　

昨
年
は
、
高
度
衛
生
管
理
型
の

市
場
の
整
備
に
向
け
、
Ｊ
Ｆ
し
ま

ね
や
島
根
県
と
協
議
を
行
い
、
方

向
性
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、
浜
田
市
が
整

備
主
体
と
し
て
、
市
場
整
備
に
１

日
も
早
く
着
手
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

④
販
路
拡
大
や
流
通
の
改
善

　

浜
田
港
の
漁
獲
量
の
増
大
と
、

販
路
拡
大
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。

　

昨
年
は
、
関
東
・
関
西
・
山
陽

方
面
の
大
規
模
商
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
営
業
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

「
山
陰
浜
田
港
」
の
ロ
ゴ
を
作
成

し
、
季
節
ご
と
の
旬
の
魚
を
「
浜

田
港
四
季
の
お
魚
」
と
し
て
選
定

し
、
観
光
客
に
常
時
提
供
で
き
る

体
制
を
、
飲
食
店
な
ど
と
提
携
し

整
え
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、
Ｓ
ｅ
ａ
‐
１

グ
ル
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
お
魚

料
理
教
室
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て

魚
食
普
及
を
図
る
な
ど
、
市
内
で

の
Ｐ
Ｒ
も
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

施政方針を述べる久保田市長

施政方針平成27年度

元気な浜田づくり「本格実行の年」
「元気な浜田」をつくる ３つの政策 を
　　　　重点政策として全力で取り組みます

「
元
気
な
浜
田
」
を
つ
く
る

３
つ
の
重
点
政
策

１　

産
業
振
興
、
企
業
誘
致

　

な
ど
に
よ
る
雇
用
の
場
の

　

確
保
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ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
25
年
の
規

制
緩
和
に
よ
り
、
漁
業
以
外
の
用

途
に
も
活
用
で
き
る
道
が
開
か
れ

ま
し
た
。
観
光
や
産
業
振
興
に
活

用
で
き
な
い
か
検
討
を
始
め
、
昨

年
設
置
し
た
瀬
戸
ケ
島
埋
立
地
活

用
研
究
会
で
は
、「
広
島
の
人
が

行
き
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

観
光
施
設
」
や
「
子
ど
も
た
ち
が

海
を
好
き
に
な
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
希
望
す
る
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

埋
立
地
の
活
用
に
は
、
民
間
活

力
を
活
用
す
る
な
ど
、
公
費
負
担

は
最
小
限
に
止
め
た
い
と
考
え
て

お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
も
伺

い
な
が
ら
、
活
用
方
法
を
検
討
し

ま
す
。

　

以
上
の
６
つ
の
観
点
か
ら
施
策

を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
地
元
漁

業
者
や
仲
買
の
皆
さ
ん
な
ど
の
意

見
を
伺
い
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
・
県
な

ど
関
係
機
関
と
も
十
分
に
協
議
を

行
い
、
取
り
組
み
ま
す
。

⑵
農
林
業
の
振
興

　

産
業
の
大
き
な
柱
の
１
つ
で
あ

る
農
林
業
に
つ
い
て
は
、
10
年
先

を
見
越
し
て
儲
か
る
農
・
林
業
の

確
立
を
目
指
し
ま
す
。

【
農
業
】

①
将
来
、
浜
田
の
顔
と
な
る
農
産

物
の
振
興

　

平
成
26
年
度
、
ピ
オ
ー
ネ
を
は

じ
め
と
し
た「
大
粒
ぶ
ど
う
」、「
赤

梨
」、「
西
条
柿
」
を
浜
田
の
顔
と

な
る
振
興
作
物
に
選
定
し
ま
し
た
。

⑤
魚
を
増
や
す
た
め
の
魚
礁
の
整

備
　

平
成
27
年
度
は
、
島
根
県
の
漁

場
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
浜
田
沖

に
大
規
模
な
漁
場
造
成
を
行
う
人

工
礁
が
、
早
期
に
整
備
で
き
る
よ

う
働
き
か
け
ま
す
。

⑥
浜
田
漁
港
エ
リ
ア
の
活
性
化

　

昨
年
は
、
浜
田
漁
港
エ
リ
ア
を

多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
活
気
の
あ

る
エ
リ
ア
に
す
る
た
め
に
、「
し

ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
」
の
活
性
化

と
「
瀬
戸
ケ
島
地
区
埋
立
地
」
の

有
効
利
用
の
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
は
、

昨
年
末
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、

か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

【
林
業
】

①
儲
か
る
林
業
の
実
現

　

平
成
26
年
度
は
、
石
央
森
林
組

合
を
中
心
に
、
山
林
の
集
約
化
、

路
網
の
整
備
、
高
性
能
林
業
機
械

平
成
27
年
度
は
、
こ
の
３
つ
の
農

産
物
の
栽
培
面
積
の
拡
大
、
栽
培

施
設
な
ど
の
整
備
、
加
工
品
開
発

な
ど
、
具
体
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

②
農
家
所
得
５
０
０
万
円
を
目
標

と
し
た
所
得
の
向
上

　

条
件
不
利
地
域
の
多
い
本
市
で

は
、
有
機
野
菜
や
特
別
栽
培
米
な

ど
地
域
の
特
色
あ
る
農
産
物
や
、

米
に
代
わ
る
大
豆
な
ど
の
土
地
利

用
型
の
作
物
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
兼
業
農
家
も
含

め
、
農
家
所
得
５
０
０
万
円
を
目

指
し
、
最
適
な
作
物
の
組
み
合
わ

せ
を
研
究
し
ま
す
。

③
農
地
の
荒
廃
防
止
と
担
い
手
対

策
　

平
成
26
年
度
は
、
認
定
農
業
者

や
新
規
就
農
者
な
ど
に
、
施
設
や

機
械
整
備
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な

ハ
ー
ド
支
援
を
継
続
し
な
が
ら
、

ふ
る
さ
と
農
業
研
修
制
度
や
企
業

参
入
に
よ
る
担
い
手
を
確
保
し
、

農
地
の
荒
廃
防
止
と
定
住
人
口
の

増
加
を
推
進
し
ま
す
。

④
大
規
模
農
業
の
推
進

　

中
山
間
地
域
で
は
、
営
農
活
動

が
比
較
的
容
易
に
で
き
る
農
地
の

確
保
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
金
城
町

の
元
谷
団
地
を
拠
点
農
業
団
地
と

し
て
整
備
を
行
い
、
大
規
模
農
業

の
推
進
に
努
め
ま
す
。ま
た
、農
地

中
間
管
理
事
業
は
、
県
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
事
業
実
施
の
課
題

解
決
に
向
け
た
整
理
を
行
い
ま
す
。

の
活
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
木

材
の
生
産
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
安

定
供
給
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

を
支
援
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
度

は
、
木
材
生
産
の
収
益
性
が
高
め

ら
れ
る
よ
う
、
機
械
の
有
効
な
稼

動
を
検
討
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
取
組
を
進
め
ま
す
。

②
未
利
用
材
の
利
用
拡
大

　

平
成
27
年
度
は
、
江
津
市
の
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
旭
温
泉
の

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
へ
の
木
質
チ
ッ

プ
の
需
要
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
間
伐
材

な
ど
の
未
利
用
材
の
利
用
拡
大
と

安
定
供
給
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

⑶
観
光
の
振
興

　

島
根
県
の
観
光
入
込
客
は
、
県

東
部
を
中
心
に
、
こ
こ
２
、３
年

は
増
加
し
ま
し
た
が
、
県
西
部
へ

の
波
及
は
少
な
く
、
本
市
へ
の
観

光
入
込
客
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、

次
の
４
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

　

平
成
26
年
度
は
、
お
宝
探
し
で

応
募
の
あ
っ
た
４
７
３
件
の
お
宝

を
も
と
に
、
観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス

を
10
コ
ー
ス
作
成
し
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
ア
ッ
プ
し
て
魅
力

を
発
信
す
る
取
組
を
進
め
ま
し
た
。

引
き
続
き
、平
成
27
年
度
は
、コ
ー

ス
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
更
な

る
観
光
コ
ー
ス
を
作
成
し
、
地
域

の
魅
力
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

リニューアルオープンしたしまねお魚センター

浜田の顔となる３つの農産物

ピオーネ 赤梨 西条柿

⑤
有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止

　

近
年
、
有
害
鳥
獣
、
特
に
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
農
地
・
農
作
物
へ
の

被
害
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
度
は
モ
デ
ル
地
区
を
設

定
し
、
防
護
柵
の
設
置
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
は
、

獣
肉
加
工
施
設
の
整
備
を
支
援
し

て
、
イ
ノ
シ
シ
肉
の
利
活
用
に
よ

る
捕
獲
頭
数
の
増
加
を
図
り
、
有

害
鳥
獣
の
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

瀬
戸
ケ
島
埋
立
地
は
、
栽
培
漁

業
基
地
と
し
て
、
平
成
21
年
に
埋

立
て
事
業
が
完
成
し
ま
し
た
が
、

経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て

現
在
ま
で
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
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②
交
流
人
口
の
拡
大

　

本
年
８
月
に
広
浜
鉄
道
今
福
線
、

９
月
に
ヨ
シ
タ
ケ
コ
ー
ヒ
ー
を

テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
を
は
じ
め
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
記
念
と
し
て
、
石

州
半
紙
・
本
美
濃
紙
・
細
川
紙
の

３
つ
の
産
地
で
企
画
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
合

宿
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
加
え
、

島
根
県
立
大
学
を
活
用
し
た
学
術

研
究
の
会
議
・
学
会
や
、
浜
田
市

の
先
進
的
な
取
組
へ
の
視
察
の
誘

致
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

⑤
浜
田
港
の
利
活
用

　

浜
田
港
は
、
国
・
県
に
よ
る
福

井
埠
頭
岸
壁
の
整
備
、
コ
ン
テ
ナ

荷
役
設
備
、
福
井
上
屋
な
ど
の
機

能
強
化
に
加
え
て
、
浜
田
港
振
興

会
に
よ
る
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
に
よ

り
、
貿
易
額
・
貿
易
量
と
も
に
順

調
に
伸
び
、
平
成
26
年
度
の
コ
ン

テ
ナ
取
扱
量
は
過
去
最
高
と
な
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
貨
物
の
集

荷
を
中
心
と
し
た
ポ
ー
ト
セ
ー
ル

ス
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
臨
港
道
路
福
井
４
号

線
の
整
備
な
ど
、
港
湾
機
能
の
強

化
が
進
む
一
方
、
取
扱
貨
物
の
増

加
に
よ
り
長
浜
・
福
井
両
埠
頭
が

　

こ
れ
ら
の
３
つ
の
情
報
誌
や
サ

イ
ト
を
総
合
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
更
な
る

情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

③
商
品
開
発
支
援

　

平
成
26
年
度
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
実
践
事
業
に
取
り
組
み
、
セ

ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
市
内
の
中
小
事

業
者
が
商
品
開
発
か
ら
販
路
開
拓

ま
で
の
一
貫
し
た
基
礎
知
識
の
習

得
と
商
品
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
を
支
援
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
参
加
事
業
所
の
内
、
６

社
が
新
商
品
を
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
も
、
市
内
中
小
事

業
者
の
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
・

設
備
導
入
な
ど
に
積
極
的
に
支
援

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
地
域

振
興
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
店
街
が
実
施
す
る
イ

ベ
ン
ト
事
業
や
商
店
街
の
空
き
店

舗
に
出
店
さ
れ
る
人
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
商
店
街
の
活
性
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
魅
力
あ
る
付

加
価
値
の
高
い
商
品
づ
く
り
を
後

押
し
す
る
た
め
、
食
産
業
に
よ
る

ま
ち
お
こ
し
研
究
会
や
島
根
大
学

の
生
物
資
源
科
学
部
の
力
も
借
り
、

主
に
食
に
関
す
る
新
た
な
特
産
品

の
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
新
た
に
事
業
を
起
こ
す
起
業
の

支
援

　

浜
田
を
元
気
に
す
る
た
め
に
は
、

新
た
な
事
業
の
創
出
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
財
務
・
経
営
・

③
お
も
て
な
し
の
向
上

　

浜
田
市
を
訪
れ
た
お
客
様
に

「
ま
た
来
た
い
、
食
べ
た
い
、
見

て
み
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
観
光
関
係
者
に
向
け

た
研
修
を
行
う
な
ど
、
お
も
て
な

し
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

④
観
光
施
設
の
整
備

　

良
質
な
泉
源
を
有
す
る
旭
温
泉

と
美
又
温
泉
の
魅
力
向
上
策
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
全
国
的
に
愛 ヨシタケコーヒーをテーマとしたシンポジウム

好
者
が
増
え
て
い
る
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
を
集
客
施
設
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
を
検
討
し
、
新
た
な
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
ま
す
。
観
光
施
設

に
は
、
案
内
看
板
の
設
置
を
進
め

ま
す
。

⑷
産
業
の
振
興

　

産
業
の
更
な
る
振
興
に
向
け
、

次
の
６
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
販
路
拡
大
支
援

　

平
成
26
年
度
、
産
業
振
興
課
を

「
浜
田
株
式
会
社
」
の
営
業
部
隊

と
位
置
付
け
、
関
東
・
関
西
方
面

を
中
心
に
、
大
手
ス
ー
パ
ー
や
百

貨
店
な
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
の
招
聘
や

販
売
促
進
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
広
島
市
場
開
拓
室
で
は
、
山

陽
方
面
の
飲
食
店
や
ス
ー
パ
ー
な

ど
に
浜
田
産
品
の
売
り
込
み
を
行

い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、
特
に
水
産
物

の
販
路
開
拓
を
積
極
的
に
行
う
な

ど
、
引
き
続
き
大
手
ス
ー
パ
ー
を

中
心
に
販
売
促
進
を
行
い
ま
す
。

②
浜
田
産
品
の
情
報
発
信
と
活
用

　

現
在
、「
浜
田
市
ふ
る
さ
と
寄
附
」

に
お
い
て
、
特
産
品
を
多
数
取
り

揃
え
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
、

全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浜
田
の
飲
食
店
を
紹
介

す
る
情
報
誌
「
は
ま
ご
ち
」
に
加

え
、
昨
年
、
新
た
に
浜
田
か
ら
の

贈
り
も
の
情
報
誌
「
は
ま
お
く
」、

を
発
行
し
、
観
光
協
会
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
「
は
ま

と
く
」
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

手
狭
と
な
っ
て
い
る
状
況
や
、
船

舶
の
大
型
化
に
よ
る
岸
壁
や
航

路
の
水
深
確
保
の
必
要
性
な
ど
、

様
々
な
課
題
も
見
え
て
き
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
港
湾
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
、
国
・
県
に
要
望
を

し
て
い
き
ま
す
。

⑥
企
業
誘
致

　

広
島
市
場
開
拓
室
を
中
心
に
、

企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、

加
工
関
係
を
中
心
に
好
感
触
の
企

業
も
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

誘
致
実
現
に
向
け
た
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
は
、
廃
校

舎
を
利
用
し
た
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業

の
誘
致
が
実
現
し
ま
し
た
。今
後
、

東
京
・
大
阪
方
面
の
企
業
に
対
し

て
も
、
積
極
的
に
誘
致
活
動
を
進

め
る
と
と
も
に
、
廃
校
な
ど
遊
休

施
設
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
な

ど
で
公
開
し
、
企
業
誘
致
の
場
と

し
て
利
活
用
し
ま
す
。

　

広
島
市
場
開
拓
室
で
は
、
販
路

開
拓
の
12
件
の
商
談
を
成
立
で
き

ま
し
た
。
つ
な
が
り
を
持
っ
た
約

70
社
の
企
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

と
、
新
規
の
開
拓
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
山
陽
方
面
の
大
規
模
商

圏
に
向
け
た
更
な
る
営
業
活
動
、

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
、
企
業
誘
致
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
・
石
見
空
港
東
京
路

線
の
２
便
化
は
、
２
年
間
の
期
間

限
定
で
あ
り
、
２
便
化
が
存
続
す

る
た
め
に
は
、
今
後
の
搭
乗
実
績

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
萩
・
石
見

営
業
な
ど
に
関
す
る
起
業
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、参
加
者
の
う
ち
、

既
に
起
業
し
た
人
や
、
起
業
に
向

け
て
本
格
的
に
準
備
を
し
て
い
る

人
も
お
ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

起
業
を
積
極
的
に
支
援
し
、
起
業

時
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
補

助
金
の
新
設
を
検
討
し
ま
す
。

女性のための独立・創業セミナー
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り
組
み
ま
す
。

　

老
朽
化
の
著
し
い
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
27
年
度
に
具

体
的
な
建
替
え
方
針
を
検
討
し
ま

す
。

　

昨
年
、
浜
田
で
子
ど
も
を
産
ん

で
育
て
る
支
援
を
具
体
的
に
ま
と

め
た
「
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
」
を

作
成
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
分
か
り

や
す
い
と
好
評
で
し
た
。
平
成
27

年
度
も
改
訂
版
を
作
成
し
配
布
し

ま
す
。

付
け
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
27
年

度
も
奨
学
金
制
度
や
「
保
育
所
入

所
受
入
促
進
事
業
」
を
継
続
し
、

保
育
士
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

②
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の

軽
減

　

平
成
26
年
度
は
、
保
育
所
保
育

料
に
つ
い
て
、
第
３
子
以
降
の
軽

減
対
象
範
囲
か
ら
「
３
歳
未
満
児
」

と
い
う
年
齢
制
限
を
外
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、私
立
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
幼
児
部
の
保
育

料
を
国
基
準
の
約
６
割
に
設
定
す

る
と
と
も
に
、
時
間
外
の
預
か
り

保
育
に
も
必
要
な
補
助
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

児
童
医
療
費
の
助
成
は
、
４
月
か

ら
「
中
学
生
ま
で
」
に
拡
充
し
ま

す
。

③
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
平
成

26
年
度
、
原
則
３
年
生
ま
で
の
受

入
れ
を
、「
６
年
生
ま
で
の
全
学

年
」
に
拡
大
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
場
所
の
確
保
と
指
導
員
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

④
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
む

取
組

　

平
成
26
年
度
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
・
放
課
後
子
ど
も
教
室
・

公
民
館
で
の
各
種
体
験
教
室
な
ど

を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
子
育

て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

推
進
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
は

新
た
に
産
前
産
後
の
家
事
を
支
援

す
る
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
事
業
に
取

⑵
教
育
の
充
実

　

教
育
の
充
実
に
向
け
、特
に「
国

語
教
育
」・「
ふ
る
さ
と
郷
育
」・「
あ

い
さ
つ
運
動
」
の
３
点
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
は
、
こ

れ
に
加
え
て
、「
学
力
向
上
」・「
文

化
・
歴
史
教
育
の
環
境
整
備
」
に

つ
い
て
も
取
り
組
み
ま
す
。

①
国
語
教
育

　
「
国
語
教
育
」
は
、
全
て
の
学

習
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

特
に
「
読
書
」
と
「
書
く
こ
と
」

に
力
を
入
れ
、
読
書
ノ
ー
ト
の
全

⑴
子
育
て
支
援

　

子
育
て
支
援
の
充
実
に
向
け
、

次
の
４
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
保
育
所
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目

指
す
保
育
施
設
の
充
実
と
保
育

士
確
保

　

平
成
26
年
度
の
市
内
保
育
所
の

入
所
定
員
は
、
１
園
10
名
の
定
員

増
に
よ
り
、
１
、８
７
５
名
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
は
２
園

の
施
設
整
備
を
行
い
、
20
名
の
定

員
増
加
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

保
育
士
の
確
保
と
し
て
は
、
平

成
26
年
度
、
市
内
の
保
育
所
な
ど

に
従
事
す
れ
ば
奨
学
金
の
返
還
を

免
除
す
る
と
い
う
、
市
独
自
の
奨

学
金
制
度
を
創
設
し
、
５
人
に
貸

空
港
利
用
促
進
補
助
金
を
平
成
27

年
度
も
継
続
し
、
引
き
続
き
、
萩
・

石
見
空
港
の
利
用
促
進
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

萩・石見空港　東京路線２便化運航決定

子育て支援センターでの親子ふれあい遊び

児
童
生
徒
へ
の
配
付
と
と
も
に
、

調
べ
学
習
や
家
庭
学
習
ノ
ー
ト
な

ど
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
学
校
図
書
館

活
用
に
係
る
研
究
指
定
校
の
指
定

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
平
成
27
年

度
は
、
学
校
図
書
館
司
書
の
充
実

に
も
努
め
ま
す
。

②
ふ
る
さ
と
郷
育

　

平
成
26
年
度
は
、
地
域
の
「
ひ

と
・
も
の
・
こ
と
」
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
む
と

い
う
、
ふ
る
さ
と
郷
育
推
進
方
針

を
定
め
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
基

づ
き
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

体
験
活
動
や
行
事
へ
の
参
加
を
通

し
て
、「
浜
田
が
好
き
」、「
将
来

は
浜
田
で
働
き
た
い
」、「
浜
田
を

応
援
し
た
い
」
と
い
う
子
ど
も
を

育
み
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
を
対
象
と
し
た

浜
田
市
の
偉
人
を
紹
介
す
る
副
読

本
を
作
成
し
、
郷
土
へ
の
愛
着
心

を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
学
ぶ
力

を
磨
き
、
今
と
昔
を
つ
な
ぐ
、
子

ど
も
た
ち
の
新
た
な
出
会
い
を
支

援
し
ま
す
。

③
あ
い
さ
つ
運
動

　

各
学
校
で
あ
い
さ
つ
の
励
行
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
啓
発
チ
ラ

シ
の
配
布
な
ど
の
取
組
を
行
い
ま

し
た
。
平
成
27
年
度
は
、
さ
ら
に

具
体
的
に
学
校
の
教
育
目
標
に
掲

げ
る
こ
と
や
、
中
学
校
区
ご
と
の

一
貫
し
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

④
学
力
向
上

　
「
学
力
向
上
」に
つ
い
て
は
、国
・

県
の
学
力
調
査
結
果
か
ら
、
全
体

的
に
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
教
育
委
員
会
に
「
学
力

向
上
推
進
室
」
を
設
け
て
推
進
体

制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
昨
年

ス
タ
ー
ト
し
た
「
土
曜
学
習
」
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

⑤
文
化
・
歴
史
教
育
の
環
境
整
備

　

浜
田
城
周
辺
を
「
文
化
・
歴
史

ゾ
ー
ン
」
と
し
て
、
城
山
の
散
策

路
な
ど
の
環
境
整
備
や
、
御
便
殿

を
活
用
し
た
「（
仮
称
）石
見
神
楽

館
」、
浜
田
の
歴
史
や
偉
人
の
功

績
を
紹
介
す
る
「（
仮
称
）浜
田
歴

史
館
」
の
整
備
な
ど
を
検
討
し
て

い
ま
す
。平
成
31
年
に
迎
え
る「
浜

田
開
府
４
０
０
年
」
に
向
け
て
、

観
光
振
興
の
観
点
か
ら
も
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

⑴
医
療
の
充
実

　

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

体
制
の
構
築
に
は
、
医
師
の
確
保

が
最
も
重
要
で
す
。
昨
年
は
、
医

学
生
や
大
学
の
医
学
部
へ
の
働
き

か
け
を
積
極
的
に
行
い
、
こ
の
春

か
ら
、
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
、

10
人
を
超
え
る
初
期
研
修
医
が
勤

務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
国
保
診
療

所
の
医
師
１
人
を
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
へ
移
籍
し
、
総
合
医
療
の
充

実
と
初
期
研
修
医
の
育
成
を
図
り
、

将
来
的
な
浜
田
市
へ
の
医
師
定
着

に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

２　

子
育
て
支
援
、
教
育
の

　

充
実

３　

高
齢
者
が
安
心
し
て

　

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り



広報はまだ：平成27年４月号　　　 6

老
人
ホ
ー
ム
の
退
所
者
数
は
、
年

間
約
１
５
０
人
と
見
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
あ
と
30
床
程
度
不

足
し
て
い
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
30
床
を
整
備
し
ま
す
が
、

平
成
27
年
度
か
ら
３
年
間
に
お
い

て
、
さ
ら
に
30
床
を
増
床
し
、
待

機
者
数
の
縮
減
を
図
り
ま
す
。

　

整
備
要
望
の
多
い
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
18
床
、
さ
ら
に
複
合
型

サ
ー
ビ
ス
又
は
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
は
１
事
業
所
を
整
備
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
は
24
時
間
定
期

巡
回
随
時
対
応
型
の
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
、
高
齢
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
を
ま
と
め
た
「
高
齢
者
お

役
立
ち
情
報
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
そ
の
要
と
な
る
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
を
拡

充
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
を
増
設
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

医
療
と
介
護
の
連
携
を
よ
り
一

層
強
化
し
、
認
知
症
施
策
や
地
域

ケ
ア
会
議
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

平
成
29
年
度
を
目
途
と
し
て
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
準
備
を
進
め
ま
す
。

⑸
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
推
進
で
は
、

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
消

防
本
部
に
救
急
講
習
専
門
員
を
配

置
し
ま
す
。
地
域
住
民
や
事
業
所

単
位
へ
の
講
習
を
通
じ
て
応
急
手

当
が
で
き
る
市
民
を
増
や
す
こ
と

に
よ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
示
し
た
「
今
後
の

自
治
区
制
度
に
つ
い
て
の
方
針
」

　

３
つ
の
重
点
政
策
に
加
え
、
新

た
な
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
ず
は
、「
地
方
版
総
合
戦
略
」

を
平
成
27
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
戦
略
に
は
、
社
会
動
態
と

自
然
動
態
の
増
加
対
策
を
織
り
込

み
ま
す
。
社
会
動
態
増
加
対
策
と

し
て
は
、
雇
用
の
場
の
確
保
に
加

　

国
保
診
療
所
に
、
新
た
な
医
師

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
最
大
限
の

努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

看
護
職
員
の
確
保
と
し
て
は
、

看
護
資
格
を
有
す
る
若
者
の
定
着

を
図
る
た
め
、
浜
田
准
看
護
学
校

の
学
生
へ
修
学
資
金
や
実
習
費
な

ど
を
支
援
し
、
関
係
機
関
と
の
情

報
の
共
有
に
努
め
ま
し
た
。
平
成

27
年
度
も
、
引
き
続
き
、
養
成
学

校
と
の
連
携
を
密
に
し
、
看
護
を

目
指
す
若
者
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

医
師
会
、
医
療
セ
ン
タ
ー
、
近

隣
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

⑵
救
急
救
命
体
制
の
充
実

　

救
急
・
災
害
医
療
の
充
実
を
目

指
し
、
昨
年
４
月
に
浜
田
医
療
セ

ン
タ
ー
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
整
備
さ

れ
、現
在
、救
急
現
場
か
ら
の
患
者

の
受
入
れ
や
転
院
な
ど
、
多
く
の

患
者
搬
送
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
止
ま
り
傾
向
に
あ
る
救
急
需

要
に
対
し
て
、
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
救
急
車
の
現
場
到
着
時
間

８
・
３
分
を
引
き
続
き
堅
持
し
ま

す
。
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し

て
円
滑
な
救
急
搬
送
に
努
め
る
と

と
も
に
、
救
急
救
命
士
及
び
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
医
師
に
よ
る
現
場
で
の

高
度
救
命
処
置
に
よ
り
救
命
率
の

更
な
る
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
制
度
は
、
昨
年
末
ま
で
に
42

事
業
所
を
認
定
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
普
及
増
加
を
図
り
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
３
つ
の

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
進
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
中
で
も
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
各
地
で
盛
ん
に
開
催
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年

度
は
、
合
併
10
周
年
を
記
念
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
、

普
及
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

新
た
に
整
備
を
検
討
す
る「
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
」
も
、
世
代
を
超
え
て

楽
し
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、
普
及

啓
発
を
図
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
市
内
小
中
学
校
の
登

下
校
の
見
守
り
や
授
業
、
行
事
な

ど
で
年
間
延
べ
約
８
、０
０
０
人

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
な

ど
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
、
各

種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
広
が

り
、
元
気
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

参
加
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

え
、
浜
田
暮
ら
し
を
体
験
し
て
も

ら
う
た
め
、
産
業
・
福
祉
・
保
育

の
体
験
事
業
に
取
り
組
み
、
都
会

地
か
ら
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
積

極
的
な
受
入
れ
を
行
い
ま
す
。
自

然
動
態
増
加
対
策
と
し
て
は
、
出

生
数
の
増
加
を
目
指
し
、
未
婚
化

や
晩
婚
化
の
解
消
に
向
け
た
「
縁

結
び
相
談
員
」
の
配
置
や
「
婚
活

イ
ベ
ン
ト
」
の
開
催
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

昨
年
結
成
さ
れ
た
、
女
性
職
員

に
よ
る
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
チ
ー

ム
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｃ
ａ
Ｌ
ａ
」
か
ら
提

案
さ
れ
た
女
性
目
線
か
ら
の
住
み

良
い
ま
ち
づ
く
り
施
策
は
、
で
き

る
こ
と
か
ら
順
次
実
施
し
ま
す
。

女性職員による定住プロジェクト
「チームCoCoCaLa」での検討の様子

まちかど救急ステーション認定事業所
（しまね海洋館アクアス）

⑶
交
通
手
段
の
確
保

　

昨
年
か
ら
、
試
行
的
に
「
敬
老

乗
車
券
交
付
事
業
」
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
島
根
県
立
大
学
の
学

生
の
協
力
を
得
て
、
市
内
路
線
バ

ス
の
乗
降
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
県

立
大
学
の
支
援
を
得
な
が
ら
、
交

通
事
業
者
や
地
域
住
民
と
連
携
し
、

「
地
域
公
共
交
通
再
編
計
画
」
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑷
介
護
の
充
実

　

市
長
就
任
時
に
、市
民
か
ら「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
な
か
な
か

入
れ
な
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
、

実
態
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
浜

田
圏
域
で
早
急
に
入
所
す
る
必
要

が
あ
る
人
は
、
約
１
８
０
人
と
推

計
し
ま
し
た
。
一
方
、
特
別
養
護

人
口
減
少
対
策

市
政
運
営
に
係
る
重
要
な

事
項

１　

自
治
区
制
度
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⑴
金
城
自
治
区

　

住
民
主
体
の
「
農
業
振
興
」
と

「
観
光
振
興
」
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

①
農
業
振
興

　

元
谷
団
地
の
農
地
開
発
を
進
め
、

金
城
ス
マ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ー
・
チ
ェ

ン
ジ
の
ア
ク
セ
ス
を
活
か
し
た
企

業
参
入
や
、
意
欲
あ
る
若
い
担
い

手
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
本

年
１
月
に
設
立
し
た
農
業
サ
ポ
ー

ト
経
営
体
「
株
式
会
社
み
ど
り

フ
ァ
ー
ム
か
な
ぎ
」
を
核
に
、
営

農
組
織
や
担
い
手
と
連
携
し
て
農

地
保
全
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

れ
、
そ
の
価
値
が
改
め
て
社
会
に

認
識
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度

は
、３
紙
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

連
携
を
深
め
ま
す
。
こ
の
遺
産
の

継
承
と
振
興
を
進
め
る
た
め
、
石

正
美
術
館
や
和
紙
会
館
を
活
用
し

て
新
た
な
商
品
開
発
や
販
路
拡
大

を
図
り
ま
す
。
昨
年
は
、
石
州
半

紙
の
原
料
と
な
る
「
楮
」
の
30
ａ

の
圃
場
を
整
備
し
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
、
地
元
産
「
楮
」
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

　

将
来
の
浜
田
の
顔
と
な
る
農
産

物
に
選
定
し
た
「
西
条
柿
」
は
、

潅
水
施
設
整
備
を
行
い
、
基
盤
整

備
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
品
質
の
向
上
や
増
産
を
目
指

す
と
と
も
に
新
商
品
の
開
発
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
を
拠
点
と
し
た

住
民
自
治
組
織
の
育
成
を
よ
り
一

層
進
め
、
自
主
防
災
体
制
の
確
立

や
地
域
の
課
題
を
解
決
で
き
る
体

制
の
充
実
を
図
り
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
三
隅
発
電
所
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り

　

三
隅
発
電
所
内
に
石
炭
灰
を
活

用
し
た
造
粒
物
な
ど
を
製
造
す
る

設
備
を
設
置
す
る
こ
と
が
具
体
化

し
ま
し
た
。

　

三
隅
発
電
所
２
号
機
建
設
は
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

２
号
機
の
早
期
着
工
に
向
け
て
更

な
る
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

口
の
増
加
に
力
を
入
れ
ま
す
。

①
農
業
生
産
と
加
工

　

平
成
26
年
度
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
を
増
設
し
付
加
価
値
の
高
い

農
産
物
の
増
産
体
制
を
充
実
し
ま

し
た
。
新
た
に
儲
か
る
農
業
を
確

立
す
る
た
め
、
農
家
所
得
５
０
０

万
円
を
目
標
と
し
た
施
設
有
機
野

菜
農
家
の
育
成
や
、
米
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
産
物
の
加
工
に
つ
い
て
は
、

ど
ぶ
ろ
く
・
味
噌
・
漬
物
類
に
加

え
、
新
た
に
イ
ノ
シ
シ
肉
処
理
加

工
施
設
を
整
備
し
、
精
肉
の
地
産

地
消
、商
品
の
増
産
を
進
め
ま
す
。

②
体
験
交
流

　

ふ
る
さ
と
体
験
村
を
活
用
し
、

山
菜
狩
り
・
き
の
こ
狩
り
な
ど
の

四
季
を
通
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
集
客
・
交
流
を
進
め
て
い
ま

す
。
宿
泊
者
数
を
さ
ら
に
増
や
す

た
め
に
、
地
域
を
生
か
し
た
多
様

な
体
験
交
流
の
情
報
発
信
を
行
い
、

体
験
村
を
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
と

し
、
宿
泊
型
の
体
験
交
流
を
推
進

し
ま
す
。

⑷
三
隅
自
治
区

　
「
地
域
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
と
「
三
隅
発
電
所
を
核
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま

す
。

①
地
域
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

石
州
半
紙
は
、
昨
年
11
月
に
岐

阜
県
の
本
美
濃
紙
、
埼
玉
県
の
細

川
紙
と
合
わ
せ
て
「
和
紙
・
日
本

の
手
漉
和
紙
技
術
」
と
し
て
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
再
登
録
さ

備
を
検
討
し
、
美
又
温
泉
・
き
ん

た
の
里
と
、
さ
ら
に
旭
温
泉
も
含

め
て
観
光
利
用
客
の
増
大
を
目
指

し
ま
す
。

⑵
旭
自
治
区

　

旭
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
玄
関

口
と
し
て
、「
温
泉
・
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
観
光
」
と
「
未
利
用
施
設

の
有
効
利
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

①
温
泉
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
観
光

　

平
成
26
年
度
は
、
あ
さ
ひ
荘
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
取
組
に

努
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
余
剰
の

温
泉
水
を
活
用
す
る
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
、
新
た
な
雇
用

拡
大
に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
石
垣
棚
田
や
旭
温

泉
・
ス
キ
ー
場
な
ど
の
観
光
資
源

を
山
陽
方
面
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
誘
客
促
進
に
努
め
ま
す
。

②
未
利
用
施
設
の
有
効
利
用
に
よ

る
地
域
活
性
化

　

木
造
校
舎
を
活
用
し
、
食
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
都
市
農
村
交
流
を

図
り
、
地
元
産
品
の
更
な
る
生
産

性
の
向
上
と
販
路
拡
大
、
他
の
廃

校
舎
の
有
効
利
用
も
進
め
ま
す
。

　

高
齢
化
に
よ
り
維
持
活
動
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
集
落
に
対
し
て
、

集
落
再
編
を
促
す
支
援
事
業
を
展

開
し
、
持
続
可
能
な
組
織
づ
く
り

を
図
り
ま
す
。

⑶
弥
栄
自
治
区

　
「
農
業
生
産
と
加
工
」、
そ
し
て

「
体
験
交
流
」
を
通
じ
た
定
住
人

②
観
光
振
興

　

平
成
26
年
度
は
、
広
島
か
ら
の

誘
客
を
目
的
と
し
て
、
金
城
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
を
活
用
し
た
「
金

城
で
遊
ぼ
う
」
イ
ベ
ン
ト
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、「
か
な
ぎ

ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー

ク
」
で
は
、
全
国
障
が
い
者
馬
術

大
会
を
開
催
し
、
観
光
の
み
な
ら

ず
福
祉
的
な
利
活
用
に
よ
る
誘
客

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
今
後
、
２
０

２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

お
け
る
馬
術
競
技
の
キ
ャ
ン
プ
地

の
招
致
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

平成26年10月に開催した全国障がい者馬術大会

に
基
づ
き
、
現
行
の
浜
田
那
賀
方

式
自
治
区
制
度
は
平
成
28
年
３
月

ま
で
延
長
し
、
平
成
28
年
４
月
か

ら
４
年
間
、
現
行
制
度
を
一
部
見

直
し
た
「
新
自
治
区
制
度
」
を
導

入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
制
度
の
下
で
は
、
各
自
治
区

で
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
行
い
な
が
ら
、
あ
わ
せ

て
、「
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」

や
「
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
集

会
」を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

地
元
企
業
の
事
業
機
会
確
保
を
目

指
す
た
め
の
「
地
域
資
源
活
用
推

進
条
例（
仮
称
）」
の
制
定
、
災
害

時
に
備
え
る
各
支
所
の
「
防
災
自

治
課（
仮
称
）」
設
置
、
自
治
区
事

業
を
支
援
す
る
「
支
所
担
当
係
」

設
置
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

美
又
温
泉
に
つ
い
て
は
、
美
肌

温
泉
と
い
う
優
位
性
を
活
か
し
、

お
も
て
な
し
向
上
の
取
組
、
風
情

の
あ
る
街
路
整
備
を
行
い
、
宿
泊

者
の
増
加
に
努
め
ま
す
。
美
又
温

泉
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

27
年
度
中
に
、
中
核
施
設
と
し
て

の
新
た
な
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整

２　

各
自
治
区
の
ま
ち
づ
く
り
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⑴
治
水
事
業

　

２
つ
の
ダ
ム
事
業
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

　

第
二
浜
田
ダ
ム
は
、
工
事
の
最

終
段
階
を
迎
え
、
平
成
28
年
の
出

水
期
に
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う

に
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

三
隅
川
水
系
の
矢
原
川
ダ
ム
は
、

島
根
県
と
協
力
し
て
事
業
の
推
進

⑴
簡
易
水
道
の
上
水
道
事
業
へ
の

統
合

　

平
成
28
年
度
末
の
完
成
に
向
け
、

簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
を
引
き

続
き
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
統
合
に
伴
う
大
幅
な
水

道
料
金
の
改
定
は
、
市
民
生
活
に

で
き
る
だ
け
影
響
し
な
い
よ
う
激

変
緩
和
措
置
を
取
り
入
れ
ま
す
。

⑵
下
水
道
事
業
の
推
進

　

引
き
続
き
、
国
府
地
区
の
下
水

道
事
業
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

　

行
財
政
改
革
の
方
向
性
を
示
す

現
在
の
「
行
財
政
改
革
大
綱
」
は
、

平
成
27
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
、

法
的
手
続
の
準
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
下
水
道
へ
の
意
識
向
上
の

た
め
の
説
明
会
を
行
い
、
住
民
周

知
に
努
め
ま
す
。
関
係
機
関
と
の

協
議
を
進
め
な
が
ら
、
低
コ
ス
ト

型
の
下
水
道
事
業
と
し
て
、
平
成

28
年
度
に
事
業
着
手
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

⑶
三
隅
霊
園
の
開
設

　

三
隅
火
葬
場
に
隣
接
す
る
市
有

地
に
、
か
ね
て
か
ら
要
望
の
あ
り

ま
し
た
公
営
墓
地
を
１
５
２
区
画

新
設
し
、
本
年
10
月
を
目
処
に
使

用
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

⑷
ご
み
収
集
計
画
の
見
直
し

　

高
齢
化
の
進
展
や
人
口
減
少
、

ご
み
の
排
出
状
況
の
変
化
を
踏
ま

え
、「
ご
み
収
集
計
画
の
見
直
し
」

を
検
討
し
ま
す
。

　

昨
年
、
施
政
方
針
で
示
し
ま
し

た
指
定
ご
み
袋
の
簡
素
化
は
、
環

境
清
掃
対
策
審
議
会
か
ら
の
答
申

を
受
け
、
見
送
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
ご
み
排
出
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
ご
み
分
別
の
簡
素
化

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

⑸
し
尿
処
理
施
設
の
大
規
模
改
修

　

平
成
９
年
度
に
開
設
し
、
老
朽

化
の
進
ん
だ
「
浜
田
浄
苑
」
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
２
年

を
か
け
て
大
規
模
改
修
を
行
い
、

適
正
な
し
尿
処
理
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
現
在
の
「
浜

田
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
基
本

計
画
」・「
浜
田
市
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
」
を
見
直
し
、
そ
れ
ぞ

れ
第
３
次
の
基
本
計
画
を
策
定
す

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
10
年
以
来
と
な
る

「（
仮
称
）浜
田
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
市
議
会
」
の
開
催
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。
女
性
の
意
見
を
市
政

に
反
映
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

⑴
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化

　

昨
年
は
、
全
国
各
地
で
様
々
な

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
広
島
市

の
土
砂
災
害
発
生
後
に
は
、
改
め

て
、
土
砂
災
害
の
啓
発
チ
ラ
シ
と

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布
し
、

こ
の
災
害
を
本
市
に
置
き
換
え
た

対
応
検
証
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
計
画
の
改
正

を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
25
年
８

月
末
豪
雨
災
害
を
教
訓
と
し
、
各

支
所
に
対
す
る
防
災
応
援
体
制
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、
各
支
所
に
防

災
自
治
課（
仮
称
）を
設
置
し
、
消

防
署
を
３
署
と
し
て
体
制
強
化
を

行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
通
信
機

器
の
導
入
に
よ
り
、
連
絡
体
制
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

　

浜
田
自
治
区
内
の
災
害
の
危
険

が
高
い
山
間
部
な
ど
へ
、
防
災
行

政
無
線
の
屋
外
拡
声
子
局
の
増
設

を
行
い
ま
す
。

　

防
災
出
前
講
座
を
通
じ
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
醸
成

を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
対
策
を

ま
ち
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉

え
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に
向

け
た
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
い
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

⑵
防
犯
・
交
通
安
全
対
策

　

引
き
続
き
、
官
民
が
連
携
し
て

「
声
か
け
・
明
る
い
あ
い
さ
つ
運

動
」・「
見
守
り
活
動
」・「
門
灯
点

灯
運
動
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

米
軍
機
に
よ
る
飛
行
訓
練
の
中

止
な
ど
を
求
め
、
昨
年
10
月
に
島

根
県
と
米
軍
機
騒
音
等
対
策
協
議

会
と
一
緒
に
、
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
関
係
機
関

と
と
も
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

　

島
根
県
立
大
学
は
、
本
市
に

と
っ
て
重
要
な
知
的
財
産
で
あ
り
、

地
域
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後

も
、
専
任
教
員
や
学
生
の
力
を
借

り
な
が
ら
、
地
域
課
題
の
解
決
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

新
入
生
を
対
象
に
「
浜
田
探
索

ツ
ア
ー
」
の
実
施
や
地
域
公
共
交

通
利
用
促
進
の
た
め
バ
ス
カ
ー
ド

（
乗
車
券
）
の
支
給
、
市
内
中
心

部
に
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
モ
デ
ル
的

に
導
入
す
る
な
ど
、
学
生
の
生
活

支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
、
学
生
を
増
や
す
た
め
の

対
策
と
し
て
、
島
根
県
知
事
、
県

立
大
学
理
事
長
に
対
し
、
県
立
大

学
支
援
協
議
会
か
ら
「
地
域
政
策

学
部
」
増
設
の
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
大
学

で
は
、
将
来
を
見
据
え
た
大
学
の

在
り
方
の
検
討
を
平
成
27
年
度
か

ら
本
格
化
さ
せ
る
と
伺
っ
て
お
り
、

島根県立大学「浜田を元気にするアイデ
アコンテスト　ＭＡＫＥ　ＤＲＥＡＭ2014」

こ
の
推
移
を
見
守
る
と
と
も
に
、

早
期
実
現
が
図
ら
れ
る
よ
う
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

を
図
り
ま
す
。

⑵
山
陰
自
動
車
道

　

浜
田
三
隅
道
路
の
原
井
・
西
村

間
が
本
年
３
月
14
日
に
開
通
し
ま

す
。
引
き
続
き
、
西
村
・
三
隅
間

及
び
三
隅
益
田
道
路
と
、
浜
田
港

と
山
陰
自
動
車
道
を
直
結
す
る
臨

港
道
路
福
井
４
号
線
の
事
業
促
進

に
努
め
ま
す
。

⑶
浜
田
駅
周
辺
環
境
整
備
事
業

　

君
市
踏
切
の
拡
幅
改
良
を
含
め

た
道
路
改
良
事
業
の
計
画
策
定
を

行
う
た
め
、
関
係
機
関
と
の
協
議

を
進
め
ま
す
。

⑷
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
事
業

　

国
の
施
設
の
合
庁
化
に
併
せ
て

市
役
所
周
辺
地
区
を
整
備
す
る
シ

ビ
ッ
ク
コ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、

一
時
中
断
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
の
方
針
に
基
づ
き
、
平
成
27
年

度
か
ら
関
係
機
関
と
の
協
議
を
開

始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

７　

生
活
環
境
の
整
備

８　

行
財
政
改
革

６　

社
会
基
盤
の
整
備

５　

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
・

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

４　

安
全
で
安
心
な

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

３　

島
根
県
立
大
学
支
援

　

及
び
連
携
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自
主
財
源
の
乏
し
い
本
市
で
は
、

浜
田
市
を
「
浜
田
株
式
会
社
」
に

例
え
、
売
上
げ
を
伸
ば
す
取
組
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、「
ふ
る
さ
と
寄
附
」
が

全
国
で
も
有
数
と
な
る
６
億
円
を

超
え
、
地
域
産
業
の
振
興
や
自
主

財
源
の
確
保
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平

成
27
年
度
予
算
の
編
成
は
、「
元

気
な
浜
田
」
を
実
現
す
る
た
め
の

政
策
的
経
費
へ
の
重
点
配
分
を
行

い
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
第
６
期
介
護
保
険
計

画
に
基
づ
く
負
担
や
子
ど
も
子
育

て
支
援
新
制
度
に
伴
う
事
業
な
ど

義
務
的
経
費
の
増
、
ま
た
、
弥
栄

小
学
校
体
育
館
や
旭
小
学
校
の
建

設
な
ど
大
規
模
投
資
に
よ
り
、
一

般
会
計
の
予
算
規
模
は
３
９
５
億

１
、６
２
０
万
円
、
平
成
26
年
度
と

比
較
し
て
、
金
額
で
２
億
１
、６
２

０
万
円
の
増
、
率
に
し
て
０
・
６
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
町
村
合
併
以
降
に
お
い
て
最
大

規
模
と
な
り
ま
す
。

　

市
長
に
よ
る
施
政
方
針
の
表

明
に
引
き
続
き
、
石
本
一
夫
教

育
長
が
教
育
方
針
を
述
べ
ま
し

た
。
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

の
責
任
を
明
確
化
す
る
た
め
、
新

た
な
教
育
長
の
設
置
や
地
方
公
共

団
体
の
長
が
総
合
教
育
会
議
を
設

置
し
、
教
育
に
関
す
る
大
綱
を
策

定
す
る
な
ど
教
育
制
度
を
抜
本
的

に
改
革
す
る
も
の
で
、
法
が
制
定

さ
れ
た
昭
和
31
年
か
ら
、
今
日
ま

で
続
い
て
き
た
教
育
委
員
会
制
度

の
骨
格
を
大
き
く
変
革
さ
せ
る
内

容
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
改
革
に

よ
っ
て
、教
育
の「
人
は
人
に
よ
っ

て
人
と
な
る
」
と
い
う
不
易
の
理

念
が
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
不
易
の
理
念
の
も
と
、
変
革

へ
の
対
応
と
い
う
流
行
と
の
調
和

を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
を

育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
２
つ
目
の
「
い
じ
め
問

題
に
対
す
る
決
意
」
に
つ
い
て
で

す
。
い
じ
め
は
、
人
の
尊
厳
に
関

わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
い
じ

め
を
受
け
た
児
童
・
生
徒
の
教
育

を
受
け
る
権
利
を
著
し
く
侵
害
し
、

そ
の
心
身
の
健
全
な
成
長
及
び
人

格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
生
命
又
は

身
体
に
重
大
な
危
険
を
生
じ
さ
せ

る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
で
、
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　

そ
う
し
た
強
い
信
念
の
も
と
、

昨
年
12
月
議
会
に
お
い
て
、「
浜

田
市
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
教
育
行
政
推
進

に
あ
た
り
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
が

２
点
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
つ
目
の
「
教
育
委
員

会
制
度
の
改
正
」に
つ
い
て
で
す
。

昨
年
、
教
育
行
政
は
、
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
26
年

６
月
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ

れ
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
改
正
は
、
教
育
の
政
治
的

中
立
性
や
教
育
の
継
続
性
・
安
定

性
は
確
保
し
つ
つ
も
、
教
育
行
政

努
め
、
持
続
可
能
な
財
政
体
質
へ

の
転
換
を
図
り
ま
す
。

　

浜
田
市
は
、
本
年
10
月
に
、
誕

生
し
て
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
を
機
会
に
記
念
事
業
を

開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
体

感
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
未
来

へ
向
け
た
新
た
な
出
発
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
合
併
後

10
年
間
の
施
策
や
事
業
の
実
績
を

踏
ま
え
、
第
２
次
浜
田
市
総
合
振

興
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
元
気
な
浜
田

「
実
行
元
年
」
と
し
て
、
走
り
始

め
た
助
走
の
年
で
し
た
。
平
成
27

年
度
は
、
人
口
減
少
や
厳
し
い
経

済
情
勢
に
危
機
感
を
抱
く
多
く
の

地
方
自
治
体
が
、
そ
の
脱
却
を
目

指
し
て
様
々
な
施
策
を
講
じ
よ
う

と
す
る
中
、自
治
体
間
の
競
争
は
、

益
々
激
し
く
な
っ
て
く
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

国
も
、「
や
る
気
の
あ
る
自
治

体
」
へ
積
極
的
に
支
援
す
る
意
向

を
表
す
中
で
、
私
た
ち
は
、
知
恵

を
出
し
、
良
い
政
策
を
立
案
し
、

ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
行
政
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

平
成
27
年
度
は
、
元
気
な
浜
田

づ
く
り
の
「
本
格
実
行
の
年
」
と

し
て
、
強
い
決
意
を
持
っ
て
、
各

種
事
業
を
推
進
し
、
浜
田
市
が
島

根
県
西
部
の
中
核
都
市
と
し
て
更

な
る
飛
躍
を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

教育方針を述べる石本教育長

次
期
「
行
財
政
改
革
大
綱
」
で
は
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
が
そ

の
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
具
体
化
が
急
が
れ
る
公
共

施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、「
公
共
施
設
再
配
置
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
廃
校
と

な
っ
た
学
校
な
ど
遊
休
施
設
の
利

活
用
な
ど
も
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。

　

支
所
三
部
門
化
及
び
業
務
一
元

化
に
よ
る
組
織
機
構
の
見
直
し
や
、

将
来
的
に
大
き
な
財
政
負
担
が
必

要
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
公

共
施
設
の
適
正
化
な
ど
、
様
々
な

分
野
の
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

財
政
規
模
は
む
や
み
に
拡
大
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
方

で
、
必
要
な
時
期
に
必
要
な
投
資

を
す
べ
き
と
思
っ
て
お
り
、
地
方

創
生
の
ま
さ
に
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
そ
の
時
期
と
考
え
、
大
型
予
算

を
組
み
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
「
元
気
な
浜
田
」

を
創
る
た
め
に
予
算
を
集
中
投
資

す
る
時
期
と
考
え
、
平
成
28
年
度

以
降
の
合
併
に
よ
る
財
政
支
援
措

置
の
縮
減
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、

新
た
に
策
定
す
る
行
財
政
改
革
実

施
計
画
の
推
進
に
も
し
っ
か
り
と

旭小学校完成予想図

９　

当
初
予
算
と
財
政
運
営

平
成
27
年
度

　教
育
方
針
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関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
危
険
箇

所
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
防

犯
の
専
門
家
で
あ
る
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
、
子

ど
も
見
守
り
隊
や
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
連
携
し
て
安
全
指
導
・
見
守

り
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
校
内
の
安
全
確
保
に
向

け
、
不
審
者
対
応
訓
練
や
避
難
訓

練
、
さ
ら
に
防
犯
教
室
な
ど
も
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
経
済
的
な
理
由
で
子

ど
も
た
ち
が
教
育
を
受
け
る
機
会

を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
奨
学
金

貸
与
や
就
学
援
助
を
行
う
と
と
も

に
、
制
度
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

学
校
統
合

　

上
府
小
学
校
・
国
府
小
学
校
及

び
有
福
小
学
校
の
統
合
校
で
あ
る

新
た
な
国
府
小
学
校
が
本
年
４
月

に
開
校
し
ま
す
。
新
た
な
学
校
に

通
学
す
る
子
ど
も
た
ち
が
、
安
全

に
通
学
し
、
不
安
な
く
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学

校
や
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
も
連
携
を
取
り

な
が
ら
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
旭
統
合
小
学
校
の
平
成

28
年
４
月
開
校
に
向
け
て
、校
舎
・

屋
内
運
動
場
な
ど
の
建
設
を
着
実

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
施
設
の
統
合

　

平
成
27
年
度
に
策
定
す
る
公
共

施
設
再
配
置
計
画
の
中
で
、
方
針

決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
に
対
し
て
も
公
民
館
活
動
な

ど
を
通
し
て
、
あ
い
さ
つ
運
動
が

広
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

体
育

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
と
も
に

健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
島
根
県
が
実
施

す
る
「
子
ど
も
の
体
力
向
上
支
援

事
業
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

食
育
の
推
進
や
生
活
習
慣
の
確
立

に
向
け
た
啓
発
な
ど
を
進
め
ま
す
。

い
じ
め
対
策

　

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、「
浜

田
市
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例
」

に
基
づ
き
、
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、学
校
・

関
係
機
関
な
ど
の
連
携
を
よ
り
深

め
な
が
ら
い
じ
め
の
根
絶
に
努
め

ま
す
。

　

い
じ
め
な
ど
の
問
題
行
動
や
不

登
校
な
ど
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
支
援
室
が
窓
口
と
な
り
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
加
え
、

引
き
続
き
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
訪
問
指
導
員
を
配
置

し
て
学
校
や
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

特
別
支
援
教
育

　

特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
た
ち
に
対
し
て
適
切
な
支
援

を
行
う
た
め
に
、
関
係
機
関
か
ら

な
る
相
談
支
援
チ
ー
ム
を
活
用
し
、

早
期
か
ら
の
教
育
相
談
を
強
化
す

る
と
と
も
に
学
校
へ
の
訪
問
に
よ

る
相
談
・
指
導
を
継
続
し
ま
す
。 

子
ど
も
の
安
全
、
安
心
な
教
育
環

境
づ
く
り

　

通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
た
め
に

市
独
自
の
指
導
主
事
の
派
遣
、
Ｑ

Ｕ
テ
ス
ト
の
実
施
や
学
級
集
団
づ

く
り
の
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
教

職
員
の
資
質
の
向
上
を
目
指
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
島
根
県
立
大
学
の

協
力
の
も
と
、
県
大
生
に
よ
る
放

課
後
の
小
中
学
生
へ
の
学
習
支
援

や
昨
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

土
曜
学
習
な
ど
に
取
り
組
み
、
学

習
意
欲
の
向
上
や
家
庭
を
含
め
た

学
習
習
慣
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

　

読
書
は
、
子
ど
も
た
ち
に
多
く

の
知
識
、豊
か
な
想
像
力
を
養
い
、

書
く
こ
と
は
、
考
え
る
力
や
論
理

的
思
考
力
、表
現
力
を
育
て
ま
す
。

　

本
年
度
も
読
書
ノ
ー
ト
を
児
童

生
徒
全
員
に
配
付
す
る
ほ
か
、
２

年
目
と
な
る
「
調
べ
る
学
習
コ
ン

ク
ー
ル
」
や
「
家
庭
学
習
ノ
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」、
市
独
自
の
学
校

図
書
館
活
用
教
育
研
究
指
定
校
を

２
校
か
ら
４
校
に
増
や
す
こ
と
な

ど
、
国
語
教
育
の
充
実
を
進
め
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
学
校
図
書
館

司
書
の
拡
充
や
司
書
教
諭
と
の
連

携
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
専
任
の
指
導
主
事
を
配

置
し
、子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
、

調
べ
る
活
動
な
ど
が
広
が
る
よ
う

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、

「
家
庭
学
習
の
定
着
」・「
適
切
な

メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
」・「
教
員

の
授
業
力
向
上
」
の
３
つ
に
ポ
イ

ン
ト
を
置
き
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
「
家
庭
学
習
の
定
着
」、「
適
切

な
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
」
に
つ

い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
や
保
護
者

と
連
携
し
、
小
中
一
貫
教
育
の
最

重
要
項
目
と
し
て
、
同
じ
中
学
校

区
内
で
一
貫
し
た
取
組
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
教
員
の
授
業
力
向
上
」

に
つ
い
て
は
、
先
進
的
な
取
組
を

し
て
い
る
地
域
へ
の
教
員
派
遣
研

修
や
公
開
授
業
な
ど
に
よ
る
研
修

の
機
会
の
充
実
、
退
職
教
員
な
ど

　

い
じ
め
防
止
な
ど
の
対
策
を
総

合
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
、
学
校

と
家
庭
・
地
域
・
そ
の
ほ
か
関
係

機
関
と
一
体
と
な
っ
て
、
い
じ
め

ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
徹
底
し
て

守
り
抜
く
と
と
も
に
、
い
じ
め
て

い
た
子
ど
も
た
ち
が
い
じ
め
を
行

う
に
至
っ
た
背
景
も
踏
ま
え
、
い

じ
め
問
題
の
根
絶
に
全
力
を
あ
げ

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

併
せ
て
、
市
長
が
示
し
た
教
育

の
充
実
に
関
す
る
５
つ
の
取
組「
国

語
教
育
」・「
ふ
る
さ
と
郷
育
」・「
あ

い
さ
つ
運
動
」・「
学
力
向
上
」・「
文

化
・
歴
史
教
育
の
環
境
整
備
」
に

取
り
組
み
、
引
き
続
き
、
浜
田
市

教
育
振
興
計
画
～
は
ま
だ
っ
子
プ

ラ
ン
～
に
掲
げ
た
基
本
理
念
で
あ

る
「
人
と
つ
な
が
る
喜
び
や
、
学

ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
通
じ
、
社
会

の
中
で
自
立
し
て
生
き
る
こ
と
の

で
き
る
子
ど
も
の
育
成
」
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
学
校
教
育

　

社
会
教
育
と
も
連
動
し
な
が
ら
、

自
ら
課
題
を
見
付
け
、自
ら
学
び
、

自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
・
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
生
き
る

力
」
の
育
成
に
向
け
て
、
引
き
続

き
、「
知
」・「
徳
」・「
体
」
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

知
育

　

全
て
の
学
習
の
基
礎
と
な
る
国

語
教
育
を
よ
り
充
実
し
、
読
書
・

書
く
こ
と
を
中
心
に
言
語
活
用
能

力
の
更
な
る
育
成
に
努
め
ま
す
。

土曜学習支援「マネビィはまだ」

徳
育

　

人
権
意
識
や
道
徳
心
の
育
成
を

基
本
と
し
、
様
々
な
体
験
活
動
を

通
じ
て
、
あ
い
さ
つ
・
礼
儀
・
マ

ナ
ー
を
身
に
付
け
、
相
手
を
思
い

や
り
、将
来
の
夢
や
目
標
を
持
ち
、

人
と
好
ま
し
い
人
間
関
係
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
の
育
成

に
努
め
ま
す
。

　

特
に
、
あ
い
さ
つ
運
動
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
で
教
育
目
標
の
一

つ
に
掲
げ
る
と
と
も
に
、
家
庭
や
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育
成
関
係
者
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
活
動
の
活
性
化
・
発
展
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
・
不
登

校
な
ど
、
社
会
生
活
を
円
滑
に
営

む
上
で
様
々
な
困
難
を
抱
え
た
子

ど
も
・
若
者
に
対
し
、
青
少
年
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
総
合
相
談
窓

口
・
居
場
所
と
し
、
利
用
を
促
す

と
と
も
に
、「
浜
田
市
子
ど
も
・
若

者
支
援
地
域
協
議
会
」
を
中
心
と

し
た
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、

子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な
成
長

と
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

育
成
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
芸
術
文
化
の
振
興

　

石
正
美
術
館
・
世
界
こ
ど
も
美

術
館
・
石
央
文
化
ホ
ー
ル
を
拠
点

施
設
と
し
、
優
れ
た
芸
術
鑑
賞
の

機
会
や
創
作
活
動
の
場
の
提
供
を

行
い
、
文
化
の
創
造
の
基
礎
と
な

る
感
性
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

　

市
内
に
は
、多
種
多
様
な
文
化
・

芸
術
活
動
な
ど
を
行
う
皆
さ
ん
や

各
種
団
体
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活

発
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
芸
術
文
化
が
さ
ら
に
発
展

す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◆
文
化
財

　

貴
重
な
文
化
遺
産
の
保
護
・
継

承
と
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
石
州
半
紙
に
つ
い
て
は
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
改
め

て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
に
そ

の
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

で
、
引
き
続
き
技
術
の
保
持
に
つ

い
て
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、

教
育
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

浜
田
市
体
育
協
会
・
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
及
び
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

な
ど
と
連
携
し
、
健
康
増
進
・
競

技
力
の
向
上
及
び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
体

操
競
技
に
向
け
た
取
組

　

平
成
28
年
度
に
浜
田
市
で
開
催

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
練
習
会
場
と
な
る

ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ
の
改
修

や
、
地
元
の
歓
迎
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
る
よ
う
な
開
催
準
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
体
操
競
技
な
ど
の

強
化
支
援
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
推
進

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
中

心
に
推
進
し
ま
す
。
平
成
27
年
度

は
、
合
併
10
周
年
を
記
念
し
た
大

会
を
各
地
域
で
開
催
し
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
活
動
へ
つ
な
げ
ま
す
。

幼
稚
園
教
育

　

平
成
27
年
度
か
ら
子
ど
も
子
育

て
新
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、

今
後
の
公
立
幼
稚
園
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
し
、

方
向
付
け
を
行
い
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
及
び
社
会
教
育

　

社
会
教
育
の
中
核
施
設
で
あ
る

公
民
館
を
中
心
と
し
て
、
地
域
の

特
性
を
活
か
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

基
づ
く
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
民
館
に
は
、
学
習
の
場
だ
け

で
は
な
く
、「
ま
ち
づ
く
り
を
支

援
す
る
公
民
館
」
の
役
割
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

住
民
自
治
組
織
や
各
種
団
体
と
の

協
働
・
連
携
の
あ
り
方
を
市
長
部

局
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
郷
育

　

本
市
が
誇
る
偉
人
の
周
知
・
啓

発
を
図
る
た
め
、
小
学
生
を
対
象

に
し
た
学
習
副
読
本
の
作
成
や
ふ

る
さ
と
再
発
見
を
目
指
し
た
体
験

活
動
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇

り
を
育
み
ま
す
。
さ
ら
に
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め
に
通

学
合
宿
や
三
世
代
交
流
事
業
な
ど

を
推
進
し
、
地
域
へ
の
愛
着
の
醸

成
を
図
り
ま
す
。

家
庭
教
育
の
支
援

　

昨
年
、
浜
田
市
社
会
教
育
委
員

の
会
か
ら
「
浜
田
市
の
家
庭
教
育

の
あ
り
方
」
に
か
か
る
答
申
を
受

け
ま
し
た
が
、
親
学
の
推
進
や
教

育
と
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
な
ど
の
取
組
を
通
し
て
、
家
庭

「
碧
い
石
見
の
芸
術
祭
２
０
１
５
」

の
開
催
に
よ
り
、
和
紙
を
使
用
し

た
日
本
画
や
造
形
作
品
の
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
ペ
な
ど
で
、
石
州
半
紙
を

市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

島村抱月ウォーキング大会

浜
田
市
室
内
プ
ー
ル
の
活
用

　

室
内
プ
ー
ル
は
、
社
会
体
育
施

設
と
し
て
の
役
割
の
み
な
ら
ず
、

学
校
教
育
に
お
け
る
水
泳
指
導
の

場
と
し
て
も
欠
か
せ
な
い
必
要
な

施
設
で
す
。
拠
点
施
設
と
し
て
老

朽
化
し
た
施
設
の
改
修
を
行
い
、

快
適
な
環
境
を
確
保
し
、
利
用
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

◆
図
書
館

　

中
央
図
書
館
と
各
分
館
と
の
連

携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
市
民
の
参

加
と
協
働
を
得
て
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
、
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で

き
る
市
民
の
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
自
ら
必
要
と
す

る
情
報
を
迅
速
に
得
ら
れ
る
よ
う

に
、
特
に
郷
土
に
関
す
る
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

の
研
修
を
実
施
し
、
職
員
の
資
質

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
島
根
県
立
大
学
と
締

結
し
た
相
互
協
力
の
協
定
に
基
づ

き
、
両
館
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
目
的
と
し
た
図
書
資
料
の
相
互

貸
出
し
を
行
う
ほ
か
、
大
学
が
所

蔵
す
る
地
域
課
題
解
決
に
関
す
る

資
料
展
示
を
行
う
な
ど
、
情
報
の

相
互
交
流
を
深
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
主
的
な
講
座

運
営
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

◆
青
少
年
の
健
全
育
成

　

育
成
団
体
な
ど
市
民
の
主
体
的

な
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

地
域
で
子
ど
も
を
育
む
諸
活
動
や

ユネスコ無形文化遺産・石州半紙の紙すき風景

◆
人
権
・
同
和
教
育

　

人
権
尊
重
の
精
神
を
全
て
の
教

育
の
基
底
に
据
え
て
取
り
組
み
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
人
格
や
個
性

の
違
い
を
お
互
い
に
尊
重
し
合
い
、

自
分
自
身
の
大
切
さ
は
も
と
よ
り
、

他
人
も
大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
心
の
育
成
と
態
度
や
実
践
力
の

醸
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、特
に
、

命
を
大
切
に
す
る
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
引
き
続

き
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し
た

様
々
な
人
権
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係

機
関
や
団
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。
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各部署の主な改正内容

【総務部】
⑴　行財政改革推進課を新設（「資産経営係」を新設、

総務課行革推進係・財産管理課管財係を移管）
【地域政策部】
⑴　政策企画課定住推進係を「定住婚活推進係」に

名称変更、「支所支援係」を新設
⑵　まちづくり推進課（地域振興課の名称を変更、

自治振興係を「地域づくり推進係」に名称変更）
【財務部】
⑴　財産管理課を廃止（入札管理係を総務課へ、管

財係を行財政改革推進課へ移管）
⑵　財政課財務企画係を廃止し、業務を財政係など

へ移管
⑶　徴収課内に「ふるさと寄附推進室」を新設
【健康福祉部】
⑴　健康長寿課（高齢障がい課の名称を変更、「健康

推進係」を新設、障がい福祉係を地域福祉課へ移管）
⑵　地域医療対策課健康推進係を「保健予防係」に

名称を変更
⑶　新たに「医療統括監」の職を置く

【産業経済部】
⑴　産業政策課商工係を「商工企画係」に名称変更
【都市建設部】
⑴　地籍調査課（建設整備課内の地籍調査室を課に

変更）
【金城支所・旭支所・弥栄支所・三隅支所】
⑴　防災自治課（自治振興課から名称を変更、「庶

務係」・「防災係」・「地域振興係」を置く）
⑵　市民福祉課（「市民窓口係」・「健康福祉係」を置く）
⑶　産業建設課（産業課と建設課を統合、「産業振

興係」・「建設維持係」を置く）
【教育委員会】
⑴　学校教育課内に「学力向上推進室」を新設
【消防本部】
⑴　予防課指導係を予防係へ統合、「保安係」を新設
⑵　警防課消防係を「消防団係」へ名称変更
⑶　東部消防署及び西部消防署を新設（美又出張所

を「金城出張所」へ名称変更）

問い合わせ先
本庁人事課人事係（☎�９１３０）

平成27年４月１日の機構（係は主な新設・移管又は名称変更のみ掲載）
部　名 課　　　名

総務部 総務課（入札管理係）・行財政改革推進課（行革推進係・資産経営係・管財係）・安全安心推進課・
人事課・情報政策課・人権同和教育啓発センター

地域政策部 政策企画課（定住婚活推進係・支所支援係）・まちづくり推進課（地域づくり推進係）・地域プロジェ
クト推進室

財務部 財政課・税務課・徴収課・ふるさと寄附推進室

健康福祉部 地域福祉課（障がい福祉係）・健康長寿課（健康推進係）・子育て支援課・地域医療対策課（保健予
防係）・波佐診療所・あさひ診療所・弥栄診療所・大麻診療所

市民生活部 医療保険課・総合窓口課・環境課・浜田市不燃ごみ処理場・浜田浄苑

産業経済部 産業政策課（商工企画係）・産業振興課・広島市場開拓室・農林振興課・水産振興課・漁港活性化室・
観光交流課

都市建設部 建設企画課・検査室・建設整備課・地籍調査課・維持管理課・建築住宅課・災害復興室

金城支所・旭支所
弥栄支所・三隅支所

防災自治課（庶務係・防災係・地域振興係[教育振興係]）・市民福祉課（市民窓口係・健康福祉係）・
産業建設課（産業振興係・建設維持係）　※杵束出張所（弥栄支所のみ）

そのほか 市長公室・会計課・議会事務局・選挙管理委員会・農業委員会・監査委員事務局・公平委員会

教育部 教育総務課・学校教育課・学力向上推進室・生涯学習課・中央図書館・青少年サポートセンター・
文化振興課・人権同和教育室・金城分室・旭分室・弥栄分室・三隅分室

消防本部 総務課・予防課（保安係）・警防課（消防団係）・通信指令課・浜田消防署・東部消防署（金城出張所・
旭出張所）・西部消防署（弥栄出張所・三隅出張所）

上下水道部 管理課・工務課・下水道課
※　全ての係名を記載した機構図は、市のホームページに掲載しています。ホームページが閲覧できない人で、全体の

機構図を希望する人は、本庁人事課までお問い合わせください。

平成27年４月１日から

浜田市行政組織が変わります
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市
で
は
、次
期
浜
田
市
総
合
振
興
計
画（
平

成
27
年
度
策
定
予
定
）
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
よ
り
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を
図
る

た
め
、審
議
会
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格　
４
月
１
日
現
在
、
市
内
に
居
住

し
、
か
つ
住
所
を
有
し
て
い
る
20
歳
以
上

の
人
で
、
平
日
の
会
議
に
出
席
可
能
な
人

募
集
人
数　
３
人
程
度

任
期　
平
成
28
年
３
月
ま
で
の
約
１
年
間

応
募
方
法　
所
定
の
様
式
に
次
の
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
又
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
・
職
業
・

電
話
番
号

②
浜
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
を

８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た
作
文

※　

様
式
は
、
本
庁
政
策
企
画
課
及
び
各
支

所
防
災
自
治
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

応
募
締
切
日　
４
月
17
日
㈮
必
着

選
考
結
果　
応
募
者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

費
用
弁
償
・
報
酬　

会
議
に
出
席
し
た
場

合
、
市
の
規
定
に
よ
り
支
払
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
企
画
係
【
〒
６
９
７
‐

８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地
（
☎
�

９
２
０
０
・
▢FAX
�
１
８
６
６
）】

Em
ail:seisaku@

city.ham
ada.shim

ane.
jp

　平成27年４月１日から、石見交通バス「大学線」と浜田市生活
路線バス「弥栄野原線」の運行時刻が、次のとおり変わります。
【下表の色付きの便が今回変更となる便です。】

浜田駅行き（島根県立大学　⇒　浜田駅） 県立大学行き（浜田駅　⇒　島根県立大学）
県立大学 殿町 上朝日町 浜田駅 浜田駅 上朝日町 県立大学

7:48 － 7:55 7:59 7:57 8:00 8:11
8:15 8:25 － 8:31 ▲8:25 ▲8:28 ▲8:39
9:00 9:10 － 9:16 8:31 8:34 8:45
9:30 － 9:37 9:41 9:16 9:19 9:27
10:00 10:10 － 10:16 9:45 9:48 9:56
10:50 － 10:57 11:01 10:16 10:19 10:27
11:45 11:55 － 12:01 11:30 11:33 11:41
12:15 12:25 － 12:31 12:01 12:04 12:12
12:26 12:39 － 12:45 12:31 12:34 12:45
13:15 － 13:22 13:26 12:45 12:48 12:56
14:05 14:15 － 14:21 13:50 13:53 14:01
15:00 － 15:07 15:11 14:21 14:24 14:32

※　午後３時以降の便については、時刻変更はありません。▲印の便は、日曜・祝日運休です。

県立大学行き（弥栄支所　⇒　島根県立大学）
弥栄支所 小坂 梨木峠 竹内橋 十文字原 三階山口 野原公民館 県立大学

6:42 6:49 7:13 7:16 7:21 7:27 7:36 7:42
8:52 8:59 9:23 9:26 9:31 9:37 9:46 9:52
12:57 13:04 13:28 13:31 13:36 13:42 13:51 13:57
16:52 16:59 17:23 17:26 17:31 17:37 17:46 17:52

弥栄支所行き（島根県立大学　⇒　弥栄支所）
県立大学 野原公民館 三階山口 十文字原 竹内橋 梨木峠 小坂 弥栄支所

7:43 7:49 7:58 8:04 8:09 8:12 8:36 8:43
9:57 10:03 10:12 10:18 10:23 10:26 10:50 10:57
14:02 14:08 14:17 14:23 14:28 14:31 14:55 15:02
17:58 18:04 18:13 18:19 18:24 18:27 18:51 18:58

　浜田市では、路線バスや乗合タクシーを維持するために１年で約1.8億円の支
出が必要となっています。
　一方で、利用者は年々減少しており、特にバスの利用者は10年前に比べて約３割
（約30万人）減っています。（約120万人／年→約90万人／年）
　将来にわたって、皆さんが安心してバスなどを利用できる環境を守っていくた
めに、家族や友達と公共交通機関を使って出掛ける機会を増やしてみませんか。
問い合わせ先　本庁まちづくり推進課交通生活係（☎�９２０１）

浜
田
市
総
合
振
興
計
画
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

バスの運行時刻が変わります

（平成27年４月１日変更後時刻表：主なバス停のみ）石見交通バス「大学線」

（平成27年４月１日変更後時刻表：主なバス停のみ）浜田市生活路線バス「弥栄野原線」
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　イギリスではどんなことをするでしょうか。基
本的には、イギリスのイースターでは、チョコレー
トをいっぱい食べます。特に子どもたち！普通の
チョコレートではなくて、チョコレートでできて
いる卵を食べます。なぜ卵かというと、卵が「誕生」
の象徴だからです。そして、多くの家族は、両親
が子どもたちからその卵を隠して、いろいろなヒ
ントを残しながら「イースター卵探し」をします。
　このほか、イースターになる前に、ほかの習慣
もあります。イースターの41日前、「パンケーキ
の日」があります。それは名前どおりに、パンケー
キをたくさん食べる日です。しかし、その翌日か
ら、イースターになるまでの40日間は「自分の悪
い癖を１つやめる」という習慣があります。例え
ば、チョコレート・ポテトチップスなどの健康的
ではない料理をやめる人が多いです。そのほか、
タバコ・お酒・寝坊・テレビを見過ぎるなどのよ
うな、どんな悪い癖をやめてもいいです。もちろ
ん結局我慢できない人も多くいますが…。
　皆さん、自分でしたら、何をやめますか？

　皆さん、こんにちは！天気も景色も春らしくなっ
てきていますね。私の一番好きな季節は春ですか
ら、うれしいです。イギリスでは、春になると「イー
スター」という祭りがあります。
　イースターというのを聞いたことありますか？
イースターは、キリスト教国での重要な祭りです。
イギリスでは、私を含めて50%以上の人が「無宗
教的」ですが、歴史的にキリスト教の国でしたの
で、現在でもイースターやクリスマスなどの祝日
が文化的な習慣として残っています。イースター
のときに何をするかというのは国によって違いま
すが、イギリスの習慣について説明してみたいと
思います。
　まずは、イースターの背景を少し説明します。
イースターはそもそも「イエスが復活された」と
いうことを祝う祝日です。しかし、より広い意味
で「誕生の祭り」にもなりました。そのため、多
くの動物が生まれたり、花が咲いたりする春とい
う季節に行われています。イースターの日付は決
まっておらず、毎年違います。実は、いつがイー
スターの日になるのかは、かなり複雑です。イー
スターは、春分点の後の最初の満月の次の日曜日
に行われます。今年は４月５日です。

　浜田市出身の坂根正弘氏（株式会社小松
製作所相談役）からのご寄附を原資とした
「坂根正弘奨学金」の平成27年度奨学生を
募集します。
　この奨学金制度は、優れた学力を有し、
高い志を持って大学で勉学に励もうとする
学生に対して奨学金を給付することにより、
将来の科学技術や医学の進歩、経済の発展
などに貢献しうる人材を育成・支援するこ
とを目的としています。

募集人員　大学生　３人程度
募集期間　４月13日㈪～６月１日㈪
応募資格　保護者が浜田市に住所を有する大学在学中の

人で、特に学業成績が優秀であり、かつ、保
護者の世帯収入が市長の定める基準以下の人

支給金額　月額40,000円～50,000円
（奨学生の居住地により変動します。）

支給期間　平成27年４月から在学する学校の最短修業年
限の最終月まで

※　申込方法など、詳しくはお問い合わせください。

本庁政策企画課企画係（☎�９２００）
問い合わせ先

イースター
浜田市国際交流員　キンバリー　モーガン　

平成２7年度
坂根正弘奨学金の奨学生を募集します
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浜
田
市
議
会
で
は
、
今
年
も
議

会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

報
告
会
で
は
、
３
月
市
議
会
定

例
会
の
議
案
審
議
状
況
の
お
知
ら

せ
と
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
後
の
議
会
活
動

の
取
組
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
来
場
を
議
員
一
同
心
か
ら
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

弥
栄
・
三
隅
地
区

日
時　
５
月
13
日
㈬

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所

・
弥
栄
地
区　

弥
栄
会
館

・
三
隅
地
区　

三
隅
公
民
館

美
川
・
金
城
地
区

日
時　
５
月
14
日
㈭

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所

・
美
川
地
区　

美
川
公
民
館

・
金
城
地
区　

み
ど
り
か
い
か
ん

国
府
・
旭
地
区

日
時　
５
月
15
日
㈮

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所

・
国
府
地
区　

国
府
公
民
館

・
旭
地
区　
　

旭
セ
ン
タ
ー

周
布
・
大
麻
・
石
見
地
区

日
時　
５
月
16
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所

・
周
布
・
大
麻
地
区

周
布
公
民
館

・
石
見
地
区　

石
見
公
民
館

浜
田
・
長
浜
地
区

日
時　
５
月
16
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所

・
浜
田
地
区　

浜
田
公
民
館

・
長
浜
地
区　

長
浜
公
民
館

※　

な
お
、
10
月
頃
、
第
２
回
目

の
報
告
会
を
開
催
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
０
０
）

ばい煙などの測定結果

項　目
測定結果 排出基準

自主規制値H26.7.10 H27.1.14 H26.7.10 H27.1.14
１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

ば
い
煙

ばいじん（g/㎥ N） 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.08 0.01
硫黄酸化物（㎥ N/h） 0.017 0.026 0.01未満 0.01未満 77.0　 76.0　 76.0　 77.0　 0.23
窒素酸化物（ppm） 20 20 10 20 250 50
塩化水素（mg/㎥ N） 13 21 3.5 2.8 700 70

排ガス中ダイオキシン類
（ng-TEQ/㎥ N） 0.0000011 0.00000072 0.00000026 0.00000031 1 0.01

集じん灰ダイオキシン類
（ng-TEQ/g） 0.052

－ 3 －スラグ・メタルダイオキ
シン類（ng-TEQ/g） 0.00000037　

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。

　平成26年度の測定は、表の項目
のほか、騒音・振動・悪臭につい
ても実施しましたが、結果は全て
基準を下回っていました。
　今後も、引き続き、周辺環境に
配慮した施設運営に取り組みます。

問い合わせ先
エコクリーンセンター（浜田地
区広域行政組合総務課業務係）
（☎０８５５�５０８１）

周辺環境測定結果（大気質） （平成26年７月13日～19日、７日間連続測定）

調査地点 項目 区分 測定結果 監視基準
（環境基準）

県道300号（跡
市波子停車場
線）
最大着地濃度
地点付近

二酸化窒素
（ppm） 日平均値の最大値 0.002　 0.04～　

0.06以下
二酸化硫黄
（ppm）

日平均値の最大値 0.003　 0.04以下
１時間値の最高値 0.006　 0.10以下

浮遊粒子状物質
（mg/㎥）

日平均値の最大値 0.019　 0.10以下
１時間値の最高値 0.040　 0.20以下

塩化水素
（ppm）

平均値 0.002未満 0.02以下最高値 0.002未満
ダイオキシン類
（pg-TEQ/㎥） 平均値 0.0056　 0.60以下

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

エコクリーンセンター各種測定結果のお知らせ

広域圏だより
浜田市・江津市

浜田地区広域行政組合
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
警
察
署
三
隅
駐
在
所
は
３

月
６
日
㈮
に
、
こ
れ
ま
で
の
駐
在

所
の
位
置
か
ら
西
方
へ
約
１
０
０

メ
ー
ト
ル
先
の
地
点
に
新
築
移
転

し
ま
し
た
。

新
し
い
三
隅
駐
在
所

住
所　
浜
田
市
三
隅
町
向
野
田
３

１
５
５
番
地
２

電
話
番
号　
�
０
０
０
１
（
従
前

と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

ま
た
、
三
隅
駐
在
所
は
３
月
19

日
㈭
を
も
っ
て
警
察
官
２
人
配
置

の
複
数
駐
在
所
と
な
り
、
三
保
・

井
野
駐
在
所
は
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。
三
隅
町
内
の
安
全
・
安
心
を

守
る
拠
点
と
し
て
、
今
後
も
積
極

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
警
察
署

（
☎
�
０
１
１
０
）

　

米
軍
機
低
空
飛
行
訓
練
に
伴
う

騒
音
問
題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に

比
べ
、
目
撃
件
数
な
ど
は
減
っ
て

い
る
も
の
の
、
依
然
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
騒
音
被
害
や
事
故
な
ど
へ

の
不
安
な
ど
、
日
常
生
活
に
様
々

な
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
独
自
及
び
県
か
ら

の
貸
与
を
受
け
た
騒
音
測
定
器
に

よ
る
観
測
を
継
続
し
、
中
四
国
防

衛
局
が
設
置
し
た
航
空
機
騒
音
自

動
測
定
装
置
と
と
も
に
監
視
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
米
軍
機
騒
音
等
対
策
協

議
会
の
構
成
市
町
の
首
長
や
島
根

県
知
事
と
共
に
、
平
成
25
年
度
に

続
い
て
、
平
成
26
年
度
も
10
月
に

外
務
省
と
防
衛
省
に
対
し
て
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
「
国

が
こ
の
問
題
に
対
し
て
努
力
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
、
住
民
に
一
切
伝

え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
不
安
や
不
満

が
続
き
、
耐
え
が
た
い
感
覚
が
あ

る
」
と
訴
え
、「
両
省
が
連
携
し
て

住
民
の
皆
さ
ん
に
見
え
る
形
で
、

問
題
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
」
と
の
回
答
を
得
た
と

こ
ろ
で
す
。

平
成
26
年
目
撃
等
件
数

浜
田
自
治
区　
８
件

金
城
自
治
区　
46
件

旭
自
治
区　
　

60
件

弥
栄
自
治
区　
９
件

三
隅
自
治
区　
２
件

合
計　
　
　
　

１
２
５
件

（
平
成
25
年　

３
０
７
件
）

騒
音
測
定
器
に
よ
る
観
測
実
績

旭
支
所　
　

43
日
（
６
８
７
回
）

・
最
大　
　

91
デ
シ
ベ
ル

金
城
支
所　
21
日
（
73
回
）

・
最
大　
　

85
デ
シ
ベ
ル

弥
栄
支
所　
７
日
（
13
回
）

・
最
大　
　

80
デ
シ
ベ
ル

中
四
国
防
衛
局
（
旭
町
）

１
２
０
日
（
１
、
０
０
５
回
）

・
最
大　
　

１
０
５
デ
シ
ベ
ル

　

今
後
も
粘
り
強
く
、
住
民
の
平

穏
な
生
活
を
乱
す
米
軍
機
低
空
飛

行
訓
練
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
要
請

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
被
害
に
あ
わ

れ
た
状
況
な
ど
の
情
報
提
供
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

・
各
支
所
防
災
自
治
課

　消防団とは、地域に住んでいる人たちによって構成される
消防組織で、消防団員はそれぞれに自分の職業を持ちながら
「自分たちのまちは、自分たちで守る」という思いを胸に、
消火活動や防災活動などを行っています。
　また、平時には災害を起こさないための火災予防や防災啓
発を行うなど、地域における消防・防災の担い手として、地
域に密着し、住民の安心と安全を守るという重要な役割を
担っています。
　浜田市消防団では、消防団員を募集しています。あなたも
消防団員として活動してみませんか。

入団の申込み・問い合わせ先
消防本部警防課（☎�０１１９）

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

浜
田
警
察
署
三
隅
駐
在
所
が

新
築
移
転
し
ま
し
た

米
軍
機
低
空
飛
行
訓
練
に

伴
う
騒
音
問
題
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

消防団員募集！ ～地域の「人と財産」を守る消防団～



17　　　広報はまだ：平成27年４月号

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
消
防
署
美
又
出
張
所
は
、

金
城
町
今
福
か
ら
金
城
町
七
条
へ

移
転
し
、
４
月
１
日
㈬
か
ら
消
防

署
金
城
出
張
所
と
し
て
運
用
を
開

始
し
ま
す
。

消
防
署
金
城
出
張
所

住
所　
浜
田
市
金
城
町
七
条
イ
６

３
１
番
地
４

電
話
番
号　
�
０
１
１
９
（
従
前

と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。）

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
総
務
課

（
☎
�
０
１
１
９
）

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
６
月
14
日
㈰

受
付
期
間

・
書
面
申
請

４
月
28
日
㈫
～
５
月
12
日
㈫

・
電
子
申
請

４
月
25
日
㈯
～
５
月
９
日
㈯

試
験
会
場　
浜
田
・
松
江
・
出
雲
・

大
田
・
益
田
・
隠
岐

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
各
類
・

丙
種

手
数
料

・
甲
種
５
、
０
０
０
円

・
乙
種
３
、
４
０
０
円

・
丙
種
２
、
７
０
０
円

※　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

受
験
案
内
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
受
験
案
内
・
受
験
願
書
は
、

消
防
本
部
及
び
各
出
張
所
に
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

対
象　
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種

第
４
類
を
受
験
す
る
人

講
習
日　
５
月
14
日
㈭
・
15
日
㈮

講
習
会
場　
い
わ
み
ー
る
４
０
２

研
修
室
（
２
日
目
は
３
０
１
研

修
室
）

※　

受
講
申
請
・
払
込
期
限
は
、

講
習
会
の
１
週
間
前
ま
で
で
す
。

※　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

案
内
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

案
内
書
・
申
請
書
は
、
消
防
本

部
及
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

※　

甲
・
乙
・
丙
の
各
種
テ
キ
ス

ト
の
み
の
購
入
も
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合

会
【
〒
６
９
０
‐
０
８
８
８

松
江
市
北
堀
町
15
番
地　

島
根

県
北
堀
町
団
体
ビ
ル
（
☎
０
８

５
２
�
７
２
０
２
）】

　

市
で
は
、
国
府
小
学
校
の
新
設

に
伴
い
、
旧
上
府
小
学
校
区
か
ら

の
通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
３
台
を

設
置
し
、
４
月
１
日
か
ら
運
用
し

ま
す
。

設
置
場
所

・
下
府
町
９
７
５
番
地
２　

１
台

・
下
府
町
９
９
３
番
地
２　

２
台

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

河
川
な
ど
の
水
質
保
全
と
生
活

環
境
の
改
善
を
目
的
に
、
浄
化
槽

を
設
置
す
る
個
人
に
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
区
域　
浜
田
自
治
区
・
金
城

自
治
区
の
中
で
、
公
共
下
水
道

及
び
集
落
排
水
の
計
画
区
域
で

な
い
区
域

※　

旭
・
弥
栄
・
三
隅
自
治
区
で

は
、
市
設
置
浄
化
槽
制
度
に
な

り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象

⑴　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に

設
置
が
完
了
す
る
も
の
。

※　

補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工

事
に
着
手
す
る
こ
と
。

※　

浄
化
槽
設
備
士
な
ど
の
有
資

格
者
が
施
工
す
る
こ
と
。

⑵　

専
用
住
宅
に
浄
化
槽
を
設
置

す
る
も
の
。
併
用
住
宅
の
場
合

は
、
居
住
部
分
に
係
る
延
べ
床

面
積
の
割
合
が
２
分
の
１
を
超

え
る
も
の
。

※　

建
物
の
販
売
又
は
賃
貸
の
目

的
で
、浄
化
槽
を
設
置
（
増
築
・

改
築
又
は
移
転
を
含
む
。）
す

る
も
の
は
対
象
外
で
す
（
建
売

住
宅
な
ど
）。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

補
助
金
交
付
申
請
書
は
、
本

庁
下
水
道
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
下
水
道
課
管
理
係
・
施
設

係
（
☎
�
９
６
４
０
・
�
９
６

４
１
）

補助金額

人槽区分
補助金額

浜田自治区 金城自治区

５人槽 332,000円 352,000円

６～７人槽 414,000円 441,000円

８人槽以上 548,000円 588,000円

※　予算総額に達した時点で受付を
終了します。

　

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
な
ど
自
宅
で

使
用
し
た
注
射
針
は
、
必
ず
最
寄

り
の
薬
局
又
は
か
か
り
つ
け
の
病

院
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
市
指

定
ご
み
袋
へ
は
絶
対
に
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

浜
田
消
防
署
美
又
出
張
所
が

移
転
し
ま
す

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

講
習
会
を
実
施
し
ま
す

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た

生
活
・
環
境

浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

使
用
済
み
自
己
注
射
針
は

返
却
し
て
く
だ
さ
い
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
身
近
に
で
き
る
夏
期
の
節
電

対
策
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
省
エ
ネ
し
、

夏
バ
テ
防
止
の
健
康
野
菜
、
ゴ
ー

ヤ
を
食
べ
て
地
球
と
一
緒
に
元
気

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
の
世
帯
及
び
事
業
所

受
付
期
間

４
月
１
日
㈬
～
17
日
㈮
必
着

配
布
セ
ッ
ト
内
容

「
ゴ
ー
ヤ
」
又
は
「
宿
根
朝
顔
」

の
苗
・
堆
肥
の
セ
ッ
ト

※　

苗
の
種
類
は
、
指
定
で
き
ま

せ
ん
。

※　

プ
ラ
ン
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

配
布
数　
５
０
０
セ
ッ
ト
【
１
世

帯
（
事
業
所
）
１
セ
ッ
ト
】

※　

受
付
終
了
後
、
引
換
券
を
送

付
し
ま
す
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）。

※　

抽
選
に
外
れ
た
人
に
も
、
は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

料
金　
無
料

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
往
信
表
面
】
〒
６
９
７
‐
８
５

０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
役
所
環
境
課
あ
て

【
往
信
裏
面
】
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
希
望
」
と
明
記
の
上
、
自

分
の
住
所
・
氏
名
・
昼
間
に
連

絡
の
つ
く
電
話
番
号
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

【
返
信
表
面
】
自
分
の
郵
便
番
号

・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

【
返
信
裏
面
】
何
も
書
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

配
布
方
法　

引
換
券
を
持
参
し
、

お
近
く
の
引
換
え
場
所
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
（
代
理
可
）。

※　

配
布
時
期
は
５
月
中
旬
以
降

で
、
配
布
場
所
は
本
庁
及
び
各

支
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
引
換
券
に
記
載
し
ま

す
。

※　

取
組
後
に
、
簡
単
な
報
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
（
様
式
を

お
渡
し
し
ま
す
）。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
？

　

あ
さ
が
お
や
ヘ
チ
マ
な
ど
の
ツ

ル
性
植
物
を
窓
の
外
に
作
る
自
然

の
カ
ー
テ
ン
の
こ
と
で
す
。

　

窓
か
ら
の
日
ざ
し
を
遮
り
、
葉

が
建
物
の
放
射
熱
や
地
面
か
ら
の

照
り
返
し
を
遠
ざ
け
て
く
れ
る
た

め
、
省
エ
ネ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
内　

は
ま
だ
エ
コ

ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

犬
の
飼
い
主
は
、
生
後
91
日
以

上
の
飼
い
犬
に
生
涯
１
回
の
登
録

と
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎
年
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
各
地
域
で
新
規
登
録

の
受
付
と
、
狂
犬
病
予
防
集
合
注

射
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
は
、

集
合
注
射
会
場
の
見
直
し
を
行
い
、

実
施
場
所
を
変
更
し
て
い
ま
す
の

で
、
日
程
表
で
確
認
の
上
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ど
の
会
場

で
も
、
注
射
・
登
録
が
で
き
ま
す
。

当
日
は
、雨
天
で
も
実
施
し
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

・
料
金
１
頭
３
、０
０
０
円
（
注

射
料
２
、４
５
０
円
・
注
射
済

票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

・
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
申

請
カ
ー
ド
（
は
が
き
）

・
新
規
登
録
の
場
合
は
、
登
録
手

数
料
１
頭
３
、０
０
０
円

・
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
フ
ン
回
収
具

※　

既
に
登
録
し
て
い
る
人
へ
は
、

案
内
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。

飼
い
主
へ
の
お
願
い

・
必
ず
飼
い
主
が
同
行
し
て
く
だ

さ
い
。

・
接
種
時
に
は
、
し
っ
か
り
と
犬

の
体
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ケ
ガ
な
ど
の
防
止
の
た
め
、
長

袖
・
長
ズ
ボ
ン
な
ど
の
安
全
面

を
考
慮
し
た
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
当
日
の
交
通
事
情
な
ど
に
よ
り
、

予
定
時
間
に
実
施
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
浜
田
市
以
外
で
登
録
し
て
い
る

犬
、
生
後
90
日
以
下
の
犬
に
つ

い
て
は
、
当
日
会
場
で
注
射
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
犬
が
、
高
齢
・
妊
娠
中
・
投
薬

中
・
ほ
か
の
ワ
ク
チ
ン
を
１
か

月
以
内
に
接
種
又
は
病
気
や
体

調
が
お
も
わ
し
く
な
い
と
き
は
、

動
物
病
院
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

・
会
場
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
動
物
病
院
で
注
射

を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
登
録
も

で
き
ま
す
）。
た
だ
し
、
手
数
料

が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

犬の登録と狂犬病予防注射日程表
【弥　栄】

4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

13
日
㈪

畑集会所前 9:15～　9:18

13
日
㈪

六歩谷集会所前　 10:25～10:35

13
日
㈪

横谷集会所前 11:39～11:42
山賀集会所前 9:26～　9:29 十国トンネル前 10:39～10:41 大坪センター跡地 13:10～13:13
小坂集会所前 9:35～　9:45 野坂　前山章男様宅前 10:43～10:46 稲代集会所前 13:15～13:25
西河内集会所前 9:46～　9:49 大斉集会所前 10:48～10:51 小熊集会所前 13:45～13:47
西河内　山﨑昭三様宅前 9:50～　9:55 西の郷ライスセンター前 10:53～11:03 熊の山　斎藤繁美様宅前 13:57～14:00
日高集会所前 9:57～10:00 仲三集会所前 11:06～11:08 下田野原集会所前 14:05～14:08
門田　岩﨑繁様宅前 10:10～10:13 老人福祉センター前 11:09～11:24 上田野原集会所前 14:11～14:14
高坂谷　小松原忠雄様宅前 10:17～10:22 旧美里無人市前（小角）11:31～11:34 市役所弥栄支所前 14:39～14:49

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の

苗
を
配
布
し
ま
す

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
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安
全
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【　旭　】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

14
日
㈫

市役所旭支所前 9:00～　9:20

14
日
㈫

しろつの生活センター前 11:05～11:10

14
日
㈫

来尾神社前 14:00～14:05
和田生活改善センター前 9:30～　9:40 丸原センター前 11:20～11:30 越木バス停留所付近 14:15～14:20
重富生活改善センター前 9:50～　9:55 岩畳生活改善センター前 13:10～13:15 都川高齢者活動促進

センター前 14:35～14:45本郷バス停留所前 10:05～10:10 市木生活改善センター前 13:25～13:30
戸川生活改善センター前 10:20～10:25 早水生活改善センター前 13:35～13:40 谷神社付近 14:55～15:00
山ノ内生活改善センター前 10:40～10:45 中郡集会所前 13:45～13:50 坂本構造改善センター前 15:10～15:15
木田生活改善センター前 10:50～10:55

【金　城】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

15
日
㈬

小笹集会所前 9:10～　9:15

15
日
㈬

徳田中　横山様宅前 13:15～13:20

16
日
㈭

小松木口付近 9:10～　9:15
伊木集会所前 9:20～　9:25 小原谷集会所前 13:35～13:40 元谷石碑前 9:20～　9:30
青原集会所前 9:35～　9:40 浄光寺谷バス停付近 13:45～13:50 入野集会所前 9:35～　9:40
下ノ原　鍛冶畑様宅
入口付近 9:45～　9:55 新生集会所前 13:55～14:00 越沢集会所前 9:45～　9:55

久佐公民館前 14:05～14:10 植松集会所前 10:05～10:10
後山　岡田新一様宅前 10:15～10:20 下久佐集会所前 14:15～14:20 福原集会所前 10:15～10:20
深笹上集会所前 10:35～10:40 上長屋集会所前 14:25～14:30 大元集会所前 10:25～10:30
シマネ波佐電子前 10:50～10:55 上組集会所前 14:35～14:40 美又国民保養センター前 10:35～10:40
亀谷原　榎一夫様宅前 11:05～11:10 大谷集会所前 14:50～14:55 美又口　渡辺様宅横 10:50～10:55
浄蓮寺下 11:20～11:25 かたらいの家前 15:00～15:10 久佐川バス停付近 11:00～11:05
波佐消防ポンプ倉庫前 11:30～11:35 今田よりあい会館前 15:20～15:35 今福公民館前 11:10～11:20
旧ＪＡ小国事業所前 13:05～13:10 新開集会所前 15:40～15:55 下長屋　山田様宅前 11:25～11:30

金田会館前 11:35～11:45

【浜　田】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

16
日
㈭

佐野下町内
生活改善センター前 13:05～13:10

17
日
㈮

服部タイヨー長澤店
駐車場 15:30～15:40

20
日
㈪

市役所東分庁舎前駐車場 15:10～15:20
福井地区集会所前

（国道９号線沿い） 15:30～15:40旧ＪＡ佐野事業所付近 13:15～13:20 浅井公民館付近 15:45～15:55
両間口バス停付近 13:25～13:30 浅井町メガネの三城

駐車場 16:00～16:05 汐入県職員住宅前 15:45～15:50
小山町内　遠藤俊長様宅前 13:35～13:40 浜田商業高校入り口付近 15:55～16:15
旧後野小学校前 13:50～14:00

20
日
㈪

黒川町どうどう公園付近 8:45～　8:50 熱田町５町内集会所前 16:20～16:30
石見公民館細谷分館前 14:15～14:20 高佐町　角国様宅付近 8:55～　9:00 上内田バス停付近 16:35～16:40
十文字原バス停付近 14:30～14:35 石見公民館前 9:05～　9:15

21
日
㈫

牛谷バス停付近 9:10～　9:20
石見公民館長見分館
入り口付近 14:55～15:05 相生町ベルコ倉庫前 9:20～　9:30 美川公民館西分館前 9:30～　9:40

竹迫町平和公園付近 9:35～　9:50 櫟田原公民館前 9:50～　9:55

17
日
㈮

荒相　岡本勝美様宅前 9:00～　9:05 竹迫団地公園前（４町内） 9:55～10:05 下鍋石バス停付近 10:10～10:15
ブルーコーンズ前

（旧ＪＡ久代事業所前） 9:15～　9:25 野原町２町内公民館前 10:10～10:15 一ノ瀬橋旧岩井商店付近 10:20～10:25
野原町１町内公民館下
駐車場 10:25～10:30 松羽地区防災センター前 10:30～10:40

国分尼寺跡前 9:30～　9:40 美川公民館前 10:45～10:55
国府公民館前 9:45～10:00 相生町国土交通省付近 10:40～10:45 大谷上公民館大元神社付近 11:10～11:15
下府公民館前 10:05～10:15 社家地神社付近 10:50～10:55 青口バス停付近 11:25～11:30
上府町市尻酒店付近 10:25～10:40 三宮児童公園付近 11:00～11:05 大麻公民館前 13:25～13:35
上府消防車庫前 10:45～10:55 河内公民館付近

（河内町親水広場） 11:10～11:20 西村町旧食事処駐車場跡地 13:40～13:45
旧ＪＡ宇野事業所付近 11:05～11:20 周布公民館前 13:55～14:10
姉金　千代延様宅付近 11:25～11:35 天満パーキング前 11:30～11:40 周布１町内公民館前 14:15～14:25
国府公民館有福分館前 13:25～13:40 清水町消防ポンプ車庫付近 13:10～13:20 吉地集会所前 14:35～14:40
宇野町西山バス停付近 13:45～13:50 青川陸橋下駐車場付近 13:25～13:35 門田公民館前 14:45～14:55
ＪＡしまね農協長沢
事業所前 14:10～14:20 笠柄児童公園付近 13:40～13:50 ＪＦしまね津摩出張所前 15:00～15:10

元浜町かもめ公園付近 13:55～14:05 日脚児童公園付近
（大久保団地内） 15:20～15:25二反田団地集会所前 14:25～14:35 浜田保健所前 14:10～14:25

宇野町宇野木工所付近 14:40～14:50 港町百草園コーポ江村付近 14:30～14:35 日脚児童館付近 15:30～15:45
生湯海水浴場休憩所付近 15:00～15:05 瀬戸ケ島町

高森英昭様宅前付近 14:40～14:45 長浜商港バス停付近 16:00～16:20
ヒルズガーデン神在
入り口付近 15:15～15:25 長浜公民館前 16:25～16:40

松原郵便局前 14:55～15:05

【三　隅】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

22
日
㈬

白砂公民館前 9:20～　9:25

22
日
㈬

三嶋神社下 13:10～13:15

23
日
㈭

江野本電器店付近待避所 9:40～　9:50
東平原上集会所前 9:30～　9:40 井川集会所前 13:35～13:45 古湊漁村センター前 10:00～10:05
下室谷集会所前 9:45～　9:50 河野建設㈱向側広場 13:55～14:05 ＪＲ岡見駅前 10:15～10:25
上室谷集会所前 9:55～10:00 中古和集会所前 14:10～14:15 岡見公民館前 10:30～10:45
上今明神明宮下 10:05～10:10 河内橋上待避所 14:25～14:40 ひゃこるバス宮ヶ迫

停留所付近 10:50～11:00市場集会所前 10:15～10:25 市役所三隅支所前 14:45～15:10
周布地停留所付近 10:30～10:35 海石集会所前 15:20～15:35 床並　和崎輝男様宅

付近待避所 11:05～11:10小原集会所前 10:50～10:55 今浦集会所前 15:45～15:50
みのり会館前 11:00～11:10 23

日
㈭

谷集会所前 9:10～　9:20 ㈲杖田農機店
グリーンショップ横 11:20～11:35芦谷集会所前 11:15～11:25 湊浦集会所前 9:25～　9:35
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４月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
２ 木 黒川町３～７
３ 金 相生町１～３
６ 月 相生町３・４、竹迫町
７ 火 杉戸町、笠柄町
８ 水 熱田町６～10
９ 木 熱田町11～13
10 金 熱田町14、内田町
13 月 長浜町１～８
14 火 日脚町２～６・８・９、周布町
15 水 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
16 木 唐鐘１～９
17 金 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
20 月 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
21 火 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
22 水 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
23 木 殿町１～５、田町２～５
24 金 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
27 月 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
28 火 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
30 木 蛭子町、栄町、片庭町
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの

連絡で土曜日に実施することがあります。
（本庁環境課くらしと環境係）

浜
田
土
建
㈱
募
集
分

募
集
期
間

４
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮

抽
選
日　
４
月
下
旬

入
居
時
期　
５
月
上
旬

※　

募
集
団
地
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で

の
間
に
入
居
の
申
込
み
を
随
時

受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l

　

市
で
は
、
市
民
の
居
住
環
境
の

向
上
と
住
宅
関
連
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
既
存
の
住
宅
を
市
内

の
工
務
店
な
ど
を
利
用
し
て
リ
フ

ォ
ー
ム
す
る
場
合
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
要
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

・
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

対
象
住
宅　
市
内
に
所
有
し
、
現

に
居
住
し
て
い
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
設
置
し
て
あ
る
個
人

住
宅
又
は
併
用
住
宅
の
個
人
住

宅
部
分
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の

・
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
後
に
着

工
さ
れ
た
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅
の
う
ち
、
耐
震

診
断
を
実
施
し
た
も
の

※　

既
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
住

宅
は
、
対
象
外
で
す
。

※　

営
利
を
目
的
と
し
て
家
賃
を

徴
収
し
て
い
る
賃
貸
住
宅
は
、

対
象
外
で
す
。

※　

中
古
住
宅
を
購
入
し
、
リ
フ

ォ
ー
ム
し
た
後
に
居
住
す
る
場

合
は
、補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

※　

市
で
は
、
耐
震
診
断
に
つ
い

て
も
、
別
の
助
成
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

対
象
工
事

⑴　

既
存
住
宅
の
安
全
性
・
耐
久

性
・
居
住
性
の
向
上
の
た
め
に

行
う
改
築
・
増
築
（
10
㎡
以
内

の
も
の
に
限
る
。）・
修
繕
・
模

様
替
え
・
設
備
改
善
で
、
そ
れ

に
要
す
る
費
用
が
50
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

⑵　

施
工
業
者
が
、
市
内
に
事
業

所
を
有
す
る
法
人
又
は
市
内
に

住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
主
で

あ
る
こ
と

⑶　

補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工

事
に
着
手
し
、
交
付
申
請
を
し

た
日
の
属
す
る
年
度
の
３
月
31

日
ま
で
に
対
象
工
事
が
完
了
す

る
こ
と

　

地
球
温
暖
化
対
策
、ゴ
ミ
対
策
、

水
環
境
の
保
全
、
森
林
・
農
地
・

漁
場
の
保
全
と
活
用
、
生
物
多
様

性
の
確
保
な
ど
、
環
境
問
題
の
多

く
は
元
々
人
が
生
み
出
し
た
も
の

で
あ
り
、
私
た
ち
自
身
の
行
動
で

解
決
し
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
助
成
金
は
、県
民
の
有
志
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し
い

取
組
を
始
め
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん

の
活
動
を
応
援
す
る
も
の
で
す
。

対
象
活
動　
４
月
１
日
㈬
か
ら
平

成
28
年
２
月
29
日
㈪
ま
で
に
行

う
次
の
活
動

①
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
推
進

②
生
物
多
様
性
の
確
保

③
水
環
境
の
保
全

④
森
林
・
農
地
・
漁
場
の
保
全
と

活
用

⑤
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

⑥
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環

型
社
会
の
推
進

⑦
環
境
学
習
の
推
進

対
象
団
体　
10
人
以
上
の
会
員
を

有
す
る
団
体
（
公
共
機
関
や
企

業
を
除
く
）

助
成
率

対
象
経
費
の
２
／
３
以
内

申
込
締
切
日　
５
月
６
日
(振)
必
着

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
添
付
書
類
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
し
ま
ね
自
然
と

環
境
財
団
松
江
事
務
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

申
請
事
前
相
談
会

　

助
成
金
の
申
請
に
関
す
る
事
前

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
４
月
28
日
㈫
・
29
日
㈷

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
あ
す
て
ら
す
（
大
田
市
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

し
ま
ね
自
然
と
環
境
財
団
松
江

事
務
所
【
〒
６
９
０
‐
０
８
８

７　

松
江
市
殿
町
８
‐
３　

タ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
し
ま
ね
２
階

（
☎
０
８
５
２
�
３
２
６
２
・

▢FAX
０
８
５
２
�
３
７
８
７
）】

http://nature-sanbe.jp/eco

環
境
保
全
活
動
に
対
し
て

助
成
し
ま
す

住
宅

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

応
援
し
ま
す
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療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

⑷　

補
助
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
の
部
分
に
つ
い
て
、
ほ

か
の
同
種
の
補
助
金
を
受
け
て

い
な
い
こ
と

※　

介
護
保
険
法
・
障
害
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
く
住
宅
改
修
、

し
ま
ね
長
寿
の
住
ま
い
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
事
業
、
石
州
瓦
等
利

用
促
進
補
助
事
業
な
ど
の
同
種

の
補
助
金
を
受
け
て
行
う
工
事

部
分
は
対
象
外
で
す
。

※　

作
り
付
け
で
は
な
い
家
具
・

家
電
製
品
、
そ
の
ほ
か
の
物
品

の
購
入
費
用
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額　
対
象
工
事
に
要
す
る

費
用
の
額
の
１
／
10
に
相
当
す

る
額
で
、
20
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
。

50
万
円
未
満
の
場
合

補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

50
万
円
以
上
２
０
０
万
円
未
満
の

場
合対

象
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額

の
１
／
10
に
相
当
す
る
額

（
１
、０
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

２
０
０
万
円
以
上
の
場
合

一
律
20
万
円

受
付
期
間　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に

着
手
す
る
日
の
７
日
前
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
件
数
が
予
定
件
数
に
達

し
た
場
合
は
、
次
年
度
以
降
に

申
請
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
込
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
本
庁
建
築
住
宅

課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
�
９
６
３
２
）

　

市
で
は
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
様
々
な
補
助
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

農
業
生
産
力
等
向
上
支
援
事
業

対
象　
農
作
物
の
出
荷
実
績
の
あ

る
人

補
助
メ
ニ
ュ
ー

○
鳥
獣
被
害
防
止
施
設
整
備
事
業

（
防
護
柵
・
捕
獲
器
・
防
鳥
ネ
ッ

ト
の
設
置
費
の
助
成
）

○
農
業
用
施
設
整
備
事
業
（
か
ん

水
施
設
・
排
水
施
設
・
防
風
施

設
な
ど
の
整
備
費
の
助
成
）

○
販
路
拡
大
事
業（
専
門
家
謝
金
・

デ
ザ
イ
ン
委
託
費
・
デ
ザ
イ
ン

購
入
費
な
ど
の
助
成
）

補
助
率　
１
／
２

補
助
限
度
額

１
事
業
あ
た
り
５
万
円

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
農
林
振
興
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

・
農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

・
各
支
所
産
業
建
設
課

農
作
物
等
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

対
象　
農
業
者
又
は
農
業
者
で
組

織
す
る
団
体

補
助
対
象
経
費　
獣
被
害
防
止
の

た
め
の
防
護
柵
・
捕
獲
器
の
設

置
に
要
す
る
経
費

補
助
率　
１
／
２

補
助
限
度
額

防
護
柵　

５
万
円

捕
獲
器　

８
万
円

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
農
林
振
興
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

・
各
支
所
産
業
建
設
課

農
地
流
動
化
促
進
事
業

対
象　
白
紙
委
任
に
よ
る
５
年
以

上
の
利
用
権
設
定
を
新
た
に
行

う
５
ａ
以
上
の
農
地
の
所
有

者
・
借
受
者

補
助
金
額

農
地
の
所
有
者　

５
千
円
／
10
ａ

農
地
の
借
受
者１

万
５
千
円
／
10
ａ

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
農
林
振
興
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

・
各
支
所
産
業
建
設
課

農
業
マ
イ
ス
タ
ー
支
援
事
業

対
象　
認
定
農
業
者
及
び
集
落
営

農
組
織
な
ど

補
助
対
象
経
費

○
農
業
用
機
械
等
整
備
事
業
（
農

業
生
産
に
伴
う
機
械
な
ど
の
整

備
に
要
す
る
経
費
の
助
成
）

○
販
売
力
等
強
化
事
業
（
農
業
に

資
す
る
新
商
品
の
開
発
及
び
販

売
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
助
成
）

補
助
率

農
業
用
機
械
等
整
備
事
業
１
／
３

販
売
力
等
強
化
事
業　
　

１
／
２

補
助
限
度
額

農
業
用
機
械
等
整
備
事
業

２
０
０
万
円
又
は
１
０
０
万
円

販
売
力
等
強
化
事
業　
　

10
万
円

問
い
合
わ
せ
先

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

ふ
る
さ
と
農
業
研
修
生
育
成
事
業

対
象　
就
農
に
対
し
て
意
欲
が
あ

り
、
次
の
条
件
の
全
て
に
該
当

す
る
人

・
研
修
開
始
時
に
65
歳
未
満
の
人

・
研
修
開
始
時
に
浜
田
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人
（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
者
も
対
象
と
な
り
ま
す
。）

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ

限
定
免
許
は
不
可
）
を
有
し
て

い
る
人

・
研
修
終
了
後
、
浜
田
市
内
で
就

農
す
る
意
欲
の
あ
る
人

研
修
期
間　
６
か
月
～
12
か
月

補
助
限
度
額

研
修
手
当　

月
額
15
万
円

住
宅
手
当　

家
賃
月
額
の
半
額

（
２
万
円
以
内
）

問
い
合
わ
せ
先

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策

交
付
金

対
象　
荒
廃
し
た
耕
作
放
棄
地
を

再
生
利
用
す
る
農
業
者
（
農
地

の
所
有
者
は
除
き
ま
す
。）

補
助
対
象
経
費　
農
地
再
生
作
業

に
要
す
る
経
費

補
助
率　
１
／
２
以
上
又
は
10
ａ

あ
た
り
５
万
円

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

産
業
・
地
域
活
性
化

農
業
関
係
の
補
助
制
度
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
市
で
は
、
西
条
柿
の
栽
培

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

生
産
農
家
の
高
齢
化
な
ど
の
影
響

か
ら
柿
園
の
荒
廃
が
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
将
来
的
に

園
地
を
借
り
入
れ
、
出
荷
を
目
的

と
し
た
栽
培
を
目
指
す
人
を
育
成

す
る
た
め
の
栽
培
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　

基
本
的
な
管
理
作
業
か
ら
経
験

し
て
も
ら
う
講
座
に
な
り
ま
す
の

で
、
畑
は
あ
っ
て
も
栽
培
に
自
信

が
な
い
人
、
農
家
で
な
い
人
で
も

奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
５
月
～
平
成
28
年
３
月

（
年
８
回
程
度
）

※　

平
日
に
開
催
し
ま
す
。
第
１

回
は
、
５
月
中
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

場
所　
三
隅
町
東
平
原
（
現
地
ま

で
の
交
通
手
段
の
確
保
を
条
件

と
し
ま
す
。）

内
容　
摘
果
・
収
穫
・
剪せ

ん

定て
い

な
ど

必
要
作
業
の
講
義
と
実
習
及
び

先
進
地
視
察

申
込
締
切
日　
４
月
30
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

　

公
設
水
産
物
仲
買
売
場
の
使
用

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

施
設
場
所　
原
井
町
（
浜
田
漁
港

４
号
市
場
向
か
い
）

施
設
概
要　
昭
和
55
年
３
月
建
築

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階

建
申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
浜
田
魚
商
協

同
組
合
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

申
込
先

浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
原
井
町
）

問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
☎
�
１
７
８
８
）

・
本
庁
水
産
振
興
課
水
産
係

（
☎
�
９
５
２
０
）

募集概要
募集箇所 面積 使用料

（１か月） 附属設備 使途

１階
（仲買売場）

１マス20㎡
（5ｍ×4ｍ）

33,000円
／マス

電気・
水道設備

生鮮水産物・
冷凍水産物の
販売など

２階
（事務室）

１室42.5㎡
（5ｍ×8.5ｍ）

55,000円
／室

電気・
水道設備 飲食店など

※　空き室状況など、ご不明な点はお問い合わせください。

　

平
成
26
年
度
の
萩
・
石
見
空
港

利
用
促
進
補
助
金
の
申
請
期
日
は
、

４
月
30
日
㈭
で
す
。
期
日
を
過
ぎ

る
と
申
請
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
早
目
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

休
日
申
請
窓
口

開
設
日　
４
月
19
日
㈰
・
26
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所市

役
所
本
庁
４
階
産
業
政
策
課

対
象　
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
３
月
31
日
の
間
に
、

萩
・
石
見
空
港
を
往
復
利
用（
出

発
が
萩
・
石
見
空
港
の
場
合
の

み
）
し
た
浜
田
市
内
に
住
所
を

有
す
る
人

補
助
金
額

・
65
歳
未
満
の
人　
　
　

５
千
円

・
65
歳
以
上
の
人　
　
　

１
万
円

・
萩
・
石
見
空
港
サ
ポ
ー
タ
ー
企

業
の
従
業
員
又
は
役
員
の
人

１
万
円

※　

浜
田
市
共
通
商
品
券
で
の
補

助
と
な
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　
往
復
分
の
搭
乗

券
の
写
し
・
印
鑑
・
身
分
証
明

書
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課
商
工
係

（
☎
�
９
５
０
１
）

　

浜
田
の
五
地
想
も
の
が
た
り
推

進
協
議
会
で
は
、
魅
力
的
な
食
の

ま
ち
づ
く
り
と
地
産
地
消
の
推
進

を
目
的
に
、
浜
田
の
旬
の
食
材
を

活
か
し
て
「
い
い
よ
！
１
、４
０
０

円
、２
倍
い
い
よ
！
２
、８
０
０
円
」

の
ツ
ー
プ
ラ
イ
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
て
も
ら
え
る
お
店
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
要
件

・
提
供
す
る
料
理
の
価
格
は
、

１
、４
０
０
円
又
は
２
、８
０
０

円
と
す
る
こ
と
（
税
込
み
・
税

抜
き
は
問
い
ま
せ
ん
。）

・
主
な
食
材
は
、
浜
田
市
で
生
産

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

・
使
用
さ
れ
て
い
る
浜
田
の
食
材

や
料
理
を
、
き
ち
ん
と
お
客
様

に
伝
え
る
こ
と

　

加
盟
店
は
、
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
す
る
ほ
か
、

食
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
の
ぼ
り
旗

の
提
供
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
通
じ

て
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
規
加
盟
店
の
公
開
は
、
随
時

行
っ
て
い
き
ま
す
。

応
募
締
切
日　
５
月
20
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
観
光
交
流
課
内　

浜
田
の

五
地
想
も
の
が
た
り
推
進
協
議

会
事
務
局
（
☎
�
９
５
３
０
）

　

昨
年
、
浜
田
の
「
お
宝
」
の
募

集
を
行
い
、
こ
の
た
び
観
光
モ
デ

ル
コ
ー
ス
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ

の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
紹
介
し
た
チ

ラ
シ
を
、市
内
の
主
要
観
光
施
設
・

市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー
・
各
支

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
観
光
交
流
課
観
光
企
画
係

（
☎
�
９
５
３
０
）

西
条
柿
を
栽
培
し
て

み
ま
せ
ん
か

公
設
水
産
物
仲
買
売
場
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

萩
・
石
見
空
港
利
用
促
進

補
助
金
の
休
日
申
請
窓
口

を
開
設
し
ま
す

浜
田
の
ご
ち
そ
う
食
べ
よ
う
会

ツ
ー
プ
ラ
イ
ス
メ
ニ
ュ
ー

提
供
加
盟
店
を
募
集
し
ま
す

浜
田
市
観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス

を
作
成
し
ま
し
た
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
実

施
す
る
次
の
事
業
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

⑴　

社
会
貢
献
に
関
す
る
事
業

⑵　

人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

⑶　

芸
術
文
化
の
振
興
に
関
す
る

事
業

補
助
対
象
要
件　
市
内
在
住
の
人

又
は
所
在
す
る
団
体
が
行
う
も

の
で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
（
政

治
団
体
・
宗
教
団
体
が
行
う
事

業
、営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
、

経
常
的
に
行
う
事
業
は
除
き
ま

す
。）

⑴　

市
民
が
主
体
的
に
参
画
し
て

行
う
ま
ち
づ
く
り
事
業

⑵　

事
業
実
施
に
よ
る
波
及
効
果

が
大
き
い
こ
と

補
助
金
額　
事
業
に
要
す
る
経
費

の
う
ち
１
／
３
以
内
と
し
、
１

事
業
者
あ
た
り
30
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
（
１
０
０
円
未
満
切

捨
て
）。

※　

申
請
状
況
に
よ
っ
て
は
、
交

付
決
定
額
を
減
額
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※　

補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で

の
交
付
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
受
付
で
き
な
い
こ
と
も
あ

　

市
で
は
、
町
内
会
や
自
治
会
な

ど
の
住
民
自
治
組
織
が
防
犯
灯
を

設
置
す
る
場
合
に
、
設
置
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

※　

予
算
の
範
囲
内
で
の
対
応
と

な
り
ま
す
。
設
置
基
数
に
つ
い

て
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象　
新
設
及
び
老
朽
化
・

自
然
災
害
の
罹
災
に
伴
う
全
部

取
替
え

補
助
額

１
基
あ
た
り
上
限
８
万
円

添
付
書
類　
申
請
書
の
ほ
か
、
見

積
書
（
２
社
以
上
）
と
位
置
図

が
必
要
で
す
。

防
犯
灯
を
設
置
し
た
い
と
き
は
…

　

お
住
ま
い
の
地
域
で
防
犯
灯
を

設
置
し
た
い
場
合
は
、
町
内
会
又

は
自
治
会
な
ど
に
直
接
要
望
し
て

く
だ
さ
い
。
町
内
会
又
は
自
治
会

の
連
絡
先
な
ど
、
ご
不
明
な
点
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

づ
く
り
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

・
各
支
所
防
災
自
治
課

　

平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
と
課
税
明
細
書
は
、
４
月

22
日
㈬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　

納
税
通
知
書
発
行
以
前
に
評
価

額
な
ど
を
確
認
し
た
い
人
は
、
４

月
１
日
㈬
か
ら
、
次
の
窓
口
で
確

認
で
き
ま
す
。

対
象固

定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

期
間　
４
月
１
日
㈬
～
６
月
１
日

㈪
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。）

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

場
所　
市
役
所
本
庁
税
務
課
又
は

各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口

手
数
料　
無
料

縦
覧
・
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

　

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
・
写
真
付
き
住
基
カ
ー

ド
な
ど
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
が
縦
覧
・
閲
覧
す
る
場

合
は
、
委
任
者
の
自
署
に
よ
る
委

任
状
も
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
�
９
２
３
３
）

　

荒
廃
森
林
を
再
生
し
、
水
を
育

む
緑
豊
か
な
森
を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
、平
成
17
年
度
か
ら「
水

と
緑
の
森
づ
く
り
税
」を
導
入
し
、

10
年
間
で
７
千
ha
を
超
え
る
不
要

木
の
伐
採
と
延
べ
約
11
万
５
千
人

の
県
民
が
参
加
し
て
森
づ
く
り
な

ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
５
年
間
実
施
し
ま
す
。

納
め
る
人
（
こ
れ
ま
で
と
同
じ
）

個
人　
県
内
に
住
所
が
あ
る
人

法
人　
県
内
に
事
務
所
な
ど
を
有

す
る
法
人

納
め
る
額
（
こ
れ
ま
で
と
同
じ
）

個
人　
年
５
０
０
円

法
人　
均
等
割
額
の
５
％
相
当
額

１
、
０
０
０
円
～

４
０
、
０
０
０
円

納
付
方
法
（
こ
れ
ま
で
と
同
じ
）

　

現
行
の
県
民
税
均
等
割
額
に
加

算
し
て
、
県
民
税
の
一
部
と
し
て

納
付
し
ま
す
。

税
収
の
使
い
み
ち
（
横
波
線
の
部

分
を
拡
充
し
ま
す
）

再
生
の
森
事
業　
荒
廃
し
た
森
林

で
の
不
要
木
伐
採
、
竹
林
伐
採

な
ど

み
ー
も
の
森
づ
く
り
事
業　
県
民

の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
参
加
に
よ
る

森
づ
く
り
（
竹
林
対
策
の
継
続

的
な
活
動
を
支
援
）
な
ど

森
づ
く
り
推
進
事
業　
水
と
緑
の

森
づ
く
り
会
議
の
開
催
、「
み
ー

も
通
信
」
の
作
成
配
布
な
ど

※　

詳
し
く
は
、
島
根
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご

不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
税
務
課

（
☎
０
８
５
２
�
５
８
９
２)

http://w
w

w
.pref.shim

ane.
lg.jp/life/zei/ken/oshirase/

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

づ
く
り
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
を

支
援
し
ま
す

防
犯
灯
の
設
置
に
対
し
て

補
助
を
し
ま
す

税
務
・
納
税

平
成
27
年
度
固
定
資
産
税

の
評
価
額
な
ど
が
確
認
で

き
ま
す

島
根
県
独
自
の
課
税
制
度
を

平
成
27
年
度
以
降
も
継
続
し
ま
す

水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
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広報はまだ：平成27年４月号　　　24

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

コラムコラム子 育 て

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
生
活
の
安
定
と
、
児
童
の

健
全
育
成
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。
平
成
26
年
の
消
費
者

物
価
指
数
の
変
動
と
、
特
例
水
準

の
段
階
的
な
解
消
と
合
わ
せ
、
次

の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

全
部
支
給

３
月
ま
で

月
額
４
１
、
０
２
０
円

４
月
以
降

月
額
４
２
、
０
０
０
円

一
部
支
給

３
月
ま
で

月
額
４
１
、
０
１
０
円

～
９
、
６
８
０
円

４
月
以
降

月
額
４
１
、
９
９
０
円

～
９
、
９
１
０
円

※　

加
算
額
（
第
２
子
５
、０
０
０

円
・
第
３
子
以
降
１
人
に
つ
き

３
、
０
０
０
円
）
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※　

本
人
又
は
同
居
の
扶
養
義
務

者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
、
支
給
停
止
と
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

ひ
と
り
親
家
庭
で
、
法
律
的
な

知
識
を
必
要
と
す
る
問
題
で
困
っ

て
い
る
人
に
対
し
、
弁
護
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

※　

予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・

寡
婦
の
人

日
時　
奇
数
月
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分
（
１
人
30
分
）

※　

９
月
は
30
日
㈬
に
変
更
と
な

り
ま
す
。

場
所　
い
わ
み
ー
る

料
金　
無
料

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
２
０
）

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分
（
土
・
日
・
祝
日

は
除
く
。）

　３歳児健診から就学時健診までの時期は社会
性や生活習慣が身に付く大切な時期です。この
時期に子どもの健やかな成長や発達を見守ると
ともに、家族の子育てを支援するために、市で
は保育所（園）・幼稚園巡回訪問事業を実施して
います。

誰がするの？

　浜田市特別支援連携協議会相談支援チームと
市の保健師が行っています。
　浜田市特別支援連携協議会相談支援チームと
は、子どもの発達や発育、保護者の子育ての悩
みなどを支援するスタッフです。
　メンバーは、児童相談所児童心理司・西部発
達障害者支援センターウインド相談支援員・知
的障害児施設こくぶ学園療育支援員・浜田養護
学校教諭・浜田ろう学校教諭・通級指導教室教
諭・浜田教育事務所指導主事・市医療専門監・
市保健師です（メンバーは変わることがありま
す）。

いつごろするの？

　年１回、５月から７月の間に各園をまわります。
必要に応じて再度園をまわることもあります。

どこでするの？

　市内の保育所（園）・認定こども園・幼稚園・
児童養護施設です。

なにをするの？

　スタッフが子どもの遊びの場面などに入りま
す。３歳以上の子どもに限らず、各年齢のクラ
スにも入ります。
・保育スタッフへ、集団生活の中で子ども一人

ひとりに応じた発達を促す保育のアドバイス
を行います。特に、就学予定の子どもについ
ては、学校へ支援をつなげていくためのアド
バイスも行っています。

・保護者で子どもの集団生活の様子や発達など
心配のある人は、個別に相談に応じています。
また、事業の中で子どもの集団生活の様子や
発達などでお伝えしたいことがある場合は、
スタッフや園から保護者に連絡をすることも
あります。

※　保護者や学校・地域の人にこの事業を知り
活用してもらい、子どもの成長や発達を見守
る輪が広がっていくよう努めます。

 （本庁子育て支援課）

※　次回５月号は、『健康』についてのコラムを掲載します。

子
育
て

児
童
扶
養
手
当
額
が

変
わ
り
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
無
料
法
律

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

子どもの発育・発達の相談に巡回相談をご活用ください
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

対
象
治
療　
保
険
適
用
の
不
妊
治

療
及
び
検
査
・
人
工
授
精

対
象　
次
の
要
件
を
満
た
す
夫
婦

・
戸
籍
上
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
夫

婦
又
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
浜
田

市
に
住
所
を
有
す
る
人

・
夫
又
は
妻
が
、
医
療
保
険
各
法

の
規
定
に
基
づ
く
被
保
険
者
・

組
合
員
・
被
扶
養
者
で
あ
る
人

助
成
内
容　
１
年
間
に
つ
き
４
万

円
を
上
限
と
し
、
助
成
期
間
は

一
般
不
妊
治
療
を
受
け
た
月
か

ら
起
算
し
て
３
年
間
で
す
。

※　

１
期
（
１
年
間
）
と
は
、
治

療
開
始
月
の
翌
年
の
前
月
末
日

ま
で
で
す
。

※　

１
期
分
の
申
請
期
間
で
上
限

４
万
円
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
、

残
り
は
次
期
へ
繰
り
越
さ
れ
ま

す
。

申
請
方
法　
治
療
を
受
け
た
医
療

機
関
で
証
明
を
受
け
、
申
請
書

及
び
そ
の
ほ
か
の
書
類
と
併
せ

て
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

申
請
は
そ
の
都
度
で
も
、
１

期
分
ま
と
め
て
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

※　

各
期
間
（
第
１
期
・
第
２
期
・

第
３
期
）
終
了
の
翌
月
末
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

治
療
開
始
後
１
年
以
上
過
ぎ

て
申
請
す
る
と
、
助
成
期
間
に

該
当
し
な
い
月
が
出
て
き
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

・
一
般
不
妊
治
療
費
等
助
成
金
交

付
申
請
書
兼
請
求
書

・
一
般
不
妊
治
療
等
証
明
書
（
初

回
申
請
時
か
ら
変
更
が
な
け
れ

ば
２
回
目
以
降
は
不
要
）

・
一
般
不
妊
治
療
な
ど
に
要
し
た

費
用
の
領
収
書

・
助
成
対
象
と
な
る
本
人
の
保
険

証
の
写
し
（
初
回
申
請
時
か
ら

変
更
が
な
け
れ
ば
２
回
目
以
降

は
不
要
）

・
申
請
者
の
印
鑑

・
申
請
書
に
記
入
し
て
い
る
口
座

の
通
帳
の
写
し
（
口
座
番
号
・

氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
部
分

の
み
）

※　

申
請
書
・
証
明
書
は
、医
療
機

関
及
び
本
庁
子
育
て
支
援
課
・

各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の
費
用

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

事
前
に
申
請
す
る
と
、
検
診
料

が
６
８
、０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

助
成
額　
２
５
、
０
０
０
円

助
成
要
件　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
こ
と

※　

同
じ
年
度
内
に
１
回
限
り
で

す
。

助
成
手
続

⑴　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健
診

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
７
７
０
０
）

に
検
診
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵　

検
診
日
が
確
定
し
た
ら
、
市

役
所
本
庁
又
は
各
支
所
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

⑶　

決
定
通
知
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
必
ず
そ
の
通
知
を
持
っ
て

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
本
庁
１
階
地
域
医
療
対

策
課
保
健
予
防
係
⑩
番
窓
口
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課

注
意
点　
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検

診
と
人
間
ド
ッ
ク
は
、
検
査
の

内
容
や
目
的
が
異
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
検
診
項
目
を
理
解

の
上
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

対
象　
就
業
を
希
望
す
る
看
護
職

員
な
ど

日
時　
４
月
８
日
㈬
・
５
月
13
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
就
業

相
談
、
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
看
護
協
会
就
業
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

対
象　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を

受
け
て
い
る
人

・
療
育
手
帳
Ａ
を
受
け
て
い
る
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

～
３
級
を
受
け
て
い
る
人

※　

人
工
透
析
患
者
・
精
神
障
害

者
通
院
交
通
費
助
成
を
受
け
て

い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

交
付
枚
数　
助
成
で
き
る
タ
ク
シ

ー
券
又
は
バ
ス
券
の
金
額
は
１

年
間
で
１
３
、
５
０
０
円
分
で

す
。
交
付
限
度
額
以
内
で
あ
れ

ば
、
両
方
の
券
を
組
み
合
わ
せ

て
交
付
で
き
ま
す
。

・
タ
ク
シ
ー
券　

１
枚
５
０
０
円

・
バ
ス
券　

１
０
０
円
券
・
50
円

券
※　

人
工
透
析
治
療
を
受
け
、
タ

ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
交
付
を

選
択
す
る
人
の
う
ち
、
通
院
距

離
が
片
道
２
㎞
以
上
で
毎
週
の

通
院
が
必
要
な
人
は
、
こ
の
タ

ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
ほ
か
に
、

別
途
タ
ク
シ
ー
券
（
通
院
距
離

に
よ
り
１
か
月
４
枚
か
ら
20
枚
）

を
交
付
し
ま
す
。

受
付
開
始
日　
４
月
１
日
㈬

※　

手
帳
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

３
月
中
の
前
渡
し
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
）

一
般
不
妊
治
療
費
な
ど
を

助
成
し
ま
す

健
康
・
福
祉

Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診

の
費
用
助
成
を
行
い
ま
す

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

平
成
27
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
・
バ
ス
券
を
交
付
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

３
月
ま
で

月
額
２
６
、
０
０
０
円

４
月
以
降

月
額
２
６
、
６
２
０
円

※　

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

介
護
手
当
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
、
手
当
支
給
の
調
整
が
あ

り
ま
す
。

福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）
も
手

当
額
が
変
更
と
な
り
ま
す

３
月
ま
で

月
額
１
４
、
１
４
０
円

４
月
以
降

月
額
１
４
、
４
８
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

３
月
ま
で

月
額
１
４
、
１
４
０
円

４
月
以
降

月
額
１
４
、
４
８
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障

が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

３
月
ま
で

・
重
度
（
１
級
）
障
が
い

月
額
４
９
、
９
０
０
円

・
中
度
（
２
級
）
障
が
い

月
額
３
３
、
２
３
０
円

４
月
以
降

・
重
度
（
１
級
）
障
が
い

月
額
５
１
、
１
０
０
円

・
中
度
（
２
級
）
障
が
い

月
額
３
４
、
０
３
０
円

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
）

紙
お
む
つ
な
ど

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
に
、
紙
お
む
つ
や
尿
採
り
パ
ッ

ト
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

要
件

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
要
介

護
４
又
は
５
に
認
定
さ
れ
た
在

宅
の
人

⑵　

⑴
に
該
当
す
る
人
の
世
帯
全

員
が
、
当
該
年
度
（
４
月
１
日

か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
申
請
に

つ
い
て
は
前
年
度
）
の
市
民
税

が
非
課
税
で
あ
る
こ
と

支
給
方
法　
年
間
４
万
円
を
限
度

に
現
物
を
宅
配
で
支
給

家
族
介
護
慰
労
金

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
に
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。
た

だ
し
、
介
護
者
（
申
請
者
）
が
当

該
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
前
年

度
）
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し

て
い
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

要
件

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
世
帯

全
員
が
当
該
年
度
（
４
月
１
日

か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
申
請
に

つ
い
て
は
前
年
度
）
の
市
民
税

が
非
課
税
で
あ
る
こ
と

⑵　

要
介
護
４
又
は
５
に
認
定
さ

れ
た
人
、
若
し
く
は
要
介
護
４

又
は
５
に
相
当
す
る
人

⑶　

在
宅
で
の
療
養
期
間
が
継
続

し
て
１
年
以
上
あ
り
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
人

支
給
額　
１
人
あ
た
り
10
万
円

在
宅
介
護
慰
労
金
の
支
給

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
に
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。
た

だ
し
、
介
護
者
（
申
請
者
）
が
当

該
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
前
年

度
）
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し

て
い
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

※　

家
族
介
護
慰
労
金
と
併
せ
て

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

要
件

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
要
介

護
４
又
は
５
に
認
定
さ
れ
た
在

宅
の
人

⑵　

支
給
対
象
期
間
と
な
る
１
年

間
の
う
ち
、
在
宅
で
の
療
養
期

間
が
１
８
０
日
以
上
あ
る
人

支
給
額　
１
人
あ
た
り
３
万
円

※　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
健
康
長
寿
課
内　

浜
田
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
９
３
２
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

自
己
負
担
額
を
引
き
上
げ
ま
す

　

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
「
脳

ド
ッ
ク
」
の
自
己
負
担
額
を
、
こ

れ
ま
で
の
４
、
３
０
０
円
か
ら
次

の
と
お
り
段
階
的
に
引
き
上
げ
ま

す
。

平
成
27
年
度　
　

７
、
０
０
０
円

平
成
28
年
度　
１
０
、
０
０
０
円

国
民
健
康
保
険
「
脳
ド
ッ
ク
」

　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

脳
梗
塞
・
脳
動
脈
瘤
・
脳
腫
瘍
な

ど
の
、
発
病
す
る
と
重
い
障
が
い

に
つ
な
が
る
病
気
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
、「
脳
ド
ッ
ク
」
を
受

け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

検
査
項
目　
問
診
・
身
体
計
測
・

診
察
・
視
力
検
査
・
眼
底
検
査
・

尿
検
査
・
血
圧
測
定
・
心
電
図
・

肝
機
能
検
査
・
脂
質
代
謝
検
査
・

腎
機
能
検
査
・
血
液
検
査
・
膵

機
能
検
査
・
血
糖
検
査
・
尿
酸

検
査
・
保
健
指
導
・
総
合
評
価
・

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭

部
断
層
撮
影
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の

血
管
撮
影
・
神
経
学
的
検
査
・

頸
動
脈
エ
コ
ー　

な
ど

※　

受
診
す
る
医
療
機
関
に
よ
っ

て
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
診
医
療
機
関　
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
・
益
田
医
師
会
病
院
・
益

田
赤
十
字
病
院

受
診
対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
74
歳
ま
で
の
人

※　

年
度
内
に
、
75
歳
に
到
達
す

る
人
は
応
募
で
き
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

各
種
物
品
・
手
当
な
ど
を

支
給
し
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険
「
脳
ド
ッ
ク
」
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

受
診
日
当
日
ま
で
に
、
浜
田

市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

⑵　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

⑶　

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
装

着
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
体

内
に
金
属
が
入
っ
て
い
な
い
こ

と
（
か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
相

談
の
上
、応
募
し
て
く
だ
さ
い
。）

⑷　

閉
所
恐
怖
症
で
な
い
こ
と

⑸　

平
成
24
・
25
・
26
年
度
（
過

去
３
年
の
間
）
に
脳
ド
ッ
ク
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

定
員　
４
３
０
人
（
内
訳
：
浜
田

自
治
区
３
０
０
人
・
金
城
自
治

区
35
人
・
旭
自
治
区
30
人
・
弥

栄
自
治
区
10
人
・
三
隅
自
治
区

55
人
）

自
己
負
担
額　
７
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
４
月
14
日
㈫
必
着

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診

希
望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・

③
性
別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連

絡
先
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
（
先
着
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

宛
名　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

役
所
医
療
保
険
課「
脳
ド
ッ
ク
」

係

は
が
き
記
入
例

効
と
な
り
ま
す
。

・
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
人
以
外

が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
24
・

25
・
26
年
度
と
も
応
募
し
、
抽

選
の
結
果
落
選
と
な
っ
た
人
の

受
診
を
優
先
し
ま
す
。

・
抽
選
の
結
果
は
、
４
月
下
旬
に

応
募
者
全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

注
意
事
項

・
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２

人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有

（表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市役所
医療保険課

「脳ドック」係

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
及

び
任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月

あ
た
り
の
保
険
料
は
、
１
５
、５
９

０
円
で
す
。

　

前
納
制
度
・
免
除
制
度
な
ど
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
納
付
特
例
と
は
、
所
得
の

少
な
い
学
生
が
申
請
し
、
承
認
さ

れ
る
こ
と
で
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
（
先
送
り
）
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　

学
生
で
あ
っ
て
も
、
修
業
年
限

が
１
年
未
満
の
課
程
な
ど
、
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
保
険
料
の
学
生
納

付
特
例
の
申
請
期
間
は
、
４
月
か

ら
平
成
28
年
３
月
ま
で
で
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

①
在
学
証
明
書
原
本
（
申
請
年
度

と
同
じ
年
度
の
も
の
）
又
は
学

生
証
の
写
し

②
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

※　

平
成
26
年
度
に
学
生
納
付
特

例
が
承
認
さ
れ
て
い
る
人
は
、

４
月
に
、
は
が
き
形
式
の
申
請

書
が
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。

※　

就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

・
本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

　

市
で
は
、次
の
案
件
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

件
名　
浜
田
市
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
（
案
）

募
集
・
閲
覧
期
間

４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

閲
覧
場
所

・
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

・
各
支
所
教
育
委
員
会
分
室

・
中
央
図
書
館

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

提
出
方
法　
指
定
の
様
式
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
又
は

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

電
話
や
口
頭
で
の
意
見
、
氏

名
・
住
所
が
明
記
さ
れ
て
い
な

い
意
見
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※　

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を

「
浜
田
市
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
（
案
）
に
係
る
意
見
」
と
し
、

指
定
の
様
式
を
添
付
し
て
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

指
定
の
様
式
は
、
閲
覧
場
所

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
学
校
教
育
課
指
導
相
談
係

【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜

田
市
殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
７

１
１
・
▢FAX
�
５
０
９
０
）】

Em
ail:gakkou@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
額
が
決
ま
り
ま
し
た

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

平
成
27
年
度
第
47
回
浜
田
市
美

術
展
で
は
、従
来
の
「
書
」「
絵
画
」

「
写
真
」「
自
由
作
品
」
部
門
に
加

え
、「
現
代
美
術
」
部
門
を
新
設
し

ま
す
。
既
存
の
部
門
を
越
え
た
独

創
的
な
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す

が
、
会
場
や
用
い
る
素
材
な
ど
、

表
現
の
制
約
も
あ
り
、
事
前
に
下

見
会
及
び
書
類
選
考
を
実
施
し
た

上
で
の
展
示
と
な
り
ま
す
。

浜
田
市
美
術
展

開
催
期
間　
10
月
３
日
㈯
～
12
日

㈷
（
全
部
門
共
通
）

現
代
美
術
部
門
下
見
会

　

下
見
会
で
、
会
場
や
応
募
方
法

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
ま
す

の
で
、
応
募
を
検
討
さ
れ
る
人
は

必
ず
下
見
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
参
加
す
る
場
合
は
、
５
月
７

日
㈭
ま
で
に
世
界
こ
ど
も
美
術
館

（
☎
�
８
４
５
１
）
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
10
日
㈰
・
17
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

内
容　

実
際
に
展
示
可
能
な
ス

ペ
ー
ス
を
見
て
い
た
だ
き
、
出

品
作
品
の
構
想
や
概
要
を
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
美
術
館
職
員
か

ら
会
場
使
用
や
表
現
方
法
の
条

件
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

※　

下
見
会
終
了
後
、
応
募
さ
れ

る
場
合
は
、
出
品
作
品
説
明
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
締
切
日

５
月
29
日
㈮

※　
「
書
」「
絵
画
」「
写
真
」「
自

由
作
品
」
部
門
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
の
募
集
と
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係
（
☎
�
９
７
３
０
）

　

国
際
交
流
員
の
キ
ン
バ
リ
ー
・

モ
ー
ガ
ン
さ
ん
と
一
緒
に
、
昔

習
っ
た
英
語
の
復
習
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

昼
の
部

日
時　
４
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬
・

５
月
20
日
㈬
・
６
月
３
日
㈬
・

17
日
㈬
（
全
５
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

夜
の
部

日
時　
４
月
15
日
㈬
・
５
月
12
日

㈫
・
27
日
㈬
・
６
月
10
日
㈬
・

24
日
㈬
（
全
５
回
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
各
15
人

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

（
会
員
５
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
４
月
３
日
㈮

　

キ
ン
バ
リ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
英

語
で
い
ろ
い
ろ
な
面
白
い
ト
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
英
語
力

を
よ
り
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。
授
業

は
、
全
て
英
語
で
進
め
ま
す
。

昼
の
部

日
時　
４
月
15
日
㈬
・
５
月
12
日

㈫
・
27
日
㈬
・
６
月
10
日
㈬
・

24
日
㈬
（
全
５
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

夜
の
部

日
時　
４
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬
・

５
月
20
日
㈬
・
６
月
３
日
㈬
・

17
日
㈬
（
全
５
回
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
各
10
人

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

（
会
員
５
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
４
月
３
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

榎一真さん
（浜田商業高校３年生）

あさひスポーツクラブ
（今市小学校３～６年生）

Team桜ノ実
デンジェラースガール
中吉

浜
田
市
美
術
展
「
現
代

美
術
部
門
」
下
見
会
を

開
催
し
ま
す

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

英
国
語
講
座with

キ
ン
バ
リ
ー

（
初
級
）

英
国
語
講
座with

キ
ン
バ
リ
ー

（
中
級
）

全国大会入賞
おめでとうございます

全国高等学校
ビブリオバトル2014
（東京都：１月11日）

準優勝

全国大会出場おめでとうございます

全国小学生雪合戦大会
（兵庫県：２月21日）

日本雪合戦選手権大会
（長野県：３月７日・８日）
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島根大学と包括的連携に関する協定
を締結しました（２月５日）

浜田市へＵＩターンされた皆さんとの意見交
換会を開催しました（２月８日）

島根県知事及び島根県議会議長に、浜田
港整備についての要望を行いました
（２月10日）

浜田市へ進出したＩＴ企業の㈱ｅ－Ｆｒｏｎｔ
が島根県企業立地計画の認定を受け、事業所立
地に関する覚書に調印しました（２月10日）

西日本旅客鉄道㈱米子支社に、食事付き観
光列車（浜田駅～長門市仙崎駅）の運行に
ついての要望を行いました（２月10日）

防衛省に、浜田港の海上自衛隊艦艇物資
補給基地としての活用についての要望を
行いました（２月12日）

旭温泉・美又温泉旅館組合から、パー
クゴルフ場建設の推進を要望する陳
情を受けました（２月17日）

浜田マリンライオンズクラブ認証10周年
記念式典に出席しました（２月22日）

三隅町で地域活性化に取り組む女性グループ
「石州三隅女子チャレンジ＋」が活動報告に
来られました（２月20日）

浜田市職員が取り組んでいる業務改善運動
「Ｍ－１グランプリ」の成果発表会を行いま
した（２月３日）

知事と語ろう！高校生フォーラムに出席
しました（２月６日）

邑南町との「食」を通じた観光・文化交
流協定の締結を記念したフォーラムに出
席しました（２月７日）

市長日記元気な浜田をつくります （平成27年２月）
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　２月23日㈪、３月末で閉校になる上府小学校で「黒板ジャッ
ク」が行われました。これは、児童に内緒で黒板に絵を描き驚
かせ、学校での思い出にしてもらおうと企画されたもので、県
内の高校の美術教諭や生徒など８人によって制作されました。
　何も知らずに登校して来た児童は、各クラスの黒板一面に描
かれた絵を見て、「びっくりした、すごい」「忘れられない」と
歓声を上げていました。児童は、各クラスの全作品を見終わる
と、「バイバイ」と言って惜しみながら絵を消していました。

　２月21日㈯、杵束公民館ミニ劇場が老人福祉センターで開催
されました。この催しは、「つどう・まなぶ・むすぶ」をテーマに、
公民館運営推進委員と公民館サークルや各種団体などが協力し
て毎年行っているものです。
　当日は、踊りや芝居・伝統芸能など18演目が行われました。
出演者は日頃の練習の成果を十二分に発揮され、飛び入り参加
の一発芸などもあり、満席の会場は大いに盛り上がりました。
また、地元の集落などからの出店もあり、地域みんなで協力し
て開催したイベントに来場者は満足した様子でした。

黒板一面に描かれた絵に驚く児童

観客も一体となって楽しみました

　２月23日㈪から３月５日㈭まで、ひな人形展が大麻公民館で
開催されました。これは、平成20年から開催されている地域の
人も心待ちにしているイベントです。期間中は、地域の皆さん
から借りたひな人形や長浜人形、つるし雛など約300体が公民
館に展示され、来場者は華やかな人形の数々に見とれていまし
た。
　３月１日㈰には、ひな祭りの会が開催され、地域の子どもや
大人25人が参加しました。自分たちで作ったにぎりずしを食べ
ながら、人形飾りを鑑賞して桃の節句を楽しみました。

　３月１日㈰、第34回岡見公民館まつりが「作ろう　ふれあい
広場　楽しい思い出　立ちあがろう　みんなの力で　豊かな郷
土」をスローガンに開催されました。
　今年のイベントには、22組の団体が踊りや子ども神楽、紙芝
居などの舞台発表をしました。館内には水墨画や手芸品などの
作品展示コーナーも設けられ、地域住民による手作りのバザー
もありました。会場は約350人の出演者や来場者でにぎわい、
スローガンのとおり、住民がふれあい、楽しい思い出となるお
まつりになりました。

自分たちでにぎりずしを作りました

相撲甚句教室の皆さんによる「ウシガミ淵の猿猴」

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

閉校前にすてきなプレゼント
～　黒板ジャックin上府小学校　～

はまだ

つどう・まなぶ・むすぶ
～　杵束公民館ミニ劇場　～

やさか

華やかなひな飾りを楽しむ
～　大麻公民館　ひな人形展・ひな祭りの会　～

はまだ

作ろう　ふれあい広場　楽しい思い出
～　第34回岡見公民館まつり　～

みすみ
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熱心に耳を傾ける参加者

上体起こし（腹筋）で好記録に挑む児童

各家庭の味を食べ比べ

札に手を伸ばす生徒

　２月19日㈭、高齢者交通安全教室がみどりかいかんで開催さ
れました。この教室は、高齢者クラブ連合会金城支部が高齢者
の交通事故防止を目的に毎年行っているもので54人が参加しま
した。昨年中の県内交通事故による死亡者数の約７割を高齢者
が占め、高齢者が絡む交通事故が非常に多くなっています。
　この日は、浜田警察署から運転時の状況を記録するドライブレ
コーダーの映像を交え、「○○だろうな」と安易な判断をせず、「も
しかしたら○○かもしれない」と危険予測することが重要である
など、運転者・歩行者それぞれの注意点の説明がありました。

　２月８日㈰、浜田市スポーツ少年団交歓会が松原小学校体育
館で行われました。これは、各団に所属する小学生の体力向上
に生かすための運動適性テストを行うもので、市内16団体で構
成する浜田市スポーツ少年団本部が毎年開催しています。
　今年は12団体から155人が参加し、腕立て伏せや５分間走な
ど５種目で自分の力の限界に挑戦しました。テストの後には、
参加者を８チームに分けて綱引きやおにごっこを行い、ほかの
団の団員との親睦を深めました。

　２月14日㈯・15日㈰の２日間、漬け物フェアが小波の里（金
城町波佐）で開催され、約220人の来場がありました。
　波佐・小国地区の住民が、地元で採れた大根や白菜などを粕
漬けや醤油漬けにした45品を出品し、味の特徴や工夫を凝らし
た点など生産者がコメントを添えた商品がズラリと並びました。
県内外から訪れた来場者は、試食したり、漬け方を出品者に尋
ねたりしながら、お目当ての漬け物を買い求め、「同じ漬け物
でも各家庭の味があり、食べ比べるのも楽しかった」と話して
いました。

　１月30日㈮、旭中学校で校内百人一首大会が行われ、全校生
徒56人が和の文化を学びました。
　詠み手には、以前同校のＰＴＡ会長を務められた三家本勤さ
んを招き、３・４人のチームで競うグループの部と学年で取り
札の数を競う学年対抗の部で対戦しました。
　生徒たちは、真剣な眼差しで競技に臨み、上の句が詠まれる
と「はい」と大きな声で札を取り合いました。熱気のこもった
雰囲気の中、勝敗に一喜一憂しながら交友を深めました。

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

交通事故ゼロを目指して
～　高齢者交通安全教室　～

かなぎ

各家庭の味を楽しんで
～　小波の里　漬け物フェア　～

かなぎ

伝統の遊びを通じ他学年と交流
～　旭中学校　百人一首大会　～

あさひ

運動適性テストに挑戦
～　浜田市スポーツ少年団交歓会　～

はまだ
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中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

　

４
月
23
日
㈭
は
「
子
ど
も
読
書

の
日
」
で
す
。
ま
た
、
23
日
㈭
か

ら
５
月
12
日
㈫
ま
で
「
こ
ど
も
の

読
書
週
間
」
で
す
。

　

浜
田
市
立
図
書
館
で
は
、
今
年

も
こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
あ
わ
せ

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

中
央
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
13
日
㈪
・
27
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

三
隅
図
書
館

開
館
時
間

火
曜
日
～
土
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
７
時

日
曜
日
・
祝
日

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

　

図
書
館
の
資
料
配
置
、
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
図
書
館

司
書
が
案
内
し
ま
す
。

開
催
日　
４
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

開
始
時
刻　
第
１
部　

午
前
11
時

　

第
２
部　

午
後
２
時

　

第
３
部　

午
後
３
時

受
付　
開
始
20
分
前
ま
で
に
総
合

案
内
で
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
（
参
加
無
料
）。

☆
映
画
会

子
ど
も
映
画
会

日
時　
４
月
19
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
２
時
５
分

タ
イ
ト
ル　
も
う
ひ
と
つ
の
ど
う

ぶ
つ
え
ん
～
絶
滅
動
物
も
の
が

た
り
～
（
２
０
０
９
年
角
川
映

画
）

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
４
月
26
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

タ
イ
ト
ル　
蝉
し
ぐ
れ　

（
２
０
０
５
年
日
本
作
品
）

こ
ど
も
の
読
書
週
間
特
別
上
映

日
時　
４
月
29
日
㈷

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

タ
イ
ト
ル　
ジ
ュ
マ
ン
ジ

（
１
９
９
５
年
ア
メ
リ
カ
作
品
）

☆
電
子
紙
芝
居

　

毎
月
第
２
土
曜
日
と
第
４
日
曜

日
に
電
子
紙
芝
居
を
上
演
し
て
い

ま
す
。

日
時　
４
月
11
日
㈯
・
26
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

中
央
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

お
は
な
し
タ
ン
ポ
ポ
お
は
な
し
会

　

物
語
や
昔
話
を
覚
え
語
っ
て
聞

か
せ
る
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
。

対
象　
５
歳
か
ら
大
人
ま
で

日
時　
４
月
５
日
㈰　

午
後
３
時
～
３
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
第
２
ホ
ー
ル

定
員　
先
着
20
人
（
申
込
不
要
）

金
城
図
書
館

み
ど
か
ん
倶
楽
部
お
は
な
し
会

日
時　
４
月
16
日
㈭　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

旭
図
書
館

ブ
ッ
く
ん
タ
イ
ム

日
時　
４
月
１
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　
絵
本
の
読
み
語
り
な
ど

三
隅
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
４
月
11
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
部
屋

内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
よ
る
絵
本
な
ど
の
読
み
語
り

対
象　
一
般
（
市
内
在
住
の
人
）

日
時　
毎
月
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
中
央
図
書
館

定
員　
20
人

申
込
締
切
日　
４
月
13
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

子
ど
も
読
書
会
の
会
員
は
、

市
内
の
各
学
校
を
通
じ
て
募
集

し
ま
す
。

　図書館では、司書がリレー形式でおす
すめの１冊を紹介していきます。
中央図書館　司書のおすすめ

「戦火の馬」　
マイケル・モーパーゴ著　評論社刊
（分類９３３）

　本書は、第一次世界大戦下に軍馬とし
て駆り出され、過酷な状況に置かれる１
頭の馬ジョーイと、愛馬のために戦地に
旅立つ少年アルバートとの強い絆を描い
た物語です。戦時下にありながらも、１
頭の馬が敵味方の隔てを越えて出会う
人々と、少年との間に生まれる奇跡に、
心が震えます。本書は舞台化や映画化も
され、日本でも公開されました。幅広い
世代の人に読んでいただきたい、おすす
めの１冊です。

　

４
月
か
ら
三
隅
図
書
館
の
開
館

時
間
を
変
更
し
ま
す
。
利
用
の
際

は
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

図書館情報こ
ど
も
の
読
書
週
間

こ
ど
も
の
読
書
週
間

「
本
は　

キ
ラ
キ
ラ　

万
華
鏡
」

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

☆
こ
ど
も
の
読
書
週
間
企
画

「
図
書
館
ツ
ア
ー
」

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

読
書
会
の
会
員
を

　
　
　
　募
集
し
ま
す

三
隅
図
書
館
の
開
館
時
間

が
変
わ
り
ま
す

司書がすすめるこの１冊！
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１
月
28
日
㈬
、
平
成
26
年
度
優
秀

卒
業
研
究
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
全
１
年
生
を
対

象
と
し
て
、
秋
学
期
に
開
講
し
て
い

る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
フ
ィ
ー
ル

ド
・
セ
ミ
ナ
ー
」
の
最
終
プ
ロ
セ
ス

と
な
る
合
同
成
果
発
表
会
を
、
去
る

１
月
22
日
㈭
に
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
講

堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
浜
田
市
内

を
は
じ
め
と
し
た
地
域
や
企
業
・
行

政
関
係
の
皆
さ
ん
に
も
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
学
生
は
、
各
ゼ
ミ
の

ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
で
の
発
表
を
行
い
、
質

問
に
対
し
て
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
に
よ

る
コ
ン
テ
ス
ト
投
票
も
行
わ
れ
、
得

票
数
上
位
３
ゼ
ミ
を
「
い
い
ね
！
大

　

韓
国
・
啓
明
大
学
校
か
ら
の
交

換
留
学
生
が
留
学
生
活
を
終
え
、

平
成
27
年
２
月
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
浜
田
市
の
皆

さ
ん
に
向
け
て
、
お
礼
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
、
李い　

炳び
ょ
ん

沐も
く

で
す

　

去
年
の
３
月
30
日
に
浜
田
に
来
た

と
き
の
記
憶
が
、
ま
る
で
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
以
前

に
１
カ
月
、
広
島
で
短
期
間
勉
強
し

た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
と

き
と
同
じ
よ
う
に
、
や
は
り
最
後
に

な
る
と
「
も
う
少
し
頑
張
っ
た
ら
よ

か
っ
た
」
な
ど
後
悔
や
名
残
を
感
じ

な
が
ら
も
、「
浜
田
で
１
年
間
過
ご

し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
い
う
楽

し
く
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
も
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
島
根
県
立
大
学
に
来

て
初
め
て
の
授
業
や
、
私
が
い
た
韓

国
の
大
学
で
は
な
か
っ
た
「
ゼ
ミ
」

と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
授
業
…
、
最
初

は
慣
れ
な
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
と
き
、
優
し
く
教
え
て
く
れ

た
国
際
交
流
会
館
の
皆
さ
ん
、
韓
国

に
つ
い
て
よ
く
分
か
ら
な
く
て
も
い

ろ
い
ろ
聞
い
て
く
れ
た
先
生
・
ゼ
ミ

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
元
気
の
な
い

と
き
に
い
つ
も
励
ま
し
て
く
れ
た
ハ

ン
グ
ル
の
皆
さ
ん
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
、
無
事
に
１

年
間
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
浜
田
の
皆
さ
ん
に
会
え
る
こ
と
を

心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
28
日
㈬
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
奨
励
し
、
学
生
に
よ
る

地
域
交
流
や
地
域
貢
献
活
動
を
促
進

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
と

抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
今
年
度
活
動
し
た

上
位
者
を
表
彰
し
、
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
抽
選
会

で
は
、「
浜
田
市
共
通
商
品
券
」
や

「
乗
馬
体
験
」「
手
す
き
和
紙
体
験
」

な
ど
地
域
で
の
体
験
チ
ケ
ッ
ト
の
抽

選
で
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
学
生
の
成
長
に
資
す

る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

　

今
年
度
は
、
２
４
３
点
の
卒
業
研

究
の
中
か
ら
各
教
員
よ
り
推
薦
が
22

点
あ
り
、
そ
の
内
の
10
点
が
優
秀
賞

と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
度
は
優
秀
な
卒
業
論
文
が
多
数

あ
っ
た
た
め
、
今
回
に
限
り
「
総
合

政
策
学
会
特
別
賞
」
を
設
け
る
こ
と

と
な
り
、
５
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
当
日
に
は
、
優
秀
賞
・
特

別
賞
の
授
賞
式
を
行
い
、
８
点
の
卒

業
研
究
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
卒
業
研
究
の
作
成
に

取
り
掛
か
る
本
学
３
年
生
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
発
表
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

賞
」
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

発表会後の記念撮影

ポスターセッションの様子

手前、左から2番目が李さん

当選した学生

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖
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vol.138
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

優
秀
卒
業
研
究
発
表
会

　
　
　
　
を
開
催
し
ま
し
た

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
フ
ィ
ー

ル
ド
・
セ
ミ
ナ
ー
合
同
成
果

発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

１
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
学

生
を
対
象
と
し
た
表
彰
式
と

抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
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現
在
、
石
正
美
術
館
で
は
２
つ
の

展
覧
会
を
開
催
中
で
す
。

　

本
館
の
「
石
本
正　

ロ
マ
ネ
ス
ク

へ
の
憧
れ
」
で
は
、
日
本
画
家
・
石

本
正
（
94
歳
・
三
隅
町
出
身
）
の
、

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
へ
の
憧
れ
か

ら
生
ま
れ
た
作
品
を
中
心
に
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
新
館
で
は
、「
西
久
松
吉
雄

祈
り
の
地
・
古
の
風
景
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
日
本
の
風
土
を
テ
ー
マ

に
、
深
い
精
神
性
を
た
た
え
る
作
品

の
数
々
を
発
表
し
続
け
て
い
る
日
本

画
家
・
西
久
松
吉
雄
（
63
歳
）。
彼

は
京
都
市
立
芸
術
大
学
に
お
い
て
石

本
正
に
学
ん
だ
画
家
の
１
人
で
、
そ

の
作
品
に
つ
い
て
石
本
も
高
く
評
価

し
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
石
本
の

推
薦
に
よ
っ
て
昨
年
新
た
に
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
加
わ
っ
た
作
品
２
点
を
含

め
た
約
30
点
の
作
品
を
、
２
期
に
分

け
て
展
示
し
ま
す
。

会
期　
６
月
26
日
㈮
ま
で

※　

新
館
の
み
、
期
間
中
に
展
示
替

え
が
あ
り
ま
す
（
第
１
期
５
月
６

日
(振)
ま
で
、
第
２
期
５
月
８
日
㈮

～
６
月
26
日
㈮
）。

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金一

般　
　

６
０
０
円（
５
０
０
円
）

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　

（　

）
内
は
団
体
料
金
で
す
。

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

開
館
、
翌
日
休
館
）

西久松吉雄「日本海」1985年

　この教室は、石本が「絵を描くよろこび」を多くの人に伝
えたいと願い、平成13年の開館時から始まりました。ここに
は「絵を描くよろこび」が満ちています。全国各地からやっ
てくる人々と一緒に楽しく絵を描きませんか。
日時　４月11日㈯・12日㈰（要予約）
場所　石正美術館創作室　　料金　7,500円　

　企画展「西久松吉雄　祈りの地・古の風景」を記念して、
画家本人による特別講演会を開催します。日本を代表する日
本画公募団体の１つ・創画会の会員として画壇の第一線で活
躍する西久松画伯の、これまでの歩みや作品に込めた想いを
お話しいただきます。ぜひ、ご参加ください。
日時　４月11日㈯　午前10時～正午（参加無料）
場所　石正美術館創作室

※　詳しくは、お問い合わせください。
問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）　

≪本館・新館展示室≫
【本館】
石本正　ロマネスクへの憧れ

６月26日㈮まで
【新館】
西久松吉雄　祈りの地・古の風景

６月26日㈮まで

≪ギャラリー展示≫
新田芳道　水墨画作品展　

４月３日㈮まで
「石見の春」展　

４月４日㈯～24日㈮
田中昭則　和紙写真展「Berlin2014」

４月25日㈯～５月８日㈮

≪イベント情報≫
田中昭則　和紙写真展「Berlin2014」
作品解説会

４月25日㈯　午後２時～３時

有

料

広

告

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎第47回石本正絵画教室（裸婦デッサン会）参加者募集

◎西久松吉雄　特別講演会
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世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
の
工
作
番
組
「
ノ
ー
ジ

の
ひ
ら
め
き
工
房
」や
工
作
絵
本「
か

お
ノ
ー
ト
」
で
お
馴
染
み
のtupera 

tupera

の
絵
本
原
画
展
を
開
催
し
ま

す
。

　

本
展
で
は
、「
パ
ン
ダ
銭
湯
」や「
し

ろ
く
ま
の
パ
ン
ツ
」・「
ワ
ニ
ー
ニ
の

ぼ
う
け
ん
」・「
か
お
ノ
ー
ト
」
な
ど
、

21
タ
イ
ト
ル
の
絵
本
原
画
を
前
期
・

後
期
に
分
け
て
展
示
し
、
あ
わ
せ
て

「T
つ

み

き

SU
M

IKI D

ド

ー

ル

O
LL

」
な
ど
の
立
体

作
品
も
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、「
パ
ン
ダ
銭
湯
」

を
再
現
し
た
コ
ー
ナ
ー
や
「
ワ
ニ
ー

ニ
の
ぼ
う
け
ん
」
に
登
場
す
る
ワ

ニ
ー
ニ
の
衣
装
を
着
る
こ
と
が
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
、
工
作
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
見
る
だ
け
で
な
く
、
参
加
体

験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
め
じ
ろ
押
し

で
す
。
ま
た
、
４
月
19
日
㈰
に
は
、

tupera tupera

の
２
人
を
お
招
き

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
、
こ
の
機
会
にtupera 

tupera

の
絵
本
の
世
界
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

会
期　
前
期　

４
月
24
日
㈮
ま
で

後
期　

４
月
25
日
㈯
～

５
月
31
日
㈰

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

《
な
り
き
り
お
面
を
つ
く
ろ
う
》

　

t

ツ

ペ

ラ

upera t

ツ

ペ

ラ

upera

さ
ん
と
一
緒
に

愉
快
な
お
面
作
り
に
挑
戦
！

日
時　
４
月
19
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
１
階
創
作
室

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

定
員　
先
着
30
人
（
要
予
約
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

《tupera tupera

サ
イ
ン
会
》

日
時　
４
月
19
日
㈰　

午
後
４
時
～

場
所　
２
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

定
員　
先
着
１
０
０
人

※　

会
場
で
書
籍
を
購
入
さ
れ
た
人

に
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に

１
階
創
作
室
に
て
。

tupera tupera

の
作
品
に
挑
戦

し
よ
う
！

《
こ
ろ
こ
ろ
お
ば
さ
ん
》

　

紙
で
、
こ
ろ
こ
ろ
転
が
る
お
ば
さ

ん
を
作
ろ
う
！

◎
４
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
へ
ら
へ
ら
ぞ
く
》

　

へ
ら
を
使
っ
て
、
へ
ら
へ
ら
し
て

い
る
人
を
作
っ
て
み
よ
う
。

◎
４
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
な
り
き
り
か
お
バ
ッ
ク
》

　

紙
袋
に
色
紙
や
毛
糸
を
貼
っ
て
、

か
お
バ
ッ
ク
を
作
ろ
う
！

◎
４
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
わ
く
わ
く
エ
コ
バ
ッ
ク
》

　

ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
で
お
し
ゃ
れ

な
エ
コ
バ
ッ
ク
を
作
る
よ
。

◎
４
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

《
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
に
挑
戦
！
》

　

カ
ラ
フ
ル
な
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
で

作
品
を
作
ろ
う
！

◎
４
月
29
日
㈷

参
加
費　
１
人
４
０
０
円

tupera tupera
（撮影者：RYUMON KAGIOKA）

なりきりお面をつくろう

「t

ツ

ペ

ラ

upera t

ツ

ペ

ラ

upera

絵
本
の

お
も
ち
ゃ
箱
」
展　
開
催
中

４
月
の
休
館
日

月
曜
日　
６
日
・
13
日
・
20
日

27
日

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.220

有

料

広

告

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト
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今
、
目
が
見
え
に
く
く
て
日
常
生

活
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
？

　

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
と
は
、
今

持
っ
て
い
る
視
機
能
を
最
大
限
に
活

用
し
、
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
す

ケ
ア
の
こ
と
で
す
。
見
え
に
く
い
こ

と
で
困
っ
て
い
る
人
・
家
族
の
人
・

支
援
者
の
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

対
象　
眼
疾
患
患
者
家
族
・
医
療
保

健
福
祉
関
係
者
・
そ
の
ほ
か
関
心

の
あ
る
人

日　
４
月
12
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
階
４
０
１
・
４

０
２
研
修
室

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
日
本
網
膜
色
素
変
性
症
協

会
山
陰
支
部　

支
部
長　

安
部
利
一
さ
ん
（
☎
０

９
０
‐
４
６
５
５
‐
２
３
２
３
）

事
務
局
長　

奥
美
和
子
さ
ん
（
☎

０
９
０
‐
６
８
３
９
‐
２
１
２
０
）

　

点
訳
・
朗
読
の
知
識
や
技
術
を
習

得
し
て
、
視
覚
障
が
い
者
の
皆
さ
ん

が
利
用
す
る
点
字
図
書
や
、
録
音
図

書
を
作
る
奉
仕
員
を
養
成
す
る
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
点
訳
・
朗
読
奉
仕
を
希
望
す

る
65
歳
未
満
の
人
で
、
簡
単
な
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
、
講
習
会
終

了
後
に
継
続
し
て
活
動
が
続
け
ら

れ
る
人

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

日　
４
月
16
日
㈭
～
平
成
28
年
３
月

31
日
㈭
の
木
曜
日
（
全
24
回
）

午
前
10
時
～
正
午

料　
１
、
０
８
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
締
切
日　
４
月
15
日
㈬

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
習
会

日　
５
月
21
日
㈭
～
平
成
28
年
３
月

３
日
㈭
の
木
曜
日
（
全
22
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
15
分

料　
８
６
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
締
切
日　
５
月
20
日
㈬

共
通
事
項

場　
い
わ
み
ー
る
４
階
視
聴
覚
研
修

室
申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

当
日
、
会
場
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

申
・
問　
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３
４
・
▢ＦＡＸ 

�
９
３
３
５
）

　

初
め
て
の
人
も
経
験
の
あ
る
人
も
、

楽
し
く
作
れ
ま
す
。

日　
毎
月
第
４
木
・
日
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

場　
石
見
公
民
館

定　
12
人

料　
１
回　

１
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

受
付
開
始
日　
４
月
６
日
㈪

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
を
持
参
し

　

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
公
民
館

（
☎
�
１
３
８
０
）

　

小
学
生
の
心
身
の
発
達
を
考
慮
し

な
が
ら
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て

団
体
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
校
２
年
生

以
上

日　
毎
週
木
・
土
曜
日　

木
曜
日　

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

場　
原
井
小
学
校
体
育
館

土
曜
日

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

場　
三
階
小
学
校
体
育
館

料　
年
会
費　
　

１
２
、
０
０
０
円

保
険
料　
　
　
　
　

８
０
０
円

申
・
問　
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟　

白
瀬　

亘
さ
ん
（
☎
�
０
６
９
０
）

金
岡
敬
子
さ
ん
（
☎
�
１
８
７
３
）

　

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
団

員
を
募
集
し
ま
す
。
合
唱
の
魅
力
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
校
２
年
生
～
高
校
３
年

生
練
習
時
間

毎
週
土
曜
日

午
後
２
時
～
４
時
30
分

有

料

広

告

教
室
・
講
座

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
研
修
会

点
訳
・
朗
読
奉
仕
員

養
成
講
習
会

大
人
の
パ
ン
教
室

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団

39
期
生
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教
室
で
は
、
明
る
く
・
楽
し
く
・

元
気
よ
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
県
立
大

学
の
学
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
基

本
技
術
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
者
は
公
式
戦
に
も
出

場
で
き
ま
す
。

対
象　
市
内
の
小
学
生

日　
毎
週
土
曜
日　

午
後
２
時
～
４
時

場　
島
根
県
立
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定　
先
着
50
人

料　
半
期
４
、
０
０
０
円

※　

前
期
は
４
月
～
９
月
で
す
。

※　

任
意
で
年
間
８
０
０
円
の
ス
ポ

ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
練
習
日
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
練
習
日
に
会
場

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

※　

体
験
教
室
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※　

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト
・

運
動
し
や
す
い
服
装
・
飲
み
物
・

帽
子
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

ラ
ケ
ッ
ト
は
、
貸
出
用
が
あ
り

ま
す
。

問　
浜
田
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

河
上
康
斉
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４

６
９
３
‐
０
９
１
３
）

E
m

a
il:k

a
w

a
k

a
m

i.ten
n

is@
docom

o.ne.jp

平成27年度　浜田公民館主催事業各種教室 申・問　浜田公民館（☎�９３５８）

教室名 日時 定員 年会費及び材料費，教材費 開講日

囲碁お楽しみ会 第２水・金曜日
第４金曜日 　9:00～16:00 － 無料

４月

８日㈬

子育てママクラブプチ 第２・４火曜日 10:00～11:30 ー 年間費　1,000円 14日㈫

将棋を楽しむ会 第２・４日曜日 10:30～12:30 ー 無料 26日㈰

３B体操 第１・３土曜日 10:00～11:30 25人 年会費　5,000円
（道具のない人は道具代が別途必要）

５月

２日㈯

ヨーガ教室 第２・４金曜日 13:30～15:00 20人 年会費　5,000円 　 ８日㈮

絵手紙教室 第２土曜日 　9:30～11:30 20人 年会費　5,000円 　 ９日㈯

木目込み人形 第２水曜日 13:30～16:00 30人 年会費　1,000円
（初回材料代　1,500円） 13日㈬

フラダンス 第１・３火曜日 　9:30～10:30 20人 年会費 　5,000円 　 19日㈫

料理教室 第３木曜日 10:00～13:00 20人 年会費・材料代　11,000円 21日㈭

筆ペン教室 第４月曜日 　9:30～11:30 30人 年会費・教材代　8,000円
25日㈪

ペン習字 第４月曜日 14:00～16:00 30人 年会費・教材代　8,000円

男の料理 第４水曜日 18:30～21:00 20人 年間費・材料費　11,000円 27日㈬

毎
週
日
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
正
午

※　

土
曜
日
又
は
日
曜
日
の
い
ず
れ

か
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

日
曜
日
の
正
午
か
ら
午
後
５
時

ま
で
は
、
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
の

指
導
を
行
い
ま
す
。

練
習
場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
・
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム

申
込
方
法　
は
が
き
に
、
氏
名
・
学

年
・
保
護
者
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

申　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
【
〒
６
９
７

‐
０
０
２
４　

浜
田
市
黒
川
町
４

１
７
５
】

問　
浜
田
少
年
少
女
合
唱
団

真
田
節
子
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
３

１
７
３
‐
６
８
８
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

浜
田
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
）

　
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
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前期スポーツ教室一覧表

教室名 曜日 時間 募集対象 定員 開講日 
（５月）

レスリング 火 18:30～20:00 幼児～中学生 30人
12日

剣　道 火・木 19:00～20:30 小中学生 60人

かんたんエアロビクス

水

　9:30～10:50
一般 40人

13日

レクリエーションスポーツ
ラージボール卓球 13:15～14:45

居合道 18:30～20:00
小学校４年生
～中学生 10人

高校生以上 20人

柔　道 水・金 19:00～20:30 幼児～中学生 60人 ８日

ママ＆ベビーキッズ３Ｂ 木 10:00～11:30 乳児～入園前
幼児と保護者 30組 14日

フレッシュアップ３Ｂ
金

　9:30～11:00

一般

20人
８日

気功・太極拳（昼） 13:30～15:00
30人

気功・太極拳（夜） 土 18:30～20:00 ９日

前期スポーツ教室一覧表
教室名 曜日 時　間 対象 定員 参加料 開始日 

（５月）

キッズ広場 火
15:20～16:20

年中（H22.4月～
H23.3月生） 15人

2,500円
12日

キッズ体操 水 年長（H21.4月～
H22.3月生） 25人 13日

体操競技　※ 火・水 16:30～18:30 小学校１～３年生 12人 4,000円 12日
ジュニアバドミントン 水 17:00～18:30 小学校４～６年生 30人

2,500円

13日
ふれあい広場

木
16:00～17:00 小学校１～３年生 60人

14日ジュニア卓球
17:00～18:30

小学校４～６年生 30人
体操 小学生 40人
ジュニアテニス

金

小学校４～６年生

20人 15日トランポリン 19:00～20:50 小学生以上
小中高2,500円 
一般5,200円 
親子6,200円

ソフトテニス（夜） 火

19:00～20:50 中学生以上

60人
中高2,500円 
大学4,200円 
一般5,200円

12日
テニス（水） 水 40人 13日
バドミントン 木 50人 14日
卓球・ラージボール卓球（金） 金 15日
にこにこビクス　　　 土 10:30～11:50 20人 16日
フォークダンス 水 19:00～20:50

高校生以上
50人 高校2,500円 

大学4,200円 
一般5,200円

13日

介護予防体操 木 19:00～20:30 20人 14日
のびやか３Ｂ体操

火
10:00～11:30

一般

30人

5,200円

12日だれでもソフトテニス 10:00～12:00
卓球・ラージボール卓球（火） 13:30～15:30 50人
ヨガ（木） 木 10:00～11:30

20人

14日ソフトテニスクラブ 10:00～12:00テニス（金）

金 15日フィットウォーク 13:30～15:30
ヨガ（金） 19:00～20:30
レクリエーションバレー 19:00～20:50 40人女性軽スポーツ 木 13:30～15:00 一般女性 14日
軽スポーツ 火 14:00～15:30 45歳以上 30人 12日
※　体操競技教室は、実技認定が必要です。

　

健
康
保
持
増
進
と
体
力
作
り
を
図

り
、
武
道
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
を
目
的
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間

５
月
８
日
㈮
～
９
月
30
日
㈬

料　
一
般　
　
　
　

５
、
２
０
０
円

大
学
生　
　
　
　

４
、
２
０
０
円

小
・
中
学
生
・
高
校
生

（
週
２
回
課
程
）
４
、
０
０
０
円

（
週
１
回
課
程
）
２
、
５
０
０
円

マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
キ
ッ
ズ

６
、
２
０
０
円

受
付
開
始
日　
４
月
11
日
㈯

午
後
１
時
～

定　
左
表
の
と
お
り
（
先
着
順
）

申
・
問　
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

開
設
期
間

５
月
12
日
㈫
～
10
月
29
日
㈭

受
付
開
始
日　
４
月
11
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～

定　
左
表
の
と
お
り
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
申
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

申
込
書
は
、
県
立
体
育
館
に
あ

り
ま
す
。

申
・
問　
県
立
体
育
館

（
☎
�
１
２
０
１
）

石
見
武
道
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

県
立
体
育
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

４
月
１
日
㈬
午
前
９
時
～
13
日
㈪

（
受
信
有
効
）

受
験
資
格　

・
昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
人
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び
平
成
28

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

試
験
区
分

・
労
働
基
準
監
督
官
Ａ
（
法
文
系
）

・
労
働
基
準
監
督
官
Ｂ
（
理
工
系
）

第
１
次
試
験　
６
月
７
日
㈰

試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

※　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
労

働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
情
報
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/

general/saiyo/kantokukan.
htm

l

問　
島
根
労
働
局
総
務
課
人
事
係

（
☎
０
８
５
２
⑳
７
０
０
５
）

初
歩
か
ら
学
べ
る
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

　

基
本
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
講
習
を
進

め
、
再
就
職
す
る
人
・
転
職
を
希
望

す
る
人
・
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
初
め
て

の
人
ま
で
安
心
し
て
受
講
で
き
ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
、
雇
用
保
険
の

受
給
資
格
の
な
い
人

※　

対
象
者
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
日　
５
月
７
日
㈭　

午
前
10
時
～

選
考
場
所　
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ

ソ
コ
ロ
浜
田
教
室

定　
12
人

※　

応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
１
３
、
０
６
８
円
が
必
要
）

訓
練
期
間

５
月
26
日
㈫
～
８
月
25
日
㈫

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
20
分

選
考
方
法　
面
接

※　

上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
４
月
27
日
㈪

申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業

相
談
・
手
続
を
し
た
後
、
受
講
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
又
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申　
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
ソ
コ
ロ

浜
田
教
室
【
〒
６
９
７
‐
０
０
３

４　

浜
田
市
相
生
町
３
９
０
５
番

地
（
☎
�
７
７
６
７
）】

問　
浜
田
市
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田
）

（
☎
�
８
６
０
９
）

日　
４
月
19
日
㈰

受
付　
午
前
８
時
45
分
～

開
始　
午
前
９
時
～

場　
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目　
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

料　
２
、
０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

※　

損
害
保
険
料
を
含
み
ま
す
。

※　

当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
４
月
11
日
㈯
必
着

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.kkisp.jp/

※　

メ
ー
ル
の
場
合
は
、件
名
を
「
海

浜
公
園
ミ
ッ
ク
ス
申
込
」
と
し
、

氏
名
・
ふ
り
が
な
・
所
属
ク
ラ
ブ
・

生
年
月
日
・
代
表
者
の
住
所
及
び

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
０
０
０
３　

浜
田
市
国
分
町
１
６
４
４
‐
１

（
☎
�
２
２
３
１
・
▢ＦＡＸ
�
０
７
９

５
）】

浜
田
市
テ
ニ
ス
協
会　

猪
野
さ
ん

（
☎
�
１
９
７
３
）

Em
ail:ino573@

plum
.ocn.ne.jp

日　
４
月
25
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
国
府
出
張

所
前

清
掃
場
所　
畳
ケ
浦
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

今
回
は
第
90
回
記
念
大
会
で
す
。

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
中
国
電
力

陸
上
競
技
部
の
選
手
を
招
待
し
ま
す
。

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
は
、中
学
男
子
３
、

０
０
０
ｍ
、中
学
女
子
１
、５
０
０
ｍ
、

小
学
男
子
１
、０
０
０
ｍ
、
小
学
女
子

６
０
０
ｍ
に
出
場
予
定
で
す
。

日　
４
月
29
日
㈷

場　
浜
田
市
陸
上
競
技
場

参
加
種
目

一
般
男
子
（
高
校
生
以
上
）16

種
目

一
般
女
子
（
高
校
生
以
上
）13

種
目

中
学
生
男
子　
　
　
　
　

15
種
目

中
学
生
女
子　
　
　
　
　

13
種
目

小
学
生
男
子　
　
　
　
　

11
種
目

小
学
生
女
子　
　
　
　
　

11
種
目

料・
高
校
・
一
般
の
部

１
種
目
１
人　
　
　
　

７
０
０
円

リ
レ
ー
１
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円

・
中
学
校
の
部

１
種
目
１
人　
　
　
　

４
０
０
円

リ
レ
ー
１
チ
ー
ム　
　

５
０
０
円

・
小
学
校
の
部

１
種
目
１
人　
　
　
　

３
０
０
円

リ
レ
ー
１
チ
ー
ム　
　

４
０
０
円

申
込
締
切
日　
４
月
16
日
㈭
必
着

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
市
陸
上
競
技

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ttp

://h
a

m
a

d
a

rik
u

jy
o

u
.

sakura.ne.jp/

※　

申
込
み
に
併
せ
て
、
参
加
料
を

郵
便
振
替
で
振
り
込
ん
で
く
だ
さ

い
（
口
座
番
号
０
１
３
６
０
‐
５

‐
７
２
９
４
５
浜
田
市
陸
上
競
技

協
会
）。

申　
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

Em
ail:iw

am
i@

flute.ocn.ne.jp

問　
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

斎
藤
博
之
さ
ん
（
☎
�
４
９
６
９
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

資
格
・
試
験

労
働
基
準
監
督
官

求
職
者
支
援
訓
練

（
基
礎
コ
ー
ス
）

募

集

石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
90
回
記
念

石
見
陸
上
競
技
大
会
参
加
者
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親
子
で
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、

友
達
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
地
域
の
人

た
ち
と
一
緒
に
行
う
行
事
や
楽
し
い

体
験
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。ま
た
、

園
舎
・
園
庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
の

で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
未
就
園
児
親
子

日　
初
回　

４
月
22
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時
30
分

園
開
放　
毎
週
月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
美
川
幼
稚
園

※　

周
辺
に
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

料　
年
会
費　

前
期　

３
０
０
円

後
期　

３
０
０
円

問　
美
川
幼
稚
園

（
☎
�
０
１
８
５
）

　

５
月
の
風
と
日
ざ
し
を
浴
び
な
が

ら
、
伝
統
文
化
や
史
跡
を
訪
ね
ク
イ

ズ
に
答
え
て
街
並
み
を
探
検
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
島
根
県
予
選
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま

す
。

対
象　
ど
な
た
で
も
（
小
学
校
４
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
大
会
島
根
県

予
選
参
加
資
格

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

⑴　

県
内
在
住
で
、
昭
和
31
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

⑵　

チ
ー
ム
は
５
人
編
成
で
、
男
女

の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑶　

競
技
に
耐
え
ら
れ
る
健
康
な
人

日　
５
月
９
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

受
付　
午
前
９
時
～
９
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る

料　
１
人
５
０
０
円

※　

ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
を
含
み
ま
す
。

申
込
締
切
日　
４
月
28
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

※　

雨
天
の
場
合
は
、
雨
具
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会　

鳥
落
隆
子
さ
ん
（
昼
☎
�

７
７
９
２
・
▢ＦＡＸ
�
７
８
１
３
・
夜

☎
�
３
５
３
７
・
▢ＦＡＸ
�
３
８
７
３
）

　

あ
な
た
の
技
術
や
経
験
を
活
か
し

て
、
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
持
つ
人

青
年
海
外
協
力
隊　

満
20
歳
～
満
39
歳
（
５
月
11
日
時

点
）

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

満
40
歳
～
満
69
歳
（
５
月
11
日
時

点
）

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈬
～
５
月
11

日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
所
定
の
応
募

書
類
を
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

応
募
書
類
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.jic

a
.g

o
.jp

/
volunteer/application/seinen/

現
職
参
加　
休
職
な
ど
に
よ
り
、
所

属
先
に
身
分
を
残
し
た
ま
ま
参
加

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

体
験
談
・
説
明
会

日　
４
月
４
日
㈯

青
年
海
外
協
力
隊　

午
後
４
時
～
６
時

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

午
後
２
時
～
４
時

場　
松
江
テ
ル
サ
４
階
研
修
室
１

※　

資
料
請
求
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
国
際
協
力
機
構
中
国
国
際

セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
）
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
【
〒
７
３
９
‐

０
０
４
６　

東
広
島
市
鏡
山
３
‐

３
‐
１
（
☎
０
８
２
‐
４
２
１
‐

６
３
０
５
）】

Em
ail:jicacic-jocv@

jica.go.jp

団　名 練習日 練習場所 問い合わせ先 電話番号
上府剣道 土 国府小体育館 市野不盡 �１０７８
長沢剣道 土・日 石見小体育館 渡辺美紀 090-7774-3060
三隅柔道 月・水・金 三保公民館 平川隆夫 090-3373-0105

浜田テコンドー
火 石見公民館

田淵　裕 090-1337-1696水 周布公民館
金 石見武道館

浜田中央（ソフトボール) 土・日・祝 原井小校庭 川辺孝之 090-3375-1258
金城野球 土・日・祝 雲城小校庭 福原祐司 090-4802-1277
国府野球 土・日・祝 国府ふれあい広場 森下俊光 090-9734-9782
西部野球 土・日・祝 周布小校庭 小田昭司 090-5692-9308
浜田市野球 土・日・祝 松原小校庭 三浦　聡 090-7779-1582
美川野球 土・日・祝 美川農村広場 長見優治 090-8241-3703

三隅少年野球クラブ 土・日・祝 田ノ浦公園 
ソフトボール場 山本勝利 090-4893-2857

雲雀丘（ソフトボール）
日又は土 雲雀丘小学校 堀内康二 090-8069-5522

雲雀丘（バスケット）
波佐（バドミントン） 金 波佐小体育館 小田和彦 090-3176-7527
国府バレーボール 火・木・土 国府小体育館 宮田　徹 080-1907-3637
周布バレーボール 水・日 周布小体育館 熊谷一二三 090-8992-2686
みすみＳmileys（バレーボール）月・水・日 三隅小体育館 村木勝也 090-1682-9110

　

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、

小
学
生
以
上
を
対
象
に
随
時
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
見
学

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
指
導
者
２
人
以
上
、
小
中

高
校
生
10
人
以
上
で
新
規
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
・
問　

活
動
内
容
・
入
団
申
込
み
に
つ
い
て

　

左
表
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
団
の
紹

介
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新
規
設
立
に
つ
い
て　

本
庁
教
育
委
員
会
内
浜
田
市
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局

（
☎
�
９
７
２
１
）

美
川
幼
稚
園
な
か
よ
し
会

浜
田
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
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浜田
市役所

東分庁舎

祭り会場
Ｐ

法務局

歩行者天国として開放

裁判所

国
道
186
号

国道９号

浜田川

お
題　
「
人
」

※　

お
題
は
「
人ひ

と

」
で
す
が
、
歌
に

詠
む
場
合
は
「
人
」
の
文
字
が
読

み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
若わ

こ
う
ど人
」

の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
期
間　
９
月
30
日
㈬
（
当
日
消

印
有
効
）

※　

詳
し
く
は
、宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な

点
は
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ

て
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
記
入
の
上
、
返
信
用
切
手
を

貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20

日
㈰
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

応
・
問　
宮
内
庁
【
〒
１
０
０
‐
８

１
１
１　

宮
内
庁
「
詠
進
歌
」】

htpp://w
w

w
.kunaicho.go.jp/

　

平
成
26
年
度
に
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
民
具
・
書
画
・
古

写
真
・
古
書
籍
・
古
文
書
な
ど
約

３
０
０
点
の
貴
重
な
資
料
を
展
示
し

ま
す
。

日　
４
月
４
日
㈯
～
６
月
20
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

推
定
樹
齢
６
６
０
年
の
国
の
天
然

記
念
物
「
三
隅
大
平
桜
」
で
春
を
満

喫
し
ま
せ
ん
か
。

　

ま
つ
り
期
間
中
は
、
特
産
品
販
売

や
石
見
神
楽
の
上
演
を
行
い
ま
す
。

日　
４
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
大
平
桜
周
辺
（
三
隅
町
矢
原
）

問　
浜
田
市
観
光
協
会　

（
☎
�
１
０
８
５
）

　

イ
ベ
ン
ト
参
加
の
園
児
作
品
「
ひ

な
飾
り
」
の
展
示
・
盲
導
犬
ふ
れ
あ

い
広
場
・
地
域
の
出
店
や
出
演
・「
着

物
を
着
て
歩
こ
う
」
な
ど
、
春
の
陽

気
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
４
月
５
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場　
紺
屋
町
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド
（
歩
行
者
天
国
）

問　
珍
味
屋
（
☎
�
２
９
３
７
）

紺
屋
町
商
店
街
事
務
局　

平
日
午

前
中
（
☎
�
４
３
５
２
）

　

殿
町
で
春
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

日　
４
月
５
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
市
役
所
本
庁
周
辺
及
び
浜
田
川

沿
い
道
路
（
当
日
歩
行
者
天
国
）

※　

駐
車
場
は
、
市
役
所
東
分
庁
舎

前
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

ト
イ
レ
は
、
市
役
所
本
庁
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

ご
み
の
放
置
や
散
乱
が
目
立
つ

場
合
は
、
来
年
度
以
降
の
公
道
利

用
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問　
殿
町
商
店
街　

高
橋
写
真
館

（
☎
�
０
５
６
３
）

　

日
頃
、
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
古

典
芸
能
「
能
」
の
台
本
に
つ
い
て
、

登
場
人
物
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
楽
し
み

方
の
解
説
を
交
え
て
読
む
会
で
す
。

　

今
回
は
「
平
家
物
語
」
の
名
場
面
、

宇
治
川
の
戦
い
を
題
材
に
し
た
「
頼

政
」
の
意
訳
付
き
テ
キ
ス
ト
を
配
布

し
ま
す
。
鵺ぬ

え

退
治
の
神
楽
で
も
有
名

な
英
雄
・
頼
政
の
最
期
を
描
い
た
軍

記
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
４
月
12
日
㈰　

午
後
１
時
～
２
時

場　
中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー

ル
料　
無
料

※　

謡
本
を
持
っ
て
い
る
人
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問　
観
世
流
青
謳
会　

中
谷
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
８
８
９
‐
１
９

７
１
）

　

島
根
県
立
大
学
に
新
し
く
来
ら
れ

る
留
学
生
の
皆
さ
ん
を
歓
迎
す
る
会

を
催
し
ま
す
。
こ
の
歓
迎
会
は
、
一

般
市
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
開
催

す
る
も
の
で
、
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る

人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
４
月
17
日
㈮　

午
後
６
時
～

場　
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン
（
北
東
ア
ジ
ア

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
２
階
）

定　
80
人

料　
一
般　
　

２
、
５
０
０
円

学
生　
　

１
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
４
月
13
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
留
学
生
等
を
囲
む
会

会
長　

永
岡
由
紀
夫
さ
ん

（
☎
�
２
２
６
０
）

高
橋
晴
美
さ
ん
（
☎
�
０
９
９
４
）

　

浜
田
市
に
桜
を
育
て
る
会
主
催
の

お
花
見
会
「
観
桜
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
、
会
員
に
よ
る
手
作
り

の
お
花
見
料
理
の
振
る
舞
い
、
地
域

の
皆
さ
ん
や
県
立
大
学
の
学
生
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て

い
ま
す
。

日　
４
月
19
日
㈰

正
午
～
午
後
２
時

場　
海
の
み
え
る
文
化
公
園

料　
１
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
無
料

（
食
事
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
付
）

問　
浜
田
市
の
桜
を
育
て
る
会
事
務

局
（
島
田
病
院
内
）

（
☎
�
２
５
１
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

平
成
28
年
歌
会
始
の
詠
進
歌

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

市
民
寄
贈
資
料
披
露
展

大
平
桜
ま
つ
り

こ
ん
や
ま
ち
の
ひ
な
祭
り

「
春
う
ら
ら
」

と
の
さ
ま
桜
え
え
げ
な
祭
り

古
典
の
謡
み
聞
か
せ

第
６
回
「
頼よ

り

政ま
さ

」

留
学
生
を
囲
む
会

浜
田
市
の
桜
を
育
て
る
会

20
周
年
記
念
「
観
桜
会
」
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収
益
金
は
、浜
田
市
子
育
て
支
援
、

青
少
年
教
育
援
助
な
ど
に
寄
付
し
ま

す
。

日　
４
月
26
日
㈰

午
前
７
時
30
分
～

場　
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

料　
ビ
ジ
タ
ー　

１
３
、
８
０
０
円

メ
ン
バ
ー　

１
０
、
５
０
０
円

※　

参
加
費
・
食
事
代
を
含
み
ま
す
。

申
込
方
法　
参
加
者
氏
名
及
び
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
浜

田　

島
田
ひ
と
み
さ
ん
（
☎
�
２

６
２
２
・
▢ＦＡＸ
�
２
６
３
２
）

金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
☎
�

１
１
１
１
・
▢ＦＡＸ
�
１
１
１
４
）

　

「
そ
の
日　

浜
田
は
江
戸
時
代
」

を
テ
ー
マ
に
、
城
下
町
浜
田
を
表
象

す
る
大
名
行
列
が
各
商
店
街
を
練
り

歩
き
ま
す
。

日　
４
月
29
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

午
前
11
時
～
午
後
４
時　

※　

当
日
、
悪
天
候
の
た
め
中
止
に

な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
の
順

延
は
し
ま
せ
ん
。

場　
栄
町
か
ら
浜
田
駅
前
銀
天
街
ま

で
の
一
帯

※　

大
名
行
列
・
子
ど
も
奴
・
パ
レ
ー

ド
は
、
栄
町
を
正
午
に
出
発
し
ま

す
。

※　

市
民
の
楽
市
の
開
催
時
間
は
、

商
店
街
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

問　
浜
っ
子
春
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
浜
田
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
）

　

近
世
文
書
研
究
会
は
、
江
戸
時
代

の
古
文
書
を
学
ぶ
こ
と
で
、
当
時
の

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
こ
う
と
す
る
会
で
す
。

　

古
文
書
に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
人

な
ど
、
関
心
の
あ
る
初
心
者
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
４
月
29
日
㈷

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー

ル
講
師　
鍵
本
俊
朗
さ
ん
（
石
見
郷
土

研
究
懇
話
会
会
員
）

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

申
込
締
切
日　
４
月
19
日
㈰

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
郷
土
研
究
懇
話
会
浜

田
支
部　

中
政
信
さ
ん

（
☎
�
８
６
０
８
）

　

ふ
る
さ
と
体
験
村
で
は
、
毎
年
恒

例
の
春
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

石
見
神
楽
や
田
ば
や
し
の
上
演
、

弥
栄
の
ど
ぶ
ろ
く
販
売
、
弥
栄
の
う

ま
い
も
ん
市
な
ど
で
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

日　
５
月
４
日
㈷

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ふ
る
さ
と
体
験
村

※　

駐
車
場
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
る
さ
と
体
験
村

（
☎
�
２
６
１
２
）

　

新
緑
の
な
か
、
皆
さ
ん
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

チ
ベ
ッ
ト
巡
礼
探
訪
家
・
能
海
寛

が
、
ふ
る
さ
と
波
佐
を
詠
ん
だ
歌
碑

10
基
を
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。
歩
き
な

が
ら
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
財
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
に
豚
汁
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

日　
５
月
16
日
㈯
（
小
雨
決
行
）　

受
付　
午
前
８
時
～
８
時
15
分　
　

ス
タ
ー
ト　
午
前
８
時
30
分

ゴ
ー
ル　
正
午
予
定

集
合
場
所　
と
き
わ
会
館
（
波
佐
公

民
館
）

料　
３
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
金
城
自
治
区
６
公
民
館
連

絡
協
議
会　

波
佐
公
民
館

（
☎
�
０
１
４
６
）

４
月
ナ
イ
タ
ー
デ
ー

日　
４
月
３
日
㈮
・
４
日
㈯
・
10
日

㈮
・
11
日
㈯

料　
滑
走
料

一
般　
　
　
　
　
　

３
０
０
円

高
校
生
・
大
学
生　

２
０
０
円

中
学
生
以
下　
　
　

１
０
０
円

貸
靴
料　
　
　
　
　

４
１
０
円

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
企
画

　

中
学
生
以
下
は
滑
走
料
半
額
と
な

り
ま
す
。

日　
５
月
２
日
㈯
～
６
日
(振)

午
前
９
時
～
午
後
７
時

料　
滑
走
料

中
学
生
以
下　
　
　

２
６
０
円

貸
靴
料　
　
　
　
　

４
１
０
円

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー

１
０
０
円

※　

手
袋
・
靴
下
（
長
め
の
も
の
）

を
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
滑
走
で
き
な
い
日

日　
４
月
29
日
㈷

第
11
回
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
杯

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
大
会
（
観

戦
無
料
）

４
月
の
休
館
日

毎
週
水
曜
日
・
30
日
㈭
（
29
日
㈷

は
大
会
の
た
め
開
館
）

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

新
規
講
座
の
お
知
ら
せ

は
じ
め
て
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ

　

フ
ラ
の
手
の
動
き
に
込
め
ら
れ
た

意
味
を
理
解
し
踊
る
こ
と
で
、
優
し

く
心
地
よ
い
ハ
ワ
イ
ア
ン
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
エ

　

宇
津
井
町
の
周
辺
を
散
策
し
ま
す
。

広
浜
鉄
道
跡
地
や
地
域
の
歴
史
を
訪

ね
て
、
里
山
の
春
を
満
喫
し
ま
す
。

日　
４
月
19
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
旧
佐
野
小
学
校
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
浜
田

第
７
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

２
０
１
５
浜
っ
子
春
ま
つ
り

近
世
文
書
研
究
会

ふ
る
さ
と
体
験
村
春
ま
つ
り

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
第
１
弾

能
海
寛
歌
碑
め
ぐ
り

　
　
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
５

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
か
ら

第
１
５
５
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

　

　

　

　



43　　　広報はまだ：平成27年４月号

ク
サ
サ
イ
ズ
に
も
な
り
、
年
齢
に
関

係
な
く
楽
し
め
ま
す
。

日　
４
月
～
９
月
・
水
曜
日

（
全
12
回
）

午
後
３
時
45
分
～
４
時
45
分

料　
１
０
、
８
０
０
円

講
師　
山
根
美
津
子
さ
ん
（
中
・
四

国
ハ
ワ
イ
ア
ン
協
会
）

申
・
問　
ラ
・
ぺ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

　

Ｇ
Ｗ
（
４
月
25
日
㈯
～
５
月
６
日

(振)
）
は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

飼
育
の
日
体
験
イ
ベ
ン
ト

４
月
19
日
は
４し

１い

９く

の
日
！

　

ア
ク
ア
ス
で
飼
育
体
験
を
し
て
み

よ
う
。

対
象　
当
日
入
館
し
て
い
る
人

日　
４
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
事

前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp 

体
験
イ
ベ
ン
ト
１
「
海
獣
プ
ー
ル
お

掃
除
体
験
」

　

大
き
な
プ
ー
ル
を
み
ん
な
で
お
掃

除
！
生
き
物
が
間
近
で
見
ら
れ
る
か

も
。

集
合
時
間　
午
後
０
時
45
分
（
45
分

間
）　

定　
先
着
15
人

※　

カ
ッ
パ
・
長
靴
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

幼
児
が
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、

見
学
の
み
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

体
験
イ
ベ
ン
ト
２
「
ペ
ン
ギ
ン
飼
育

体
験
」

　

ペ
ン
ギ
ン
の
飼
育
員
さ
ん
の
仕
事

を
体
験
し
よ
う
。

対
象　
小
・
中
学
生

※　

保
護
者
は
、
観
覧
通
路
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

集
合
時
間　
午
後
３
時
（
60
分
間
）

集
合
場
所　
ペ
ン
ギ
ン
ホ
ー
ル

定　
先
着
６
人

※　

カ
ッ
パ
・
長
靴
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

体
験
イ
ベ
ン
ト
３
「
サ
メ
が
ぶ
り
ん

ち
ょ
!?
体
験
」

　

サ
メ
に
エ
サ
を
あ
げ
て
み
よ
う
！

サ
メ
や
エ
イ
に
も
触
っ
て
み
よ
う
！

集
合
時
間　
午
後
３
時
15
分
（
45
分

間
）

集
合
場
所　

ア
ク
ア
ス
１
階
レ
ク

チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
前

定　
先
着
30
人 

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

海
の
生
き
物
教
室
「
磯
へ
出
か
け
よ

う
♪
」

　

春
の
磯
へ
出
か
け
て
生
き
物
を
見

つ
け
よ
う
。

日　
４
月
12
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　
ア
ク
ア
ス
近
く
の
海

定　
先
着
30
人

日
曜
講
座
「
竹
ト
ン
ボ
を
つ
く
ろ

う
！
」

　

昔
懐
か
し
い
竹
ト
ン
ボ
を
作
っ
て

み
ん
な
で
飛
ば
そ
う
！

日　
４
月
26
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　

ア
ク
ア
ス
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー

ホ
ー
ル

定　
先
着
30
人

料　
１
人
３
０
０
円

講
師　
風
の
国
職
員

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
課　

（
☎
�
３
６
１
４
）

企
画
展
「
森
英
恵　
仕
事
と
ス
タ
イ

ル
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
①

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
森
英
恵　
仕
事
と

ス
タ
イ
ル
を
語
る
」

　

華
や
か
な
衣
裳
の
裏
に
あ
る
思
い

出
や
苦
労
、
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ

で
の
生
活
、
幼
少
期
に
暮
ら
し
た
島

根
で
の
思
い
出
な
ど
、
森
英
恵
が
仕

事
と
ス
タ
イ
ル
、
そ
し
て
自
身
の
生

活
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

日　
４
月
18
日
㈯

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料　
無
料（
た
だ
し
整
理
券
が
必
要
）

聞
き
手　
澄
川
喜
一
さ
ん
（
石
見
美

術
館
館
長
）・
南
目
美
輝
さ
ん
（
石

見
美
術
館
専
門
学
芸
員
）

※　

整
理
券
は
グ
ラ
ン
ト
ワ
総
合
案

内
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
４
月
18
日
㈯

午
前
10
時
か
ら
配
布
し
ま
す
。

企
画
展
「
森
英
恵　
仕
事
と
ス
タ
イ

ル
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
②

「
グ
ラ
ン
ト
ワ
・
マ
ル
シ
ェ
」

　

フ
ラ
ン
ス
の
市
場
「
マ
ル
シ
ェ
」

の
よ
う
に
、
新
鮮
な
地
元
野
菜
、
こ

だ
わ
り
の
ワ
イ
ン
、
お
い
し
い
パ
ン

や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
展
示
販
売
し
ま

す
。

日　
５
月
３
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
中
庭
広
場

料　
無
料

グ
ラ
ン
ト
ワ
開
館
10
周
年
記
念

「TSU
K

EM
EN

 LIV
E 

２
０
１

５
（
仮
）」

　

「
生
音
」
に
こ
だ
わ
り
音
響
装
置

を
使
わ
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
培
わ
れ

た
実
力
は
本
物
。
２
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

と
ピ
ア
ノ
が
織
り
成
す
ジ
ャ
ン
ル
レ

ス
な
ス
テ
ー
ジ
が
会
場
を
虜
に
し
ま

す
。

日　
７
月
18
日
㈯

開
場　
午
後
２
時
30
分

開
演　
午
後
３
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

一
般　
　
　
　

４
、
５
０
０
円

友
の
会
会
員　

４
、
３
０
０
円

※　

３
歳
未
満
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
。ま
た
、こ
の
公
演
は
託
児
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
せ
ん
。

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
の
売

買
・
名
義
変
更
登
記
・
お
金
の
貸
し

借
り
・
ロ
ー
ン
の
返
済
・
悪
質
商
法
・

会
社
の
登
記
・
裁
判
・
調
停
・
成
年

後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど
、

様
々
な
法
律
相
談
を
無
料
で
行
い
ま

す
。

益
田
会
場

日　
４
月
16
日
㈭

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館
（
益
田
市
須
子
町
）

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間　
午
後
０
時
30
分
～
３
時

30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
２
�
０
２
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,839 19,881 22,150 42,031
金 城 1,918 2,167 2,342 4,509

旭 1,403 1,457 1,566 3,023
弥 栄 691 656 737 1,393
三 隅 2,909 3,011 3,359 6,370
合 計 26,760 27,172 30,154 57,326

人　口（２月末現在）

（単位：人）

　毎月２回、子育て支援センターすくすくで壊れたり動かなくなったりしたおも
ちゃを治しているのは、おもちゃの病院の皆さんです。
　「親子で物を大切にする気持ちを育んでもらいたい」と平成15年９月に結成さ
れ、現在は物作りの好きな４人のスタッフで活動しています。
　持ち込まれるおもちゃは、壊れた人形から音が鳴らなくなったり動かなくなっ
たりしたものまでいろいろな種類があります。なかには集積回路が壊れていて治
すことのできないものもありますが、４人で知恵を出し合い協力しながら、可能
な限り治しています。すくすくに遊びに来ていた子どもたちは、はんだごてから
出る煙や電流計が振れる様子を興味津々でながめていました。おもちゃが治った
ときには、子どもたちはもちろん、保護者も一緒になって歓声を上げていました。
　スタッフの皆さんは、「おもちゃの修理には忍耐が必要ですが、気の合う仲間
たちと活動してきたことが長く続けてこられた秘訣だと思います」「治ったとき
の達成感と、おもちゃを手にしたときの親子の喜ぶ姿を見るのが何よりの励みに
なります。今後も長く続けていきたいと思います」と話していました。

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

編集・発行　浜田市市長公室
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

おもちゃの病院（浜田）


